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1. ユースケースの概要 

1-1. 現状と課題 

1-1-1. 課題認識 

 

全国の地方公共団体では、頻発・激甚化する自然災害への対応として災害リスクを踏まえた防災まちづくりが

進められており、中でも木造密集市街地を有する都市では、火災に強いまちづくりに取り組んでいる例が多く

みられる。 

木造密集市街地では、延焼速度が速く、一度火災が発生すると短時間で大規模な火災に発展してしまう可能性

がある。そのため、密集市街地の火災安全対策を講じるためには、延焼シミュレーションにより地区の防災リ

スクを適切に評価することが重要である。延焼シミュレーションモデルは複数開発されており、中でも、国土

技術政策総合研究所の開発した市街地火災シミュレーションプログラム（以下、「国総研市街地延焼シミュレ

ーションプログラム」という）は、3D 都市モデルを活用し、地形、建築物の高さ及び属性等を考慮した高度

なモデルである。一方で、国総研市街地火災延焼シミュレーションは主に研究目的に開発されたものであり、

インプットデータの作成やシミュレーションの条件設定、シミュレーション結果の可視化を行うには、専門的

な知識や多くの手作業が必要であり、地方公共団体で広く活用されるには至っていない。 

 

 

図 1-1 課題のイメージ 
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1-2. 課題解決のアプローチ 

 

シミュレーション実行をより容易に可能とすることで、地方公共団体による延焼シミュレーションの活用が見

込まれることから、本プロジェクトでは、火災延焼シミュレーションシステムとして、国総研市街地延焼シミ

ュレーションプログラム（Ｃ言語で記述）のエンジン（以下、「エンジン」という）の使用を前提とし、以下の

開発・作成を行うことで、可能な限り専門的な知識を不要なものとし、地方公共団体職員の利用促進と作業量

の軽減を図る。 

 

表 1-1 開発・作成するツール・マニュアル等 

項番 名称 内容 条件 

① フ ァ イ ル 作 成 ツ

ール 

国総研市街地延焼シミュレーションプログラ

ムの防火属性付加ツール及びシミュレーショ

ン用データ変換ツールを基にしたエンジンに

入力するためのテキストファイルを作成する

ツール 

可能な限り全国の地方公共団体で

利用可能な汎用的なものとする 

② 条 件 設 定 支 援 ツ

ール 

GUI を用いてエンジンを実行するための条件

を設定する支援ツール 

③ GIS デ ー タ 変 換

ツール 

出力されたシミュレーション結果を三次元可

視化できるよう汎用的な GIS データに変換す

るツール 

④ 操作マニュアル 上記①～③の操作マニュアル 具体の 3D 都市モデルを用いて、イ

ンプットデータを作成、条件を設定

してシミュレーションを実行し、結

果を GIS で可視化するまでの操作

方法に関する記述を含む 

 

また、開発するシステム及び作成する操作マニュアルについて、埼玉県及び県内市区町村協力のもと、操作体

験会を開催し、「有用性」や「操作性」の検証を行う。 

併せて今後、エンジンを OSS とするための課題の整理を行い、簡単なレポートに取りまとめる。 

また、長期的な展開の方法として、実際に延焼シミュレーションを導入している地方公共団体（相模原市を想

定）における利活用方法を確認し、情報発信を行うことを想定する。 
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1-3. 創出価値 

 

3D 都市モデルを活用し、市街地の延焼拡大予測を実施することで、都市の防火性能を評価し、火災に強いま

ちづくりの推進に寄与する。また、防災まちづくりを進展させることで、住民の生命・財産のより一層の保

護強化の実現を目的とする。 

都市計画部局においては、「防火・準防火地区の見直しや住宅建替促進」、「開発事業等での住民説明」、「木造

住宅密集地域における市街地の火災安全対策の策定」など、消防部局においては、「火災発生時の延焼拡大状

況の迅速な予測」、「平常時の訓練での活用」、「震災出場計画の策定」「火災予防に関する計画への活用」な

ど、延焼シミュレーションの活用は多様な場面で想定される。 

これまで延焼シミュレーションの実施には、自治体によって建物データ整備状況が異なり、複数データの統

合が必要であったが、CityGML 形式で作成される 3D 都市モデルの整備により、データ整備上の課題は解決

に向かっている。 

一方で、延焼シミュレーションを実施するには、シミュレーション用インプットデータの作成、与条件設

定、結果の可視化など、専門知識と手作業が必要となっていることから、全国の地方公共団体で利用可能な

汎用的な火災延焼シミュレーションを構築することで、目的の実現に向けた利活用の促進を図る。 

 

  

図 1-2 本実証の目指す姿 
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1-4. 想定事業機会 

 

都道府県・市町村の都市計画部局と消防機関が想定利用者となり、延焼シミュレーションの利用者ニーズに合

わせたシステム改修やシミュレーション実行、分析等のサービス提供を事業機会と見込む。 

 

表 1-2 想定事業機会 

項目 内容 

利用者 ⚫ 地方公共団体職員（都道府県・市町村の都市計画部局） 

⚫ 消防機関 

サービス仮説 ⚫ システム改修 

➢ 本システムを基に、利用者のニーズに応じたシステム改修を実施し、延焼シミュ

レーションシステムとして提供する 

⚫ シミュレーション実行・分析代行 

➢ 市域全域の評価、延焼危険度の評価など、利用者単独では困難なシミュレーショ

ン結果及び分析結果を提供する 

提供価値 ⚫ 地方公共団体職員でも容易に活用できるシステムにより、職員自身による火災延焼シ

ミュレーション機会を増加させ、防災まちづくりの進展に寄与する 

⚫ 3D 都市モデルを活用した高度な延焼シミュレーション結果に基づく精度の高い計画

策定により、効果的な住民説明を可能とする 
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2. 実証実験の概要 

2-1. 実証仮説 

 

【関係ステークホルダーとの合意形成の円滑化】 

⚫ 汎用性が高く非専門家でも取扱いやすい UI/UX を備えたシステムの実現と、ファイル作成ツール・条件

設定支援ツール・GIS データ変換ツールの開発により、地方公共団体職員がすぐに利用可能なシミュレ

ータとして、施策検討業務において、特に組織内部、関係機関、住民といった関係者との合意形成の円

滑化を実現するか 

 

【政策への活用】 

⚫ 都市計画部局職員の計画策定業務において、延焼シミュレーションを活用することで従来の防火地域指

定・建築規制検討手法と比較して計画品質が向上するか 

⚫ シミュレーション結果を、地図を基に直感的に表示し、複数の条件設定が可能となることで、防災部局

が策定する防災計画に活用しやすくなり、具体的な施策立案や、住民の防災意識の普及・啓発に活用に

つながるか 
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2-2. 検証ポイント 

 

地方公共団体職員への操作体験会及びヒアリングにより、以下の観点について検証を行う。 

 

【ユーザビリティ】 

➢ 今年度開発した本システムにおける UI/UX の分かりやすさ・使いやすさ 

➢ システムの実行に必要なデータの生成や設定するパラメータの視覚的な分かりやすさ 

➢ マニュアルの整備による操作の分かりやすさ 

【関係ステークホルダーとの合意形成の円滑化】 

➢ システム活用によって、施策検討業務に要する工数が削減されるか 

➢ 組織内部、関係機関、住民といった関係者での合意形成に活用できるか 

【政策への活用】 

➢ 都市計画策定時の防火地域指定の適切性が向上するか 

➢ 政策における設置位置検討のエビデンスとしての活用や住民説明資料等での利用などの有用性 
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2-3. 実証フロー 

 

 

図 2-1 実証フロー 
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2-4. 実施体制 

 

表 2-1 実施体制 

役割 主体 詳細 

全体管理 国土交通省 都市局 プロジェクト全体ディレクション 

アクセンチュア プロジェクト全体マネジメント 

実施事業者 国際航業 ユースケース実証における企画・開発・検証・運営 

日本総合システム システム開発におけるコーディング作業 

実施協力 国土交通省  国土技術政策総合研究所 

都市研究部 都市防災研究室 

国総研市街地延焼シミュレーションプログラムの

エンジン、周辺ツールの実行形式ファイル、ソース

ファイル、関連ドキュメントの提供及びこれらに関

する技術支援 

埼玉県 都市整備部 都市計画課 対象とする地区及び自治体の決定 

システムに対する操作性、有用性についてのフィー

ドバック 

埼玉県 都市整備部 市街地整備課 システムに対する操作性、有用性についてのフィー

ドバック 埼玉県 危機管理防災部 消防課 

埼玉県 所沢市 

街づくり計画部 都市計画課 

埼玉西部消防局 警防課 

埼玉県 寄居町 

町長部局 まちづくり整備課 
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2-5. 実証エリア 

 

表 2-2 実証エリア 

項目 内容 

実証地 埼玉県 所沢市：狭山ヶ丘 2 丁目木造密集市街地  

面積 0.93 ㎢    

マップ 

（ 対 象 エ

リア 

は赤枠内） 

 

図 2-2 実証エリア（狭山ヶ丘 2 丁目木造密集市街地） 

 

表 2-3 実証エリア 

項目 内容 

実証地 埼玉県 所沢市：若松町土地区画整理事業区域 

面積 0.13 ㎢  

マップ 

（対象エリア 

は赤枠内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 実証エリア（若松町土地区画整理事業区域） 
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表 2-4 実証エリア 

項目 内容 

実証地 埼玉県 寄居町：寄居駅南口周辺地区 ※寄居町内の住宅密集地 

面積 0.78 ㎢ 

マップ 

（ 対 象 エ

リア 

は赤枠内） 

 

図 2-4 実証エリア（寄居駅南口周辺地区） 
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2-6. スケジュール 

 

表 2-5 スケジュール 

実施事項 2025 年 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

1. 実施計画書、要件定義資料、実証

計画書の作成 

         

2. 検証シナリオ策定          

3. システム開発          

4. 机上検証（システムテスト）          

5. 本検証（操作体験会）          

6. エンジン OSS 化レポート          

7. 成果取りまとめ          
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3. 開発スコープ 

3-1. 概要 

 

都市部、特に木造住宅が密集する市街地では、火災の延焼速度が極めて速く、ひとたび火災が発生すると短時

間で大規模火災へと拡大する危険性が高い。このような火災延焼リスクに対応するため、延焼範囲や延焼速度

を正確に予測し、その結果を活用することが重要である。具体的には、消防部局による効果的な消防・消火活

動の計画・戦略立案、および都市計画部局による防災まちづくりの観点からの防災対策強化が喫緊の課題とな

っている。 

延焼範囲や速度の正確な予測を行うための方法として火災延焼シミュレーションが挙げられる。その中でも、

国総研市街地延焼シミュレーションプログラムは高度な火災延焼モデルであり、3D 都市モデルを活用するこ

とで高精度の延焼拡大予測が可能である。一方で、国総研市街地延焼シミュレーションプログラムは、インプ

ットデータの作成やシミュレーションの条件設定、シミュレーション結果の可視化を行うためには、延焼シミ

ュレーション独自データ仕様の理解、プログラムの実行環境構築、地理空間情報の取り扱いといった専門的な

知識や手作業が必要となることから、地方公共団体における、システムの導入・運用が阻まれている。 

 

本プロジェクトでは、火災延焼リスクの低減と被害最小化を目指し、国総研市街地延焼シミュレーションの周

辺ツールの開発・改良を実施し、シミュレーション実施範囲、出火点、風向・風速等の与条件を自由に設定可

能とすることで、地方公共団体職員が適切に地区の防災リスクの評価を実施できるものとする。 

開発・改良する周辺ツールは、①ファイル作成ツール、②条件設定支援ツール③、GIS データ変換ツールの大

きく 3 つより構成される。①ファイル作成ツールは、国総研市街地延焼シミュレーションの防火属性付加機能

とシミュレーション用データ変換機能を統合し、3D 都市モデル（建築物モデル）から延焼シミュレーション

用のファイルを作成する際の専門的知識の必要性や手作業の負荷軽減を実現する。②条件設定支援ツールは、

延焼シミュレータ UI の構築により、シミュレーション実施範囲、出火点、風向・風速等の与条件を設定可能

とする。③GIS データ変換ツールは、出力されたシミュレーション結果（時刻別の焼損棟数、建物ごとの出火

時刻、延焼経路を記述したカンマ区切りテキストファイル）を、三次元可視化できるよう汎用的な GIS データ

に変換する。 

上記により、地方公共団体職員が自らの手で延焼シミュレーションの与条件を設定し、地区の防災リスクの評

価が可能となる。 

 

本プロジェクトで周辺ツールを整備し、全国の地方公共団体で利用可能な汎用的な延焼シミュレーションを構

築し、本システムをオープンソースソフトウェアとして公開することで、地方公共団体職員が自らの手で容易

に市街地の延焼拡大予測を行うことを可能とし、都市の防火性能の評価、火災に強いまちづくりの推進を支援

する。 
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3-2. 開発内容 

 

自治体によって建物データの整備状況が異なるといった、延焼シミュレーション実施にあたってのデータ上の

課題は、3D 都市モデルが整備され、CityGML という統一された形式で空間情報（高さ方向を含む座標情報）、

属性情報（建物構造）が保持されることにより、解決に向かっている。一方で、国総研市街地延焼シミュレー

ションプログラムは、インプットデータの作成やシミュレーションの条件設定、シミュレーション結果の可視

化を行うために、専門的な知識や手作業が必要となることから、地方公共団体におけるシステムの導入・運用

が阻まれている。本プロジェクトで周辺ツールを整備し、全国の地方公共団体で利用可能な汎用的な延焼シミ

ュレーションを構築し、本システムをオープンソースソフトウェアとして公開することで、地方公共団体職員

が自らの手で容易に市街地の延焼拡大予測を行うことを可能とし、都市の防火性能の評価、火災に強いまちづ

くりの推進を支援する。 

開発・改良する周辺ツールは、①ファイル作成ツール②条件設定支援ツール③GIS データ変換ツールの大きく

3 つから構成される。①ファイル作成ツールは、国総研市街地延焼シミュレーションの防火属性付加機能とシ

ミュレーション用データ変換機能を統合し、3D 都市モデル（建築物モデル）から延焼シミュレーション用の

ファイルを作成する際の専門的知識の必要性や手作業の負荷軽減を実現する。②条件設定支援ツールは、延焼

シミュレータ UI の構築により、シミュレーション実施範囲、出火点、風向・風速等の与条件を設定可能とす

る。③GIS データ変換ツールは、出力されたシミュレーション結果（時刻別の焼損棟数、建物ごとの出火時刻、

延焼経路を記述したカンマ区切りテキストファイル）を、三次元可視化できるよう汎用的な GIS データに変換

する。 
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4. 実証システム 

4-1. アーキテクチャ 

4-1-1. システムアーキテクチャ 

 

 

図 4-1 システムアーキテクチャ（①ファイル作成ツール） 

  

【SW001】ファイル作成ツール

凡例 データ
開発した

ソフトウェア
既存の

ソフトウェア
開発した機能既存機能 データベース

ファイル
ストレージ

３D都市モデル建
築物LOD1・2

（CityGML形式）

【FN001】ファイル・
フォルダ選択

【FN006】
防火属性付加機能

（中間CSVファイル作成）*1

【FN009】
シミュレーション用
データ変換機能* 3

シミュレーション用
データ変換機能
設定ファイル

防火属性付加機
能設定ファイル

【FN005】
防火属性付加機能・
シミュレーション用

データ変換機能呼出し

【FN010】
条件設定支援ツール用

データ変換機能

中間ファイル
（CSV形式）

【FN008】
防火属性付加機能

（CityGMLファイル出力） * 2

【FN007】データ
補完機能

中間ファイル
（CSV形式）

３D都市モデル
建築物LOD1・2

防火属性付加済み
（CityGML形式）

シミュレーション用
建物・建物内部情報
ファイル（テキスト
延焼シミュレーショ

ン独自式形）

条件設定支援
ツール表示用
建物データ

（GeoJSON形式）

ユーザー

【FN002】平面直角
座標系の系の選択

ユーザー

【FN003】木造建物の
防火構造の選択

【FN004】高度な変換

*1,2：国総研市街地延焼シミュレーションプログラムの「防

火属性付加ツール」を参考にして開発しています

*3   ：本システムの開発にあたっては国総研市街地延焼シ

ミュレーションプログラムの「シミュレーション用

データ変換ツール」を一部改変し、実行形式ファイル

化して使用しています

*     ：機能として組み込んでいる「シミュレーション用デー

タ変換ツール」の著作権は国土技術政策総合研究所に

帰属します
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図 4-2 システムアーキテクチャ（②条件設定支援ツール） 

 

  

【SW002】条件設定支援ツール

【SW004】 GISデータ変換ツール

凡例 データ
開発した

ソフトウェア
既存の

ソフトウェア
開発した機能既存機能 データベース

ファイル
ストレージ

【FN101】
フォルダの選択機能

【FN105】出火
点の設定機能

【LB009】 Leaflet.js

【FN104】
シミュレーションの

範囲設定機能
【FN102】
範囲指定用
メッシュ
生成機能

【FN106】
風速・風向の

設定機能

【FN108】出力
GISデータの

設定機能

【FN107】
シミュレーション
時間の設定機能

条件設定支援
ツール表示用
建物データ

（GeoJSON形式）

地図表示用
設定ファイル

ユーザー

【 FN113】
シミュレーション

エンジンの
呼出し機能

【FN109】
シミュレーション用
建物・建物内部情報
ファイルの結合機能

【FN111】
気象情報
ファイル
出力機能

【FN110】
出火点

ファイル
出力機能

【FN112】
条件設定ファイル

への反映機能

シミュレーション用
建物・建物内部
情報ファイル

（テキスト、延焼シ
ミュレーション独自

形式）

【FN116】
シミュレーションエンジン

シミュレーション用
建物・建物内部
情報ファイル

（設定範囲の結合後）

出火点
ファイル

（CSV形式）

気象情報
ファイル

（CSV形式）

条件設定ファイル
（iniファイル）

【FN117】GIS データ変換機能

【SW003】シミュレーションエンジン

建物延焼情報
（CSVファイル）

延焼結果建物ファイル
（KMLファイル）

延焼経路情報
（CSVファイル）

【FN115】
シミュレーション
進捗状況表示機能

【FN114】
GISデータ
変換機能
の呼出し

【FN103】地図表示機能

背景地図
データ

火災性状情報
（CSVファイル）

建物延焼情報
（CZMLファイル）

延焼経路情報ファイル
（CZMLファイル）

【FN118】
座標系変換機能

【FN119】
標高楕円体高変換機能
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4-1-2. データアーキテクチャ 

 

 

図 4-3 データアーキテクチャ（①ファイル作成ツール） 

  

データUI入力
データ
処理

データベース
ファイル

ストレージ
ソフトウェア凡例

【SW001】ファイル作成ツール

３D都市モデル建
築物LOD1・2

（CityGML形式）

【FN001】ファイル・
フォルダ選択

【FN006】
防火属性付加機能
（中間CSV作成）

【FN009】
シミュレーション用

データ変換機能

シミュレーション用
データ変換機能
設定ファイル

防火属性付加機
能設定ファイル

【FN005】
防火属性付加機能・
シミュレーション用

データ変換機能呼出し

【FN010】
条件設定支援ツール用

データ変換機能

中間ファイル
（CSV形式）

【FN008】
防火属性付加機能
（CityGML出力）

【FN007】データ
補完機能 中間ファイル

（CSV形式）

３D都市モデル
建築物LOD1・2

防火属性付加済み
（CityGML形式）

シミュレーション用
建物・建物内部情報
ファイル（テキスト
延焼シミュレーショ

ン独自式形）

条件設定支援
ツール表示用
建物データ

（GeoJSON形式）

ユーザー

【IF001】

【IF001】

【IF001】

【IF201】

【IF202】

【IF203】

【IF204】

【IF205】

【IF206】【IF207】

【IF231】【IF232】

【FN002】平面直角
座標系の系の選択

【FN003】木造建物の
防火構造の選択

【FN004】高度な変換

【IF233】

【IF234】

【IF235】

ユーザー



uc25-08_技術検証レポート_火災延焼シミュレーションシステムの開発 

- 17 - 

 

図 4-4 データアーキテクチャ（②条件設定支援ツール） 

 

  

【SW002】条件設定支援ツール

【SW004】 GISデータ変換ツール

【FN101】
フォルダの選択機能

【FN105】出火
点の設定機能

【LB001】 leaflet

【FN104】
シミュレーションの

範囲設定機能
【FN102】
範囲指定用
メッシュ
生成機能

【FN106】
風速・風向の

設定機能

【FN108】出力
GISデータ
の設定機能

【FN107】
シミュレーション
時間の設定機能

条件設定支援
ツール表示用
建物データ

（GeoJSON形式）

地図表示用
設定ファイル

ユーザー

【 FN113】
シミュレーション

エンジンの
呼出し機能

【FN109】
シミュレーション用
建物・建物内部情報
ファイルの結合機能

【FN111】
気象情報
ファイル
出力機能

【FN110】
出火点

ファイル
出力機能

【FN112】
条件設定ファイル

への反映機能

シミュレーション用
建物・建物内部
情報ファイル

（テキスト、延焼シ
ミュレーション独自

形式）

【FN116】
シミュレーションエンジン

シミュレーション用
建物・建物内部
情報ファイル

（設定範囲の結合後）

出火点
ファイル

（CSV形式）

気象情報
ファイル

（CSV形式）

条件設定ファイル
（iniファイル）

【FN117】GIS データ変換機能

【SW003】シミュレーションエンジン

建物延焼情報
（CSVファイル）

延焼結果建物ファイル
（KMLファイル）

延焼経路情報
（CSVファイル）

【FN115】
シミュレーション
進捗状況表示機能

【FN114】
GISデータ
変換機能
の呼出し

【FN103】地図表示機能

背景地図
データ

火災性状情報
（CSVファイル）

建物延焼情報
（CZMLファイル）

延焼経路情報ファイル
（CZMLファイル）

【FN118】
座標系変換機能

【FN119】
標高楕円体高変換機能

【IF208】

【IF301】

【IF101】

【IF209】 【IF210】 【IF211】 【IF212】

【IF213】 【IF214】 【IF215】

【IF102】 【IF103】

【IF236】 【IF237】 【IF241】

【IF242】 【IF243】

【IF244】

【IF240】

【IF238】
【IF239】
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4-1-3. ハードウェアアーキテクチャ 

4-1-3-1. 利用するハードウェア一覧 

 

 

図 4-5 ハードウェアアーキテクチャ 

 

表 4-1 利用するハードウェア一覧 

ID 種別 品番 用途 

HW001 PC - ⚫ ファイル作成ツール・条件設定支援ツール・シミュレーショ

ンエンジン・GIS データ変換ツールを動作させる 

HW002 地理院サーバー - ⚫ 条件設定支援ツールの地図表示部分に背景地図を提供する 

 

  



uc25-08_技術検証レポート_火災延焼シミュレーションシステムの開発 

- 19 - 

4-1-3-2. 利用するハードウェア詳細 

 

1) 【HW001】PC：DELL Latitude13 7390 

⚫ 選定理由 

➢ 標準的な PC のスペック 

※システム検証において、同等の PC を用いて検証を実施する 

⚫ 仕様・スペック 

➢ OS:Windows 11 

➢ CPU:Core i5  

➢ メモリ:16GB 

➢ ネットワーク:インターネット接続が必要 

➢ ストレージ:256GB 

⚫ イメージ 

 

 

図 4-6 DELL Latitude13 7390 

 

2) 【HW002】地理院サーバー 

⚫ 選定理由 

➢ 地理院タイル利用のため 

➢ インターネット接続環境があれば、無料で利用可能である 

➢ 国土地理院の提供する公式の地形図や地理情報である 
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4-2. システム機能 

4-2-1. システム機能一覧 

 

表 4-2【HW001】 PC 用機能一覧 

※朱文字：新規開発・既存改修 

ソフトウェア ID 機能名 機能説明 

【SW001】 

ファイル作成

ツール 

FN001 ファイル・ 

フォルダ選択 

⚫ 延焼シミュレーションの基礎データとしたい 3D 都市モ

デル（建築物モデル）ファイル（CityGML 形式）又は同

ファイルが格納されたフォルダを選択する機能 

FN002 平 面 直 角 座 標 系

の系の選択 

⚫ 変換したい 3D 都市モデル（建築物モデル）が該当する平

面直角座標系の系を選択する機能 

FN003 木 造 建 物 の 防 火

構造の選択 

⚫ 木造建物の防火構造の種類を「防火造」「準防火造」「裸木

造」から選択する機能 

FN004 高度な変換 ⚫ 「【FN005】防火属性付加機能・シミュレーション用デー

タ変換機能呼出し」を「【FN007】データ補完機能」が完

了した時点で停止させることにより、中間 CSV ファイル

を手作業で修正することを可能にする機能 

FN005 防 火 属 性 付 加 機

能・シミュレーシ

ョ ン 用 デ ー タ 変

換機能呼出し 

⚫ 防火属性付加機能・シミュレーション用データ変換機能

を、連続して呼出し、「【FN001】ファイル・フォルダ選択」

で選択したファイル・フォルダに対して実行する機能 

FN006 防 火 属 性 付 加 機

能（中間 CSV ファ

イル作成） 

⚫ 標準的な建築物モデルに対して、シミュレーションのた

めに防火上の構造等を追加で定義した拡張仕様に対応し

た、拡張 3D 都市モデルデータを出力する機能 

⚫ 上記のうち、中間 CSV ファイルを出力するまでの処理 

⚫ 国総研市街地延焼シミュレーションプログラムの「防火

属性付加ツール」を参考に開発 

FN007 データ補完機能 ⚫ 3D 都市モデルの耐火構造の属性が不足している場合に、

防火地域の指定状況や建物構造や面積等から補完する機

能 

⚫ 「【FN006】防火属性付加機能（中間 CSV ファイル作成）」

で出力された中間 CSV ファイルに対して実施 

FN008 防 火 属 性 付 加 機

能（CityGML ファ

イル出力） 

⚫ 標準的な建築物モデルに対して、シミュレーションのた

めに防火上の構造等を追加で定義した拡張仕様に対応し

た、拡張 3D 都市モデルデータを出力する機能 

⚫ 上記の内、「【FN006】防火属性付加機能（中間 CSV ファ

イル作成）」「【FN007】データ補完機能」で出力、修正さ
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れた中間 CSV ファイルを用いて、CityGML ファイルを出

力するまでの処理 

⚫ 国総研市街地延焼シミュレーションプログラムの「防火

属性付加ツール」を参考に開発 

FN009 シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン 用 デ ー タ 変 換

機能 

⚫ 「【FN008】防火属性付加機能（CityGML ファイル出力）」

により出力された拡張 3D 都市モデルデータをエンジン

に入力可能なテキストファイル（CSV 形式）に変換する

機能 

⚫ 国総研市街地延焼シミュレーションプログラムの「シミ

ュレーション用データ変換ツール」を一部改変して使用 

FN010 条 件 設 定 支 援 ツ

ー ル 用 デ ー タ 変

換機能 

⚫ 【FN008】で出力された拡張 3D 都市モデルデータを用

いて、条件設定支援ツールで地図データとして表示する

ためのデータ（GeoJSON 形式）を出力する機能 

【SW002】条

件設定支援ツ

ール 

FN101 フ ォ ル ダ の 選 択

機能 

⚫ 「【SW001】ファイル作成ツール」で出力されたファイル

郡が格納されているフォルダを指定する機能 

FN102 範 囲 指 定 用 メ ッ

シュ生成機能 

⚫ 3D 都市モデル（建築物モデル）ファイル名に付与された

3 次メッシュ番号から地図表示用のメッシュデータを生

成する機能 

FN103 地図表示機能 ⚫ 地図画面上に背景地図を表示する機能 

⚫ 3 次メッシュの範囲、GeoJSON 形式の建物データ、XYZ

タイル（地理院タイル）形式のデータ（背景地図）を表示

する 

⚫ 背景地図は、最大 3 種の地図利用を想定 

FN104 シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン の 範 囲 設 定 機

能 

⚫ 地図画面上に表示された 3 次メッシュを選択し、シミュ

レーション範囲として設定する機能 

FN105 出 火 点 の 設 定 機

能 

⚫ 地図画面上に表示された建物を選択し、シミュレーショ

ンの出火点として設定する機能 

⚫ 地図画面上での建物の選択と併せて、「出火階数」「出火

時間」も設定可能とする 

FN106 風速・風向の設定

機能 

⚫ シミュレーションの風速・風向を設定する機能 

⚫ 時間を区切って設定可能とする 

FN107 シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン 時 間 の 設 定 機

能 

⚫ シミュレーション時間を設定する機能 

FN108 出力 GIS データの

設定機能 

⚫ 出力する GIS データ（KML 形式、CZML 形式）を設定す

る機能 

⚫ CZML 形式については、建物データ、延焼経路データの
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出力が可能。また、高さ情報を標高・楕円体高のどちらで

出力するか設定可能とする 

⚫ KML 形式は建物データのみ出力可能 

FN109 シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン用建物・建物内

部 情 報 フ ァ イ ル

の結合機能 

⚫ 「【FN104】シミュレーションの範囲設定機能」で設定し

た範囲のシミュレーション用建物・建物内部情報データ

について、当該範囲のシミュレーション実行が可能とな

るようにファイルを結合する 

FN110 出 火 点 フ ァ イ ル

出力機能 

⚫ 「【FN105】出火点の設定機能」で設定した内容をシミュ

レーションエンジン用の「出火点ファイル」に出力する機

能 

FN111 気 象 情 報 フ ァ イ

ル出力機能 

⚫ 「【FN106】風速・風向の設定機能」で設定した内容をシ

ミュレーションエンジン用の「気象情報ファイル」に出力

する機能 

FN112 条 件 設 定 フ ァ イ

ルへの反映機能 

⚫ 「【FN107】シミュレーション時間の設定機能」の設定内

容、「FN108 出力 GIS データの設定機能」での KML フ

ァイル出力の有無を条件設定ファイルへ反映する機能 

FN113 シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン エ ン ジ ン の 呼

出し機能 

⚫ 「【FN116】シミュレーションエンジン」を条件設定支援

ツールの GUI 上から実行する機能 

FN114 GIS データ変換機

能の呼出し 

⚫ 「【FN116】シミュレーションエンジン」の処理終了を確

認し、「【FN108】出力 GIS データの設定機能」の設定内

容を「【FN117】GIS データ変換機能」に渡し、「【FN114】

GIS データ変換機能」を呼び出す機能 

FN115 シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン 進 捗 状 況 表 示

機能 

⚫ シミュレーションの【FN109】から【FN114】までのどの

段階の処理をしているか条件設定支援ツールの GUI 上に

表示する機能 

⚫ 「【FN113】シミュレーションエンジンの呼出し機能」が

「【FN116】シミュレーションエンジン」を実行している

間は、「【FN116】シミュレーションエンジン」がシミュレ

ーション途中に出力する「火災性状情報ファイル」を定期

的に確認し、「【FN116】シミュレーションエンジン」の進

捗処理を確認する 

【SW003】シ

ミュレーショ

ンエンジン 

FN116 シ ミ ュ レ ー シ ョ

ンエンジン 

⚫ 各種のシミュレーション用入力ファイルを読み込み、延

焼シミュレーションを実行するエンジン。シミュレーシ

ョン結果が CSV ファイル及び KML ファイル（建物デー

タのみ）で出力される 

FN117 GIS デ ー タ 変 換

機能 

⚫ 出力されたシミュレーション結果（時刻別の焼損棟数、建

物ごとの出火時刻、延焼経路を記述したカンマ区切りテ
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【 SW004 】 

GIS データ変

換ツール 

キストファイル）を三次元可視化できるよう、汎用的な

GIS データ（CZML 形式）に変換する機能 

⚫ 出火点の表示、時刻別着火状況の表示及び延焼経路の出

力が可能 

FN118 座標系変換機能 ⚫ シミュレーションエンジンから出力される建物延焼情

報、延焼経路情報の座標値（平面直角座標系）を緯度経度

に変換する 

FN119 標 高 楕 円 体 高 変

換機能 

⚫ シミュレーションエンジンから出力される建物延焼情

報、延焼経路情報の標高値を楕円体高に変換する 
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4-2-2. 利用したソフトウェア・ライブラリ 

 

表 4-3 利用するソフトウェア一覧 

※朱文字：新規開発・既存改修 

ID 項目 バージョン 内容 

SW001 ファイル作成ツール - ⚫ 国総研市街地延焼シミュレーションプログラムの防

火属性付加ツール及びシミュレーション用データ変

換ツールを基にしたエンジンに入力するためのテキ

ストファイルを作成するツール 

SW002 条件設定支援ツール - ⚫ GUI を用いてエンジンを実行するための条件を設定

する支援ツール 

SW003 シミュレーションエンジン 
 

- ⚫ 建物データ、与条件等を入力したファイルをインプ

ットデータとし、シミュレーションエンジンを実行

することで、延焼シミュレーション結果を出力する

ツール 

SW004 GIS データ変換ツール  ⚫ 出力されたシミュレーション結果を三次元可視化で

きるよう汎用的な GIS データに変換するツール 

 

  



uc25-08_技術検証レポート_火災延焼シミュレーションシステムの開発 

- 25 - 

表 4-4 利用するライブラリ一覧 

※朱文字：新規開発・既存改修 

ID 項目 バージョン 内容 

LB001 CommunityToolkit.Mvvm 8.4.0 ⚫ MVVM（Model-View-ViewModel の略で、(UI) の

開発において、ロジックと UI を分離するための

デザイン）パターンの簡略化 

LB002 DotSpatial.Projections 4.0.656 ⚫ 平面直角座標系の計算 

LB003 GeoJSON - ⚫ GeoJSON ファイルの作成 

LB004 log4net 3.1.0 ⚫ ログ出力 

LB005 Newtonsoft.Json 13.0.4 ⚫ Json コードの I/O 

LB006 StyleCop.Analyzers 1.1.118 ⚫ コード分析 

LB007 CesiumLanguageWriter 3.0.0 ⚫ CZML ファイルの作成 

LB008 GeoidHeightsDotNet 1.0.5 ⚫ ジオイド高の取得 

LB009 Leaflet.js 1.9.4 ⚫ 2D 地図表示 

LB010 Leaflet.draw 0.4.2 ⚫ 出火点の描画編集 

LB011 Leaflet.EasyButton 2.4.0 ⚫ 2D 地図上のボタン表示 

LB012 Turf.js 6.5.0 ⚫ ジオメトリの計算等 

LB013 Microsoft.Web.WebView2 1.0.3351.48 ⚫ ブラウザ機能 

LB014 Microsoft.Xaml.Behaviors.Wpf 1.1.135 ⚫ WPF（Microsoft が提供する Windows デスクト

ップアプリケーション開発用の UI フレームワー

ク）イベントトリガーの自動化 
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4-2-3. 開発機能の詳細要件 

 

1) ファイル作成ツール用機能一覧 

1. 【FN001】ファイル・フォルダ選択 

⚫ 機能概要 

➢ 延焼シミュレーションの基礎データとしたい 3D 都市モデル（建築物モデル）ファイル（CityGML 形

式）もしくは同ファイルが格納されたフォルダを選択する機能 

➢ 変換する延焼シミュレーション用ファイルを出力するフォルダを選択する機能 

⚫ フローチャート 

 

図 4-7 ファイル・フォルダ選択機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 3D 都市モデル（建築物）ファイルの選択 

⚫ 内容 

➢ 3D 都市モデル（建築物）ファイルまたは、同ファイルが格納されているフォルダを

選択する 

⚫ 形式 

➢ OS 標準ダイアログによる選択 

⚫ データ詳細 

➢ ユーザーによる選択 

 出力ファイル保存先フォルダの選択 

⚫ 内容 

➢ 変換する延焼シミュレーション用ファイルを出力するフォルダを選択する 

⚫ 形式 

➢ OS 標準ダイアログによる選択 

⚫ データ詳細 

➢ ユーザーによる選択 
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➢ 出力 

 3D 都市モデル（建築物）ファイル・フォルダパス 

⚫ 内容 

➢ 3D 都市モデル（建築物）ファイルまたは、同ファイルが格納されているフォルダの

パス 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF231】を参照 

 出力ファイル保存先フォルダパス 

⚫ 内容 

➢ 出力ファイルを保存するフォルダのパス 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF232】を参照 

⚫ 機能詳細 

➢ 3D 都市モデル（建築物）ファイルの選択 

 処理内容 

⚫  3D 都市モデル（建築物）ファイルまたは、同ファイルが格納されているフォルダを選択

する 

 利用するライブラリ 

⚫ OS 標準のファイル・フォルダ選択ダイアログ 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 

➢ 出力ファイル保存先フォルダの選択 

 処理内容 

⚫ 変換する延焼シミュレーション用ファイルを出力するフォルダを選択する 

 利用するライブラリ 

⚫ OS 標準のファイル・フォルダ選択ダイアログ 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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2. 【FN002】平面直角座標系の系の選択 

⚫ 機能概要 

➢ 変換したい 3D 都市モデル（建築物モデル）が該当する平面直角座標系の系を選択する機能 

⚫ フローチャート 

  

図 4-8 平面直角座標系の系の選択機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 平面直角座標系の系の選択 

⚫ 内容 

➢ 3D 都市モデル（建築物モデル）が該当する平面直角座標系の系を選択する 

⚫ 形式 

➢ プルダウンによる選択 

➢ 座標系詳細ウインドウのラジオボタンによる選択 

⚫ データ詳細 

➢ ユーザーによる選択 

➢ 出力 

 平面直角座標系の系 

⚫ 内容 

➢ 平面直角座標系の系 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF233】を参照 

⚫ 機能詳細 

➢ 平面直角座標系の系の選択 

 処理内容 

⚫ 変換したい 3D 都市モデル（建築物モデル）が該当する平面直角座標系の系を選択する 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし  
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3. 【FN003】木造建物の防火構造の選択 

⚫ 機能概要 

➢ 木造建物の防火構造の種類を「防火造」「準防火造」「裸木造」から選択する機能 

⚫ フローチャート 

 

図 4-9 木造建物の防火構造の選択機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 木造建物の防火構造の選択 

⚫ 内容 

➢ 木造建物の防火構造の種類を「防火造」「準防火造」「裸木造」から選択する 

⚫ 形式 

➢ プルダウンによる選択 

⚫ データ詳細 

➢ ユーザーによる選択 

➢ 出力 

 木造建物の防火構造 

⚫ 内容 

➢ 木造建物の防火構造 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF234】を参照 

⚫ 機能詳細 

➢ 木造建物の防火構造の種類を「防火造」「準防火造」「裸木造」から選択 

 処理内容 

⚫ 木造建物の防火構造の種類を「防火造」「準防火造」「裸木造」から選択する 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし  

木造建物の防火構造

木造建物の防火構造の選択
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4. 【FN004】高度な変換 

⚫ 機能概要 

➢ 「【FN005】防火属性付加機能・シミュレーション用データ変換機能呼出し」を「【FN007】データ補

完機能」が完了した時点で停止させることにより、中間 CSV ファイルを手作業で修正することを可

能にする機能 

⚫ フローチャート 

 

図 4-10 高度な変換機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 【中間ファイルの出力】「出力」ボタン 

⚫ 内容 

➢ チェックボックスで高度な変換をチェック、表示された【中間ファイルの出力】の出

力のボタンを押下する 

⚫ 形式 

➢ チェックボックスによる選択 

⚫ データ詳細 

➢ ユーザーによる選択 

 【変換の実行】「変換」ボタン 

⚫ 内容 

➢ 【変換の実行】の「変換」ボタンを押下する 

⚫ 形式 

➢ ボタンによる入力選択 

⚫ データ詳細 

➢ ユーザーによる入力 

  

高度な変換処理採否

【中間ファイルの出力】
「出力」ボタン

【変換の実行】
「変換」ボタン
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➢ 出力 

 高度な変換処理採否 

⚫ 内容 

➢ 高度な変換を実行するか否かのフラグ情報 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF235】を参照 

⚫ 機能詳細 

➢ 【中間ファイルの出力】「出力」ボタン 

 処理内容 

⚫ 【中間ファイルの出力】の「出力」ボタンの押下により、「高度な変換処理採否」の内容を

更新する 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 

➢ 【変換の実行】「変換」ボタン 

 処理内容 

⚫ 【変換の実行】の「変換」ボタンの押下により、「高度な変換処理採否」の内容を更新する 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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5. 【FN005】防火属性付加機能・シミュレーション用データ変換機能呼出し 

⚫ 機能概要 

➢ 防火属性付加機能・シミュレーション用データ変換機能を連続して呼出し、「【FN001】ファイル・フ

ォルダ選択」で選択したファイル・フォルダに対して実行する機能 

➢ フローチャート 

 

図 4-11 防火属性付加機能・シミュレーション用データ変換機能のフローチャート 

  

３D都市モデル（建築物）
ファイル・フォルダパス

出力ファイル保存先
フォルダパス

設定ファイルの更新
防火属性付加機能

設定ファイル

シミュレーション用データ
変換機能設定ファイル

防火属性付加機能
（中間CSVファイル作成）

呼出し

データ補完機能呼出し

防火属性付加機能
（CityGMLファイル作成）

呼出し

シミュレーション用データ
変換機能呼出し

条件設定支援ツール用デー
タ変換機能呼出し

繰り返し処理

平面直角
座標系の系

木造建物の
防火構造

高度な変換のための
処理停止・再開判断

高度な変換処理採否
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⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 3D 都市モデル（建築物）ファイル・フォルダパス 

⚫ 内容 

➢ 3D 都市モデル（建築物）ファイルまたは、同ファイルが格納されているフォルダの

パス 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF231】を参照 

 出力ファイル保存先フォルダパス 

⚫ 内容 

➢ 出力ファイルを保存するフォルダのパス 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF232】を参照 

 平面直角座標系の系 

⚫ 内容 

➢ 平面直角座標系の系 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF233】を参照 

 木造建物の防火構造 

⚫ 内容 

➢ 木造建物の防火構造 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF234】を参照 

 高度な変換処理採否 

⚫ 内容 

➢ 高度な変換を実行するか否かのフラグ情報 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF235】を参照  
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➢ 出力 

 防火属性付加機能設定ファイル 

⚫ 内容 

➢ 防火属性付加機能を実行する際の各種パラメータを保持したデータ 

⚫ 形式 

➢ テキスト形式ファイルに格納 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF201】を参照 

 シミュレーション用データ変換機能設定ファイル 

⚫ 内容 

➢ シミュレーション用データ変換機能を実行する際の各種パラメータを保持したデー

タ 

⚫ 形式 

➢ テキスト形式ファイルに格納 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF204】を参照 

⚫ 機能詳細 

➢ 設定ファイルの更新 

 処理内容 

⚫ 防火属性付加機能設定ファイルに 3D 都市モデル（建築物）が格納されているファイルパ

スを記入する 

⚫ 防火属性付加機能設定ファイルに変換後データの出力先ファイルパスを記入する 

⚫ シミュレーション用データ変換機能設定ファイルに防火属性付加機能が出力するファイ

ルパスを記入する 

⚫ シミュレーション用データ変換機能設定ファイルに変換後データの出力先ファイルパス

を記入する 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 

➢ 防火属性付加機能（中間 CSV ファイル作成）呼出し 

 処理内容 

⚫ 防火属性付加機能のうち、中間 CSV ファイルを作成するまでの処理【FN006】を呼び出す 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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➢ データ補完機能呼出し 

 処理内容 

⚫ データ補完機能【FN007】を呼び出す 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 

➢ 高度な変換のための処理停止・再開判断 

 処理内容 

⚫ 「高度な変換処理採否」の内容に応じて、中間 CSV ファイル作成までの処理を実施した段

階での停止、再開を行う 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 

➢ 防火属性付加機能（CityGML ファイル作成）呼出し 

 処理内容 

⚫ 防火属性付加機能のうち、中間 CSV ファイルを用いて CityGML ファイルを作成する処

理、【FN008】を呼び出す 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 

➢ シミュレーション用データ変換機能呼出し 

 処理内容 

⚫ シミュレーション用データ変換機能【FN009】を呼び出す 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 

➢ 条件設定支援ツール用データ変換機能呼出し 

 処理内容 

⚫ 条件設定支援ツール用データ変換機能呼出し【FN010】を呼び出す 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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➢ 繰り返し処理 

 処理内容 

⚫ 3D 都市モデル（建築物）フォルダパス内に複数の CityGML ファイルがある場合、設定フ

ァイルの更新以降の処理を全ファイルに対して行う 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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6. 【FN006】防火属性付加機能（中間 CSV ファイル作成） 

⚫ 機能概要 

➢ 標準的な建築物モデルに対して、シミュレーションのために防火上の構造等を追加で定義した拡張

仕様に対応した、拡張 3D 都市モデルデータを出力する機能 

➢ 上記のうち、中間 CSV ファイルを出力するまでの処理 

⚫ フローチャート 

 

図 4-12 防火属性付加機能 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 3D 都市モデル（建築物）ファイル 

⚫ 内容 

➢ 3D 都市モデル（建築物）の空間属性・主題属性データ 

⚫ 形式 

➢ CityGML 形式 

⚫ データ詳細 

➢ ファイル入力インタフェース【IF001】を参照 

 防火属性付加機能設定ファイル 

⚫ 内容 

➢ 防火属性付加機能を実行する際の各種パラメータを保持したデータ 

⚫ 形式 

➢ テキスト形式 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF201】を参照 

  

３D都市モデル（建築物）
ファイル

防火属性付加機能
（中間CSVファイル作成）

防火属性付加機能
設定ファイル

中間ファイル
（CSV形式）



uc25-08_技術検証レポート_火災延焼シミュレーションシステムの開発 

- 38 - 

➢ 出力 

 中間ファイル（CSV 形式） 

⚫ 内容 

➢ 3D 都市モデル（建築物）の空間属性・主題属性データから、延焼シミュレーション

用データとするために、CSV 形式の一覧データに変換したファイル 

⚫ 形式 

➢ CSV 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF202】を参照 

⚫ 機能詳細 

➢ 防火属性付加機能（中間 CSV ファイル作成） 

 処理内容 

⚫ 3D 都市モデル（建築物）の空間属性・主題属性データから、延焼シミュレーション用デー

タとするために、CSV 形式の一覧データに変換する機能 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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7. 【FN007】データ補完機能 

⚫ 機能概要 

➢ 3D 都市モデルの耐火構造の属性が不足している場合に、防火地域の指定状況、建物構造や面積等か

ら属性を補完する機能 

➢ 「【FN003】防火属性付加機能（中間 CSV ファイル作成）」で出力された中間 CSV ファイルに対し

て実施 

⚫ フローチャート 

 

図 4-13 データ補完機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 3D 都市モデル（建築物）ファイル 

⚫ 内容 

➢ 3D 都市モデル（建築物）の空間属性・主題属性データ 

⚫ 形式 

➢ CityGML 形式 

⚫ データ詳細 

➢ ファイル入力インタフェース【IF001】を参照 

 中間ファイル（CSV 形式） 

⚫ 内容 

➢ 3D 都市モデル（建築物）の空間属性・主題属性データから、延焼シミュレーション

用データとするために、CSV 形式の一覧データに変換したファイル 

⚫ 形式 

➢ CSV 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF202】を参照 

  



uc25-08_技術検証レポート_火災延焼シミュレーションシステムの開発 

- 40 - 

➢ 出力 

 中間ファイル（CSV 形式） 

⚫ 内容 

➢ 3D 都市モデル（建築物）の空間属性・主題属性データから、延焼シミュレーション

用データとするために、CSV 形式の一覧データに変換したファイル 

⚫ 形式 

➢ CSV 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF203】を参照 

⚫ 機能詳細 

➢ 以下の項目についてデータ補完を行う 

 

表 4-5 データ補完内容一覧 

項目名 内容 課題 補完方法 

構造 1：耐火造～５裸

木造 

⚫ 3D 都市モデルの耐火構造

「BuildingDetailAttribute_fireproofStr

uctureType」のコードと延焼シミュレ

ーション用データのコードが異なる 

⚫ 3D 都市モデルには「耐火・準耐火・

その他」の区分はあるが、木造建物の

「裸木造・準防火造・防火造」区分が

ない 

※構造の補完参照 

木・非木種別 1：木造か、0：非

木 造 か の 区 別

（1,0 以外は非木

造） 

⚫ 3D 都市モデルの

「uro:buildingStructureType」のコー

ドと延焼シミュレーション用データの

コードが異なる 

※木・非木種別の補完参照 

用途 1 業務施設 2 商

業施設 3 宿泊施

設 4 娯楽施設… 

⚫ 3D 都市モデルの「bldg:usage」のコ

ードと、延焼シミュレーション用デー

タのコードが異なる 

※用途の補完参照 

座標値 平面直角座標系

XY 

⚫ 3D 都市モデルのデータをデータ作成

ツールで変換した際に、時計回りの座

標データとなる場合がある 

時計回りのデータの場合、反

転させる 

【 中 間 デ ー

タ】建物の相

対高さ 

建物の相対高さ ⚫ 3D 都市モデルの建物の高さ

「bldg:measuredHeight」は欠測の場

合「-9999」となっており、ファイル

作成ツール上で数値と誤認され、欠測

の際の処理が機能しない 

bldg:measuredHeight が 3 桁

以内の正の数値以外の場合、

「空白」に変更し、ファイル

作成ツールがLOD2、LOD1 の

座標値を使用するように事前

の加工を行う 
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【 中 間 デ ー

タ】地盤高さ 

地盤高さ ⚫ 3D 都市モデルの LOD0 は、

lod0FootPrint、lod0RoofEdge のいず

れかを保持している 

⚫ lod0 の Z 値は 0 であるため、その場

合に地盤高さを正しく取得できない 

lod0FootPrin、

lod0RoofEdge の Z 値がゼロ

の場合、lod1Solid の最小の

Z 値を使用する 

階数 階数 ⚫ bldg:storeysAboveGround は欠測の場

合「9999」となっており、ファイル作

成ツール上で数値と誤認され、欠測の

場合の処理が機能しない 

bldg:storeysAboveGround が

3 桁以内の正の数値以外、「空

白」に変更する 

※「空白」の場合ファイル作

成ツールが 1F あたり 3m(デ

フォルト値)で補完する 

 

➢ 以下の項目については、防火属性付加ツールの初期設定から変更を行う。 

 

表 4-6 防火属性付加ツールの初期設定の変更 

項目 内容 取得する 3D 都市モデルの属性 

ID 建物の ID 初期設定： 

gen:stringAttribute name="建物 ID" 

変更後： 

bldg:Building gml:id 

防火 

地域 

防火地域・ 

準防火地域 

初期設定： 

uro:BuildingDetailAttribute/uro:BuildingDetailAttribute/uro:districtsAndZonesType 

変更後： 

取得しない 

 

➢ 構造の補完 

 構造は以下の手順で補完する。 

⚫ なお、以降の青字「防火造・準防火造・裸木造」の区分は 3D 都市モデルが保持している

データから出力するのは困難であるため、ファイル作成ツール上でユーザーが指定するも

のとする。指定に応じて、一律で木造建築物は「防火造・準防火造・裸木造」のいずれか

に設定される。 

1. 3D 都市モデル耐火構造区分による判断 

⚫ 3D 都市モデルの耐火構造区分（BuildingDetailAttribute_fireproofStructureType）に応じ

て、延焼シミュレーション用データの構造を下表のように設定する 
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表 4-7 3D 都市モデルの耐火構造区分とシミュレーション用データ（構造）の対応 

BuildingDetailAttribute_fireproofStructureType 延焼シミュレーション用データ 

コード 区分 コード 区分 

1001 耐火 1 耐火 

1002 準耐火造 2 準耐火 

1003 その他 
3D 都市モデルの 

建物構造による判断 
1011 不明 

上記以外 

 

2. 3D 都市モデル建物構造による判断 

⚫ 3D 都市モデルの建物構造（uro:buildingStructureType）に応じて、延焼シミュレーション

用データの構造を下表のように設定する 

 

表 4-8 3D 都市モデルの建物構造とシミュレーション用データ（構造）の対応 

uro:buildingStructureType 延焼シミュレーション用データ 

コード 区分 コード 区分 

601 木造・土蔵造 3/4/5 防火造・準防火造・裸木造 

602 鉄骨鉄筋コンクリート造 1 耐火造 

603 鉄筋コンクリート造 1 耐火造 

604 鉄骨造 1 耐火造 

605 軽量鉄骨造 2 準耐火造 

606 レンガ造・コンクリートブロック造・石造 1 耐火造 

610 非木造 2 準耐火造 

611 不明 3D 都市モデルの 

階数・延床面積による判断 上記以外 

 

3. 3D 都市モデルの階数・延床面積による判断 

⚫ 3D 都市モデルの階数（bldg:storeysAboveGround）、延床面積（uro:totalFloorArea）に応

じて、延焼シミュレーション用データの構造を下表のように設定する 

 

表 4-9 3D 都市モデルの階数・延床面積とシミュレーション用データ（構造）の対応 

階数（bldg:storeysAboveGround）、延床面積

（uro:totalFloorArea） 

延焼シミュレーション用データ 

階数 4 以上又は 3000 ㎡を超える延床面積 1 耐火造 

階数が 3 以下で延床面積が 3000 ㎡以下 3/4/5 防火造・準防火造・裸木造 

階数が不明 3/4/5 防火造・準防火造・裸木造 

階数が 3 以下で延床面積が不明 3D 都市モデルの建築面積×階数による判断 
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4. 3D 都市モデルの建築面積×階数による判断 

⚫ 3D 都市モデルの建築面積（uro:buildingFootprintArea）×階数（bldg:storeysAboveGround）

に応じて、延焼シミュレーション用データの構造を下表のように設定する 

 

表 4-10 3D 都市モデルの建築面積×階数とシミュレーション用データ（構造）の対応 

uro:buildingFootprintArea×bldg:storeysAboveGround 延焼シミュレーション用データ 

uro:buildingFootprintArea×bldg:storeysAboveGround の

値が 3000 ㎡を超える 
1 耐火造 

uro:buildingFootprintArea×bldg:storeysAboveGround の

値が 3000 ㎡以下、又は不明 
3/4/5 防火造・準防火造・裸木造 

 

➢ 木・非木種別の補完 

 木・非木種別は以下の手順で補完する。 

 

1. 3D 都市モデル建物構造による判断 

⚫ 3D 都市モデルの建物構造（uro:buildingStructureType）に応じて、延焼シミュレーション

用データの構造を下表のように設定する 

 

表 4-11 3D 都市モデルの建物構造とシミュレーション用データ（木・非木種別）の対応 

uro:buildingStructureType 延焼シミュレーション用データ：木・非木種別 

コード 区分 コード 区分 

601 木造・土蔵造 1 木造 

602 鉄骨鉄筋コンクリート造 2 非木造 

603 鉄筋コンクリート造 2 非木造 

604 鉄骨造 2 非木造 

605 軽量鉄骨造 2 非木造 

606 レンガ造・コンクリートブロック造・石造 2 非木造 

610 非木造 2 非木造 

611 不明 
構造による補完 

上記以外 
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2. 構造による判断 

⚫ 「構造の補完」で設定した構造のデータを用いて、延焼シミュレーション用データの木・

非木種別を下表のように設定する 

 

表 4-12 3D 都市モデルの建物構造とシミュレーション用データ（木・非木種別）の対応 

延焼シミュレーション用データ：構造 延焼シミュレーション用データ：木・非木種別 

コード 区分 コード 区分 

1 耐火 2 非木造 

2 準耐火 2 非木造 

3 防火 1 木造 

4 準防火 1 木造 

5 裸木 1 木造 
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➢ 用途の補完 

 用途は以下の手順で補完する。 

1. 3D 都市モデル建物用途による判断 

⚫ 3D 都市モデルの建物用途（bldg:usage）に応じて、延焼シミュレーション用データの構造

を下表のように設定する 

 

表 4-13 3D 都市モデルの建物用途とシミュレーション用データ（建物用途）の対応 

bldg:usage 延焼シミュレーション用データ 

gml:name gml:description 用途番号 建物用途 

401 業務施設 1 業務施設 

402 商業施設 2 商業施設 

403 宿泊施設 3 宿泊施設 

4 娯楽施設 

5 遊戯施設 

404 商業系複合施設 6 商業系用途複合施設 

411 住宅 7 住宅 

412 共同住宅 8 共同住宅 

413 店舗等併用住宅 9 店舗併用住宅 

414 店舗等併用共同住宅 10 店舗併用共同住宅 

415 作業所併用住宅 11 作業所併用共同住宅 

421 官公庁施設 12 官公庁施設 

13 文教厚生施設(A) 

422 文教厚生施設 14 文教厚生施設(B) 

431 運輸倉庫施設 15 運輸倉庫施設 

441 工場 16 重工業施設 

17 軽工業施設 

18 サービス工業施設 

19 家内工業施設 

20 危険物貯蔵・処理施設 

451 農林漁業用施設 21 農林漁業用施設 

452 供給処理施設 22 その他 

453 防衛施設 

454 その他 

461 不明 

上記以外 
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8. 【FN008】防火属性付加機能（CityGML ファイル出力） 

⚫ 機能概要 

➢ 標準的な建築物モデルに対して、シミュレーションのために防火上の構造等を追加で定義した拡張

仕様に対応した、拡張 3D 都市モデルデータを出力する機能 

➢ 上記のうち、「【FN006】防火属性付加機能（中間 CSV ファイル作成）」「【FN007】データ補完機能」

で出力、修正された中間 CSV ファイルを用いて、CityGML ファイルを出力するまでの処理 

⚫ フローチャート 

 

図 4-14 防火属性付加機能（CityGML ファイル出力）のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 3D 都市モデル（建築物） 

⚫ 内容 

➢ 3D 都市モデル（建築物）の空間属性・主題属性データ 

⚫ 形式 

➢ CityGML 形式 

⚫ データ詳細 

➢ ファイル入力インタフェース【IF001】を参照 

 防火属性付加機能設定ファイル 

⚫ 内容 

➢ 防火属性付加機能を実行する際の各種パラメータを保持したデータ 

⚫ 形式 

➢ テキスト形式ファイルに格納 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF201】を参照 
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 中間ファイル（CSV 形式） 

⚫ 内容 

➢ 3D 都市モデル（建築物）の空間属性・主題属性データから、延焼シミュレーション

用データとするために、CSV 形式の一覧データに変換したファイル 

⚫ 形式 

➢ CSV 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF203】を参照 

➢ 出力 

 3D 都市モデル（建築物 LOD1・2）防火属性付加済み（CityGML 形式）ファイル  

⚫ 内容 

➢ 市街地火災シミュレーション用拡張製品仕様に沿った CityGML 形式の 3D 都市モデ

ル建築物データ 

⚫ 形式 

➢ CityGML 形式 

➢ 市街地火災シミュレーション用拡張製品仕様に準拠 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF205】を参照 

⚫ 機能詳細 

➢ 防火属性付加機能（CityGML ファイル出力） 

 処理内容 

⚫ 3D 都市モデル（建築物）に、中間 CSV ファイルの内容を拡張属性として付加する機能 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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9. 【FN006】シミュレーション用データ変換機能 

⚫ 機能概要 

➢ 「【FN005】防火属性付加機能（CityGML ファイル出力）」により出力された拡張 3D 都市モデルデ

ータをエンジンに入力可能なテキストファイル（独自形式）に変換する機能 

⚫ フローチャート 

  

図 4-15 シミュレーション用データ変換機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 3D 都市モデル（建築物 LOD1・2）防火属性付加済み（CityGML 形式）ファイル 

⚫ 内容 

➢ 市街地火災シミュレーション用拡張製品仕様に沿った CityGML 形式の 3D 都市モデ

ル建築物データ 

⚫ 形式 

➢ CityGML 形式 

➢ 市街地火災シミュレーション用拡張製品仕様に準拠 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF205】を参照 

 シミュレーション用データ変換機能設定ファイル 

⚫ 内容 

➢ シミュレーション用データ変換機能を実行する際の各種パラメータを保持したデー

タ 

⚫ 形式 

➢ テキスト形式ファイルに格納 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF204】を参照 

  

シミュレーション用
データ変換機能

3D都市モデル建築物
LOD1・2防火属性付加
済み（CityGML形式）

シミュレーション用建物・建
物内部情報ファイル（延焼シ
ミュレーション独自形式）

シミュレーション用
データ変換機能設定

ファイル
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➢ 出力 

 シミュレーション用建物・建物内部情報ファイル（延焼シミュレーション独自形式） 

⚫ 内容 

➢ 延焼シミュレーション用の建物情報データ（座標及び耐火構造等属性データ）、建物

内部情報データ（座標及び開口部等属性データ）を保持したデータ 

⚫ 形式 

➢ テキスト形式ファイル 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF206】を参照 

⚫ 機能詳細 

➢ シミュレーション用データ変換機能 

 処理内容 

⚫ 拡張 3D 都市モデルデータをエンジンに入力可能なテキストファイル（CSV 形式）に変換

する機能 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし  
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10. 【FN010】条件設定支援ツール用データ変換機能 

⚫ 機能概要 

➢ 「【FN005】防火属性付加機能（CityGML ファイル出力）」で出力された拡張 3D 都市モデルデータ

を用いて、条件設定支援ツールで地図データとして表示するためのデータ（GeoJSON 形式）を出力

する機能 

⚫ フローチャート 

 

図 4-16 条件設定支援ツール用データ変換機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 3D 都市モデル（建築物 LOD1・2）防火属性付加済み（CityGML 形式）ファイル 

⚫ 内容 

➢ 市街地火災シミュレーション用拡張製品仕様に沿った CityGML 形式の 3D 都市モデ

ル建築物データ 

⚫ 形式 

➢ CityGML 形式 

➢ 市街地火災シミュレーション用拡張製品仕様に準拠 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF205】を参照 

➢ 出力 

 条件設定支援ツール表示用建物データ（GeoJSON 形式） 

⚫ 内容 

➢ 条件設定支援ツールで表示する建物データ 

➢ 座標及び耐火構造等の属性データを保持したデータ 

⚫ 形式 

➢ GeoJSON 形式ファイル 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF207】を参照 
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⚫ 機能詳細 

➢ 条件設定支援ツール用データ変換機能 

 処理内容 

⚫ 拡張 3D 都市モデルデータを条件設定支援ツールで表示可能な GeoJSON 形式ファイルに

変換する機能 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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2) 条件設定支援ツール用機能一覧 

1. 【FN101】フォルダの選択機能 

⚫ 機能概要 

➢ 「【SW001】ファイル作成ツール」で出力されたファイル郡が格納されているフォルダを指定する機

能 

⚫ フローチャート 

 

図 4-17 フォルダの選択機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 フォルダの選択 

⚫ 内容 

➢ 「【SW001】ファイル作成ツール」で出力されたファイル郡が格納されているフォル

ダを指定する機能 

⚫ 形式 

➢ OS 標準ダイアログによる選択 

⚫ データ詳細 

➢ ユーザーによる選択 

➢ 出力 

 地図表示用設定ファイル 

⚫ 内容 

➢ 地図表示に必要なファイルパス等を記載したデータ 

⚫ 形式 

➢ テキスト形式ファイル 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF208】を参照 
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⚫ 機能詳細 

➢ 地図設定用ファイルへの反映 

 処理内容 

⚫ 選択したフォルダのパスを地図設定用ファイルに反映する 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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2. 【FN102】範囲指定用メッシュ生成機能 

⚫ 機能概要 

➢ 3D 都市モデル（建築物モデル）ファイル名に付与された 3 次メッシュ番号から地図表示用のメッシ

ュデータを生成する機能 

⚫ フローチャート 

 

図 4-18 範囲指定用メッシュ生成機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 条件設定支援ツール表示用建物データ（GeoJSON 形式） 

⚫ 内容 

➢ 条件設定支援ツールで表示する建物データ 

➢ 座標及び耐火構造等の属性データを保持したデータ 

⚫ 形式 

➢ GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF207】を参照 

➢ 出力 

 3 次メッシュ頂点座標 

⚫ 内容 

➢ 3D 都市モデルのファイル名に付与されているメッシュ番号から指定したメッシュ頂

点座標のデータ 

  

範囲指定用メッシュ
生成機能

3次メッシュ頂点座標

フォルダ内ファイル
一覧の生成

条件設定支援ツール表示用建
物データ（GeoJSON形式）地図表示用設定ファイル
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⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF236】を参照 

⚫ 機能詳細 

➢ フォルダ内ファイル一覧の生成 

 処理内容 

⚫ 地図表示用設定ファイルから基礎データ保存先のフォルダパスを取得する 

⚫ フォルダパス内にある、条件設定支援ツール表示用建物データファイルの一覧を取得する 

⚫ 条件設定支援ツール表示用建物データファイルのファイル名に付与されたメッシュ番号

を取得する 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 

➢ 範囲指定用メッシュ生成機能 

 処理内容 

⚫ ファイル名に付与されたメッシュ番号から、3 次メッシュ番号から座標（緯度・経度）デ

ータを生成する 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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3. 【FN103】地図表示機能 

⚫ 機能概要 

➢ 地図画面上に地図を表示する機能 

➢ 3 次メッシュの範囲、GeoJSON 形式の建物データ、XYZ タイル（地理院タイル）形式のデータ（背

景地図）を表示する 

➢ 背景地図は、最大 3 種の地図利用を想定 

⚫ フローチャート 

 

図 4-19 地図表示機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 地図表示用設定ファイル 

⚫ 内容 

➢ 地図表示に必要なファイルパス等を記載したデータ 

⚫ 形式 

➢ テキスト形式ファイル 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF208】を参照 

 3 次メッシュ頂点座標 

⚫ 内容 

➢ 3D 都市モデルのファイル名に付与されているメッシュ番号から指定したメッシュ頂

点座標 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF236】を参照 

  

地図表示機能

地図表示用
設定ファイル

地図画面への地図表示

背景地図3次メッシュ
頂点座標

条件設定支援ツール表示用建
物データ（GeoJSON形式）
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 条件設定支援ツール表示用建物データ（GeoJSON 形式） 

⚫ 内容 

➢ 条件設定支援ツールで表示する建物データ 

➢ 座標及び耐火構造等の属性データを保持したデータ 

⚫ 形式 

➢ GeoJSON 形式ファイル 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF207】を参照 

 背景地図データ 

⚫ 内容 

➢ XYZ タイル形式画像 

⚫ 形式 

➢ 画像ファイル 

⚫ データ詳細 

➢ 外部連携インタフェース【IF301】を参照 

➢ 出力 

 地図画面への地図表示 

⚫ 内容 

➢ 3 次メッシュ範囲、建物データ、背景地図を地図画面に表示する 

⚫ 形式 

➢ 画面表示 

⚫ データ詳細 

➢ データではないため省略 

⚫ 機能詳細 

➢ 地図表示 

 処理内容 

⚫ 3 次メッシュ範囲は、 3 次メッシュ頂点座標データを用いて表示する 

⚫ 建物データは、条件設定支援ツール表示用建物データを用いて表示する 

⚫ 背景地図は、地図表示用設定ファイルに指定した URL から背景地図のタイル画像を取得

し、取得したタイル画像を地図画面に表示する 

 利用するライブラリ 

⚫ 【LB009】Leaflet.js 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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4. 【FN104】シミュレーションの範囲設定機能 

⚫ 機能概要 

➢ 地図上に表示された 3 次メッシュを選択し、シミュレーション範囲として設定する機能 

⚫ フローチャート 

 

図 4-20 シミュレーションの範囲設定機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 ユーザーによる範囲（メッシュ）選択 

⚫ 内容 

➢ ユーザーが指定したメッシュ 

⚫ 形式 

➢ 画面上の表示 

⚫ データ詳細 

➢ ユーザーによる入力のため省略 

➢ 出力 

 選択したメッシュ番号 

⚫ 内容 

➢ ユーザーが選択した３次メッシュ番号 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF237】を参照 

⚫ 機能詳細 

➢ シミュレーションの範囲設定機能 

 処理内容 

⚫ ユーザーが地図上で選択した 3 次メッシュのメッシュ番号を出力する 

  

シミュレーションの
範囲設定機能

ユーザーによる範囲
（メッシュ）選択

選択したメッシュ番号
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 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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5. 【FN105】出火点の設定機能 

⚫ 機能概要 

➢ 地図上に表示された建物を選択し、シミュレーションの出火点として設定する機能 

➢ 地図上での建物の選択と併せて、「出火階数」「出火時間」も設定可能とする 

⚫ フローチャート 

 

図 4-21 出火点の設定機能のフローチャート 

 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 出火点建物選択 

⚫ 内容 

➢ ユーザーが建物を選択 

⚫ 形式 

➢ 画面上の表示 

⚫ データ詳細 

➢ ユーザーによる入力のため省略 

  

建物ID・
階数情報取得

出火点建物選択

出火階・出火時間入力

出火建物ID・出火
階・出火時間

出火階・出火時間
取得

条件設定支援ツール表示用
建物データ（GeoJSON形式）
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 条件設定支援ツール表示用建物データ（GeoJSON 形式） 

⚫ 内容 

➢ 条件設定支援ツールで表示する建物データ 

➢ 座標及び耐火構造等の属性データを保持したデータ 

⚫ 形式 

➢ GeoJSON 形式ファイル 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF207】を参照 

 出火階・出火時間入力 

⚫ 内容 

➢ ユーザーが選択した建物の出火階、出火時間を入力 

⚫ 形式 

➢ 画面上の表示 

⚫ データ詳細 

➢ ユーザーによる入力のため省略 

➢ 出力 

 出火建物 ID・出火階・出火時間 

⚫ 内容 

➢ ユーザーが選択、入力した建物の建物 ID・出火階・出火時間 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF241】を参照 

⚫ 機能詳細 

➢ 建物 ID・階数情報取得 

 処理内容 

⚫ ユーザーが地図上で選択した建物の建物 ID、階数を取得する 

⚫ 建物 ID、階数は条件設定支援ツール表示用建物データ（GeoJSON 形式）から取得する 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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➢ 出火階・出火時間取得 

 処理内容 

⚫ ユーザーが入力した出火階、出火時間を取得する 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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6. 【FN106】風速・風向の設定機能 

⚫ 機能概要 

➢ シミュレーションの風速・風向を設定する機能 

➢ 時間を区切って設定可能とする 

⚫ フローチャート 

 

図 4-22 風速・風向の設定機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 風速・風向・時間の入力 

⚫ 内容 

➢ ユーザーが風速・風向・時間を入力 

⚫ 形式 

➢ 画面上の表示 

⚫ データ詳細 

➢ ユーザーによる入力のため省略 

➢ 出力 

 風速・風向・時間 

⚫ 内容 

➢ ユーザーが入力した風速・風向・時間 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF238】を参照 

  

風速・風向・時間
の入力

風速・風向・時間

風速・風向・時間
取得
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⚫ 機能詳細 

➢ 風速・風向・時間取得 

 処理内容 

⚫ ユーザーが入力した風速・風向・時間をメモリに保持する 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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7. 【FN107】シミュレーション時間の設定機能 

⚫ 機能概要 

➢ シミュレーション時間を設定する機能 

⚫ フローチャート 

 

図 4-23 シミュレーション時間の設定機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 シミュレーション時間の入力 

⚫ 内容 

➢ ユーザーがシミュレーション時間を入力 

⚫ 形式 

➢ 画面上の表示 

⚫ データ詳細 

➢ ユーザーによる入力のため省略 

➢ 出力 

 シミュレーション時間 

⚫ 内容 

➢ ユーザーが入力したシミュレーション時間 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF239】を参照 

  

シミュレーション時間
の入力

シミュレーション時間

シミュレーション時間
取得
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⚫ 機能詳細 

➢ シミュレーション時間取得 

 処理内容 

⚫ ユーザーが入力したシミュレーション時間をメモリに保持する 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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8. 【FN108】出力 GIS データの設定機能 

⚫ 機能概要 

➢ 出力する GIS データ形式（KML 形式、CZML 形式）を設定する機能 

➢ CZML 形式については、建物データ、延焼経路データの出力が可能。また、高さ情報を標高・楕円体

高のどちらで出力するか設定可能とする 

➢ KML 形式は建物データのみ出力可能 

⚫ フローチャート 

 

図 4-24 出力 GIS データの設定機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 出力する GIS データ形式の入力 

⚫ 内容 

➢ ユーザーが出力したい GIS データ形式の入力 

⚫ 形式 

➢ 画面上の表示 

⚫ データ詳細 

➢ KML 形式・CZML 形式で出力するか選択 

➢ CZML 形式は延焼建物・延焼経路を出力するか選択、高さ情報を標高で出力する

か、又は、楕円体高で出力するかを選択 

➢ 出力 

 GIS データ形式 

⚫ 内容 

➢ ユーザーが入力した「出力 GIS データ形式」をブール型で保持 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF240】を参照  

出力するGISデータ形
式の入力

GISデータ形式

出力GISデータ形式
取得
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⚫ 機能詳細 

➢ 出力 GIS データ形式 

 処理内容 

⚫ ユーザーが入力した「GIS データ形式」をメモリに保持する 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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9. 【FN109】シミュレーション用建物・建物内部情報ファイルの結合機能 

⚫ 機能概要 

➢ 「【FN104】シミュレーションの範囲設定機能」で設定した範囲のシミュレーション用建物・建物内

部情報データについて、当該範囲のシミュレーション実行が可能となるようにファイルの結合を実

施する 

⚫ フローチャート 

 

図 4-25 シミュレーション用建物・建物内部情報ファイルの結合機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 シミュレーション用建物・建物内部情報ファイル（延焼シミュレーション独自形式） 

⚫ 内容 

➢ 延焼シミュレーション用の建物情報データ（座標及び耐火構造等属性データ）、建物

内部情報データ（座標及び開口部等属性データ）を保持したデータ 

⚫ 形式 

➢ テキスト形式ファイル 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF206】を参照 

 選択したメッシュ番号 

⚫ 内容 

➢ ユーザーが選択した３次メッシュ番号 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF237】を参照 

  

シミュレーション用
建物・建物内部情報
ファイル（設定範囲

の結合後）

シミュレーション用建物・
建物内部情報ファイル（テ
キスト 延焼シミュレー

ション独自形式）

選択したメッシュ番号

データの結合
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➢ 出力 

 選択したメッシュ番号シミュレーション用建物・建物内部情報ファイル（設定範囲の結合後） 

⚫ 内容 

➢ メッシュ番号毎に作成されているシミュレーション用建物・建物内部情報ファイル

（延焼シミュレーション独自形式）を選択したメッシュ番号で結合したファイル 

⚫ 形式 

➢ テキスト形式ファイル 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF209】を参照 

⚫ 機能詳細 

➢ データの結合 

 処理内容 

⚫ メッシュ番号毎に作成されているシミュレーション用建物・建物内部情報ファイル（延焼

シミュレーション独自形式）を選択したメッシュ番号で結合する 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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10. 【FN110】出火点ファイル出力機能 

⚫ 機能概要 

➢ 「【FN105】出火点の設定機能」で設定して内容をシミュレーション用の「出火点ファイル」に出力

する機能 

⚫ フローチャート 

 

図 4-26 出火点ファイル出力機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 出火建物 ID・出火階・出火時間 

⚫ 内容 

➢ ユーザーが選択・入力した建物の建物 ID・出火階・出火時間 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF241】を参照 

➢ 出力 

 出火点ファイル 

⚫ 内容 

➢ 出火建物 ID・出火階・出火時間等の出火時間に関する与条件が記載されたファイル 

⚫ 形式 

➢ テキスト形式ファイル 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF210】を参照 
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⚫ 機能詳細 

➢ 出火点ファイル出力 

 処理内容 

⚫ 出火建物 ID・出火階・出火時間を出火点ファイル形式で出力する 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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11. 【FN111】気象情報ファイル出力機能 

⚫ 機能概要 

➢ 「【FN106】風速・風向の設定機能」で設定した内容をシミュレーションエンジン用の「気象情報フ

ァイル」に出力する機能 

⚫ フローチャート 

 

図 4-27 気象情報ファイル出力機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 風速・風向・時間 

⚫ 内容 

➢ ユーザーが入力した風速・風向・時間 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF238】を参照 

➢ 出力 

 気象情報ファイル 

⚫ 内容 

➢ 風速・風向・時間等、気象情報に関する与条件が記載されたファイル 

⚫ 形式 

➢ テキスト形式ファイル 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF211】を参照 
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⚫ 機能詳細 

➢ 気象情報ファイル出力 

 処理内容 

⚫ 風速・風向・時間を気象情報ファイル形式に出力する機能 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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12. 【FN112】条件設定ファイルへの反映機能 

⚫ 機能概要 

➢ 「【FN107】シミュレーション時間の設定機能」の設定内容、「【FN108】出力 GIS データの設定機能」

での KML ファイル出力の有無を条件設定ファイルへ反映する機能 

⚫ フローチャート 

 

図 4-28 条件設定ファイルへの反映機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 シミュレーション時間 

⚫ 内容 

➢ ユーザーが入力したシミュレーション時間 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF239】を参照 

 

 GIS データ形式 

⚫ 内容 

➢ ユーザーが入力した「GIS データ形式」をメモリに保持 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF240】を参照 

  

シミュレーション
時間

条件設定ファイル

GISデータ形式

条件設定ファイル
出力
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➢ 出力 

 条件設定ファイル 

⚫ 内容 

➢ シミュレーション時間、KML ファイル出力の有無等、シミュレーション条件に関す

る記載を保持したファイル 

⚫ 形式 

➢ テキスト形式ファイル 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF212】を参照 

⚫ 機能詳細 

➢ 条件設定ファイル出力 

 処理内容 

⚫ シミュレーション時間、KML ファイル出力の有無を条件設定ファイルに反映するする機

能 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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13. 【FN113】シミュレーションエンジンの呼出し機能 

⚫ 機能概要 

➢ 「【FN116】シミュレーションエンジン」を条件設定支援ツールの GUI 上から実行する機能 

⚫ フローチャート 

 

図 4-29 シミュレーションエンジンの呼出し機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 ユーザーによる入力 

⚫ 内容 

➢ ユーザーによるシミュレーション実行ボタンの押下 

⚫ 形式 

ユーザー操作のためなし 

⚫ データ詳細 

ユーザー操作のためなし 

➢ 出力 

 なし 

⚫ 機能詳細 

➢ シミュレーションエンジンの呼出し 

 処理内容 

⚫ 「【FN116】シミュレーションエンジン」を条件設定支援ツールの GUI 上から実行する 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 

 

  

ユーザーによる
入力

シミュレーションエ
ンジンの呼出し
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14. 【FN114】GIS データ変換機能の呼出し 

⚫ 機能概要 

➢ 「【FN116】シミュレーションエンジン」の処理終了を確認し、「【FN108】出力 GIS データの設定機

能」の設定内容を「【FN117】GIS データ変換機能」に渡し、「【FN114】GIS データ変換機能」を呼

び出す機能 

⚫ フローチャート 

 

図 4-30 GIS データ変換機能の呼出しのフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 シミュレーションエンジンの終了確認 

⚫ 内容 

➢ プログラムによるシミュレーションエンジンの処理が終了したことの確認 

⚫ 形式 

➢ シミュレーションエンジンのプロセス監視 

⚫ データ詳細 

➢ なし 

 GIS データ形式 

⚫ 内容 

➢ ユーザーが入力した「GIS データ形式」をブール型で保持 

⚫ 形式 

➢ メモリに保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF240】を参照 

➢ 出力 

 なし 

  

シミュレーションエ
ンジンの終了確認

GISデータ変換機能の
呼出し

GISデータ形式
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⚫ 機能詳細 

➢ GIS データ変換機能の呼出し 

 処理内容 

⚫ 「【FN116】シミュレーションエンジン」の処理終了を確認し、「【FN108】出力 GIS デー

タの設定機能」の設定内容を「【FN117】GIS データ変換機能」に渡し、「【FN117】GIS デ

ータ変換機能」を呼び出す機能 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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15. 【FN115】シミュレーション進捗状況表示機能 

⚫ 機能概要 

➢ シミュレーションの【FN109】から【FN114】までのどの段階の処理をしているか条件設定支援ツー

ルの GUI 上に表示する機能 

➢ 「【FN113】シミュレーションエンジンの呼出し機能」がシミュレーションエンジンを実行している

間は、シミュレーションエンジンがシミュレーション途中に出力する「火災性状情報ファイル」を定

期的に確認し、シミュレーションエンジンの進捗処理を確認する 

⚫ フローチャート 

 

図 4-31 シミュレーション進捗状況表示機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 【FN109】から【FN114】の処理状況 

⚫ 内容 

➢ 【FN109】から【FN114】の処理状況 

⚫ 形式 

➢ シミュレーション処理状況に応じたフラグデータ 

⚫ データ詳細 

➢ なし 

 火災性状情報（CSV ファイル） 

⚫ 内容 

➢ 処理が完了したシミュレーション時間、焼損棟数等を保持する CSV ファイル 

⚫ 形式 

➢ CSV 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF213】を参照 

➢ 出力 

 なし 

  

火災性状情報
（CSVファイル）

シミュレーション
進捗状況表示

【FN109】から
【FN114】の処理状況
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⚫ 機能詳細 

➢ シミュレーション進捗状況表示 

 処理内容 

⚫ シミュレーションの【FN109】から【FN114】までのどの段階の処理をしているか条件設

定支援ツールの GUI 上に表示する 

⚫ 「【FN113】シミュレーションエンジンの呼出し機能」がシミュレーションエンジンを実行

している間は、シミュレーションエンジンがシミュレーション途中に出力する「火災性状

情報ファイル」を定期的に確認し、シミュレーションエンジンの進捗処理を確認する 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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16. 【FN116】シミュレーションエンジン 

⚫ 機能概要 

➢ 各種のシミュレーション用入力ファイルを読み込み、延焼シミュレーションを実行するエンジン 

➢ シミュレーション結果が CSV ファイル及び KML ファイル（建物データのみ）で出力される 

⚫ フローチャート 

 

図 4-32 シミュレーションエンジンのフローチャート 

 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 選択したメッシュ番号のシミュレーション用建物・建物内部情報ファイル（設定範囲の結合後） 

⚫ 内容 

➢ メッシュ番号ごとに作成されているシミュレーション用建物・建物内部情報ファイル

（延焼シミュレーション独自形式）を選択したメッシュ番号で結合したファイル 

⚫ 形式 

➢ テキスト形式ファイル 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF209】を参照 

 出火点ファイル 

⚫ 内容 

➢ 出火建物 ID・出火階・出火時間等の出火時間に関する与条件が記載されたファイル 

⚫ 形式 

➢ テキスト形式ファイル 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF210】を参照 
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 気象情報ファイル 

⚫ 内容 

➢ 風速・風向・時間等、気象情報に関する与条件が記載されたファイル 

⚫ 形式 

➢ テキスト形式ファイル 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF211】を参照 

 条件設定ファイル 

⚫ 内容 

➢ シミュレーション時間、KML ファイル出力の有無等、シミュレーション条件に関す

る記載を保持したファイル 

⚫ 形式 

➢ テキスト形式ファイル 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF212】を参照 

➢ 出力 

 火災性状情報（CSV ファイル） 

⚫ 内容 

➢ 処理が完了したシミュレーション時間、焼損棟数等を保持する CSV ファイル 

⚫ 形式 

➢ CSV 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF213】を参照 

 建物延焼情報（CSV ファイル） 

⚫ 内容 

➢ 各建物の建物 ID・出火時間・沈火時間を記載した CSV 形式ファイル 

⚫ 形式 

➢ CSV 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF214】を参照 

 延焼経路情報（CSV ファイル） 

⚫ 内容 

➢ 着火元建物 ID、着火先建物 ID、延焼経路の座標等を記載した CSV 形式ファイル 

⚫ 形式 

➢ CSV 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF215】を参照 
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 延焼結果建物（KML ファイル） 

⚫ 内容 

➢ 各建物の建物 ID・出火時間・沈火時間、建物の座標等を記載した KML ファイル 

⚫ 形式 

➢ KML 形式 

⚫ データ詳細 

➢ ファイル出力インタフェース【IF101】を参照 

⚫ 機能詳細 

➢ シミュレーションエンジン  

 処理内容 

⚫ 各種のシミュレーション用入力ファイルを読み込み、延焼シミュレーションを実行する 

⚫ シミュレーション結果が CSV ファイル及び KML ファイル（建物データのみ）で出力され

る 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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17. 【FN117】GIS データ変換機能 

⚫ 機能概要 

➢ 出力されたシミュレーション結果（時刻別の焼損棟数、建物ごとの出火時刻、延焼経路を記述した

CSV ファイルを三次元可視化できるよう、汎用的な GIS データ（CZML 形式）に変換する機能 

➢ 出火点の表示、時刻別着火状況の表示及び延焼経路の出力が可能 

⚫ フローチャート 

  

図 4-33 GIS データ変換機能のフローチャート 

 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 建物延焼情報（CSV ファイル） 

⚫ 内容 

➢ 各建物の建物 ID・出火時間・沈火時間を記載した CSV ファイル 

⚫ 形式 

➢ CSV 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF214】を参照 

 延焼経路情報（CSV ファイル） 

⚫ 内容 

➢ 着火元建物 ID,着火先建物 ID、延焼経路の座標等を記載した CSV 形式ファイル 

⚫ 形式 

➢ CSV 形式  

座標系・標高楕円体
高変換機能呼出し

建物延焼情報
（CSVファイル）

延焼経路情報
（CSVファイル）

建物延焼情報ファイル
（CZMLファイル）

延焼経路情報ファイル
（CZMLファイル）

GISデータ変換機能
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⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF215】を参照 

➢ 出力 

 建物延焼情報ファイル（CZML ファイル） 

⚫ 内容 

➢ 建物延焼情報（CSV ファイル）を三次元可視化できるよう CZML としたファイル 

⚫ 形式 

➢ CZML 形式 

⚫ データ詳細 

➢ ファイル出力インタフェース【IF102】を参照 

 建物延焼経路情報ファイル（CZML ファイル） 

⚫ 内容 

➢ 延焼経路情報（CSV ファイル）を三次元可視化できるよう CZML 形式としたファイ

ル 

⚫ 形式 

➢ CZML 形式 

⚫ データ詳細 

➢ ファイル出力インターフェイス【IF103】を参照 

⚫ 機能詳細 

➢ 座標系・標高楕円体高変換機能呼出し 

 処理内容 

⚫ 平面直角座標系で出力されるシミュレーション結果の座標を緯度・経度、楕円体高に変換

するための機能を呼び出す 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 

➢ GIS データ変換機能 

 処理内容 

⚫ 建物延焼情報・延焼経路情報（CSV ファイル）を三次元可視化できるよう CZML 形式とす

る 

 利用するライブラリ 

⚫ なし 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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18. 【FN118】座標変換機能 

⚫ 機能概要 

➢ シミュレーションエンジンからで出力される建物延焼情報、延焼経路情報の座標値（平面直角座標

系）を緯度経度に変換する 

⚫ フローチャート 

 

図 4-34 座標変換機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 座標値（平面直角 XYZ） 

⚫ 内容 

➢ 延焼経路情報（CSV ファイル）が保持する平面直角 XYZ の座標値 

⚫ 形式 

➢ メモリで保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF243】を参照 

➢ 出力 

 座標値（緯度・経度・標高） 

⚫ 内容 

➢ 緯度経度・標高 

⚫ 形式 

➢ メモリで保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF244】を参照 

⚫ 機能詳細 

➢ 座標系変換機能 

 処理内容 

⚫ 平面直角座標系の座標を緯度・経度に変換する 

  

座標系変換機能

座標値
（緯度経度・標高）

座標値
（平面直角XYZ）
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 利用するライブラリ 

⚫ 【LB002】DotSpatial.Projections  

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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19. 【FN119】標高楕円体高変換機能 

⚫ 機能概要 

➢ シミュレーションエンジンから出力される建物延焼情報、延焼経路情報の標高値を楕円体高に変換

する 

⚫ フローチャート 

 

図 4-35 標高楕円体高変換機能のフローチャート 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 座標値（緯度経度 標高） 

⚫ 内容 

➢ 緯度経度・標高の座標値 

⚫ 形式 

➢ メモリで保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF238】を参照 

➢ 出力 

 座標値（緯度・経度・楕円体高） 

⚫ 内容 

➢ 緯度経度・楕円体高の座標値 

⚫ 形式 

➢ メモリで保持 

⚫ データ詳細 

➢ 内部連携インタフェース【IF239】を参照 

⚫ 機能詳細 

➢ 標高・楕円体高変換機能 

 処理内容 

⚫ 緯度経度・標高の座標値を緯度経度・楕円体高に変換する 

  

標高楕円体高
変換機能

座標値
（緯度経度・楕円体高）

座標値
（緯度経度・標高）
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 利用するライブラリ 

⚫ 【LB008】GeoidHeightsDotNet 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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4-3. アルゴリズム 

4-3-1. 利用したアルゴリズム 

 

利用するアルゴリズムなし 

 

 

4-3-2. 開発するアルゴリズム 

 

開発するアルゴリズムなし 
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4-4. データインタフェース 

4-4-1. ファイル入力インタフェース 

 

1) 【IF001】3D 都市モデル（建築物 LOD1・2） 

⚫ 本インタフェースを利用する機能：【FN001】 

 

表 4-14 利用する 3D 都市モデルとその属性 

地物 地物型 属性区分 属性名 内容 

建 築 物

LOD2 

bldg:Building 空間属性 bldg:lod2Solid 建物形状 

bldg:lod0FootPrint 建物形状 

主題属性 bldg:Building gml:id 建物 ID 

bldg:measuredHeight 建物高さ 

uro:fireproofStructureType 建物耐火構造 

uro:buildingStructureType 建物構造 

bldg:usage 建物用途 

bldg:yearOfConstruction" 建築年 

uro:districtsAndZonesType 地域地区 

bldg:storeysAboveGround 地上階数 

建 築 物

LOD1 

bldg:Building 空間属性 bldg:lod0FootPrint 建物形状 

主題属性 bldg:Building gml:id 建物 ID 

bldg:measuredHeight 建物高さ 

uro:fireproofStructureType 建物耐火構造 

uro:buildingStructureType 建物構造 

bldg:usage 建物用途 

bldg:yearOfConstruction" 建築年 

uro:districtsAndZonesType 地域地区 

bldg:storeysAboveGround 地上階数 
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4-4-2. ファイル出力インタフェース 

 

1) 【IF101】延焼結果建物ファイル（KML ファイル） 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN116】 

 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 

<kml xmlns="http://earth.google.com/kml/2.2"> 

<Document> 

<name>out</name> 

<Style id="TAIKA_MODE0"> 

    <LineStyle> 

        <color>7fffffff</color> 

    </LineStyle> 

    <PolyStyle> 

        <color>ffff7f7f</color> 

    </PolyStyle> 

</Style> 

<Style id="TAIKA_MODE1"> 

    <LineStyle> 

        <color>7fffffff</color> 

    </LineStyle> 

    <PolyStyle> 

        <color>ff3f1fff</color> 

    </PolyStyle> 

</Style> 

<Style id="TAIKA_MODE4"> 

    <LineStyle> 

        <color>7fffffff</color> 

    </LineStyle> 

    <PolyStyle> 

        <color>ff3f1f1f</color> 

    </PolyStyle> 

</Style> 

<Style id="JUNTAIKA_MODE0"> 

    <LineStyle> 

        <color>7fffffff</color> 

    </LineStyle> 
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    <PolyStyle> 

        <color>ffffafaf</color> 

    </PolyStyle> 

</Style> 

<Style id="JUNTAIKA_MODE1"> 

    <LineStyle> 

        <color>7fffffff</color> 

    </LineStyle> 

    <PolyStyle> 

        <color>ff3f2fff</color> 

    </PolyStyle> 

</Style> 

<Style id="JUNTAIKA_MODE4"> 

    <LineStyle> 

        <color>7fffffff</color> 

    </LineStyle> 

    <PolyStyle> 

        <color>ff3f2f2f</color> 

    </PolyStyle> 

</Style> 

<Style id="BOKA_MODE0"> 

    <LineStyle> 

        <color>7fffffff</color> 

    </LineStyle> 

    <PolyStyle> 

        <color>ffafffff</color> 

    </PolyStyle> 

</Style> 

<Style id="BOKA_MODE1"> 

    <LineStyle> 

        <color>7fffffff</color> 

    </LineStyle> 

    <PolyStyle> 

        <color>ff000fff</color> 

    </PolyStyle> 

</Style> 

<Style id="BOKA_MODE4"> 

    <LineStyle> 



uc25-08_技術検証レポート_火災延焼シミュレーションシステムの開発 

- 95 - 

        <color>7fffffff</color> 

    </LineStyle> 

    <PolyStyle> 

        <color>7f000f2f</color> 

    </PolyStyle> 

</Style> 

<Style id="JUNBOKA_MODE0"> 

    <LineStyle> 

        <color>7fffffff</color> 

    </LineStyle> 

    <PolyStyle> 

        <color>ffffffff</color> 

    </PolyStyle> 

</Style> 

<Style id="JUNBOKA_MODE1"> 

    <LineStyle> 

        <color>7fffffff</color> 

    </LineStyle> 

    <PolyStyle> 

        <color>ff0000ff</color> 

    </PolyStyle> 

</Style> 

<Style id="JUNBOKA_MODE4"> 

    <LineStyle> 

        <color>7fffffff</color> 

    </LineStyle> 

    <PolyStyle> 

        <color>7f00002f</color> 

    </PolyStyle> 

</Style> 

<Style id="MOKU_MODE0"> 

    <LineStyle> 

        <color>7fffffff</color> 

    </LineStyle> 

    <PolyStyle> 

        <color>ffffffff</color> 

    </PolyStyle> 

</Style> 
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<Style id="MOKU_MODE1"> 

    <LineStyle> 

        <color>7fffffff</color> 

    </LineStyle> 

    <PolyStyle> 

        <color>ff0000ff</color> 

    </PolyStyle> 

</Style> 

<Style id="MOKU_MODE4"> 

    <LineStyle> 

        <color>7fffffff</color> 

    </LineStyle> 

    <PolyStyle> 

        <color>7f00002f</color> 

    </PolyStyle> 

</Style> 

<Style id="_JUNTAI_MODE0"> 

    <LineStyle> 

        <color>7fffffff</color> 

    </LineStyle> 

    <PolyStyle> 

        <color>ffffafaf</color> 

    </PolyStyle> 

</Style> 

<Style id="_JUNTAI_MODE1"> 

    <LineStyle> 

        <color>7fffffff</color> 

    </LineStyle> 

    <PolyStyle> 

        <color>ff3f2fff</color> 

    </PolyStyle> 

</Style> 

<Style id="_JUNTAI_MODE4"> 

    <LineStyle> 

        <color>7fffffff</color> 

    </LineStyle> 

    <PolyStyle> 

        <color>ff3f2f2f</color> 
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    </PolyStyle> 

</Style> 

<Placemark> 

    <name>bldg_05652d57-4b25-4d84-b9f4-ed5b2acbd5b4</name> 

    <styleUrl>#JUNBOKA_MODE0</styleUrl> 

    <MultiGeometry> 

    <Polygon> 

        <extrude>1</extrude> 

        <tessellate>1</tessellate> 

        <altitudeMode>relativeToGround</altitudeMode> 

        <outerBoundaryIs> 

            <LinearRing> 

                <coordinates> 

139.2213829094,35.5916919166,3.80000 

139.2214250764,35.5916613046,3.80000 

139.2214841434,35.5917155056,3.80000 

139.2214420864,35.5917462096,3.80000 

139.2213829094,35.5916919166,3.80000 

                </coordinates> 

            </LinearRing> 

        </outerBoundaryIs> 

    </Polygon> 

    </MultiGeometry> 

    <TimeSpan> 

    </TimeSpan> 

</Placemark> 
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2) 【IF102】建物延焼情報ファイル（CZML ファイル） 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN117】 

 

[ 

{ 

"id":"document", 

"name":"Bulding", 

"version":"1.0", 

"clock":{ 

"interval":"20251105T00Z/20251105T03Z", 

"currentTime":"20251105T00Z", 

"multiplier":60}} 

,{ 

"id":"bldg_0fce13b5-ebfb-484f-a0a4-92259e39ea17", 

"polygon":{ 

"material":{ 

"solidColor":{ 

"color":{"rgba":[255,255,255,200]}}}}}, 

{"parent":"bldg_0fce13b5-ebfb-484f-a0a4-92259e39ea17", 

"polygon":{ 

"material":{ 

"solidColor":{ 

"color":{"reference":"bldg_0fce13b5-ebfb-484f-a0a4-

92259e39ea17#polygon.material.color"}}}, 

"positions":{ 

"cartographicDegrees":[139.4754229146313,35.8025900968725,108.97252428981824,139.47540666

099513,35.802587614845585,108.97252428981824,139.47539593760112,35.80263490369092,108.97252

428981824,139.4754121912466,35.80263738571932,108.97252428981824,139.4754229146313,35.80259

00968725,108.97252428981824]}, 

"perPositionHeight":true}}] 
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3) 【IF103】延焼経路情報ファイル（CZML ファイル）  

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN117】 

 

[{"id":"document","name":"FirePath","version":"1.0", 

"clock":{"interval":"20251105T00Z/20251105T03Z","currentTime":"20251105T00Z","multiplier":60}}, 

{"id":"ID_0","availability":"20251105T00Z/20251105T03Z", 

"path":{ 

"material":{ 

"polylineOutline":{ 

"color":{ 

"rgbaf":[1,0,0,1]}, 

"outlineColor":{"rgbaf":[1,1,1,1]}, 

"outlineWidth":2}}, 

"width":5, 

"leadTime":1, 

"trailTime":10800, 

"resolution":5}, 

"position":{ 

"epoch":"20251105T00Z", 

"cartographicDegrees":[ 

0,139.486273748252,35.80223357548254,104.56876654897725,0,139.486273748252,35.8022

3357548254,104.56876654897725]}} 

] 
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4-4-3. 内部連携インタフェース 

 

1. ファイルによる内部連携 

1) 【IF201】防火属性付加機能用設定ファイル 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN002】【FN003】【FN005】 

 

inputCityGMLPath='C:\53392545_bldg_6697.gml' 

attrfilePath='c:\att.csv' 

outputCityGMLPath='C:\53392545_bldg_6697_out.gml' 

 

[original_setting] 

NAME=1,'gen:stringAttribute name="建物 ID"' 

REF_HEIGHT=2,'bldg:measuredHeight' 

BASE=3,'0.5' 

KOZO=2,'uro:BuildingDetailAttribute/uro:BuildingDetailAttribute/uro:fireproofStructureType' 

MOKU=2,'uro:BuildingDetailAttribute/uro:BuildingDetailAttribute/uro:buildingStructureType' 

YOTO=2,'bldg:usage' 

REF_YEAR=2,'bldg:yearOfConstruction' 

ZONE=2,'uro:BuildingDetailAttribute/uro:BuildingDetailAttribute/uro:districtsAndZonesType' 

DAMAGE=3,'0' 

REF_STORY=2,'bldg:storeysAboveGround' 
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表 4-15 防火属性付加機能用設定ファイル 

No. 項目 key 内容 

1 入力 gml ファイル

パス 

inputCityGMLPath 入力する CityGML ファイルのファイルパス 

2 属性情報テーブル

ファイル 

attrfilePath 属性情報テーブルファイルのファイルパス 

3 出力 outputCityGMLPath 出力する CityGML ファイルのファイルパス 

4 建築物 ID CityGML ファイルの建築物 ID 情報を持つタグ名 

5 床高さ BASE CityGML ファイルの床高さを持つタグ名（値の設定も

可） 

6 建築物高さ REF_HEIGHT CityGML ファイルの建築物高さを持つタグ名（値の設定

も可） 

7 耐火構造区分 KOZO CityGML ファイルの耐火構造区分を持つタグ名（値の設

定も可） 

8 構造種別 MOKU CityGML ファイルの構造種別を持つタグ名（値の設定も

可） 

9 用途区分 YOTO CityGML ファイルの用途区分を持つタグ名（値の設定も

可） 

10 建築年 REF_YEAR CityGML ファイルの建築年を持つタグ名（値の設定も

可） 

11 地域区分 ZONE CityGML ファイルの地域区分を持つタグ名（値の設定も

可） 

12 地震被害 DAMAGE CityGML ファイルの地震被害を持つタグ名（値の設定も

可） 

13 階数 REF_STORY CityGML ファイルの階数を持つタグ名（値の設定も可） 
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2) 【IF202】防火属性付加機能出力中間ファイル 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN003】【FN004】 

 

表 4-16 防火属性付加機能出力中間ファイルデータ仕様 

No. 項目 内容 

1 ID 0～連続番号（入力 CityGMLファイル内の記述順） 

2 NAME cfg ファイルの「NAME」で設定されたタグから取得した属性値、又は cfg ファイルの

「NAME」に設定された属性値 

3 FLG 固定値「1」 

4 NO 固定値「0」 

5 BASE cfg ファイルの「BASE」で設定されたタグから取得した属性値、または cfg ファイル

の「BASE」に設定された属性値 

6 REF_HEIGHT cfg ファイルの「REF_HEIGHT」で設定されたタグから取得した属性値、または cfgファイ

ルの「REF_HEIGHT」に設定された属性値 

7 KOZO cfg ファイルの「KOZO」で設定されたタグから取得した属性値、または cfg ファイル

の「KOZO」に設定された属性値 

8 MOKU cfg ファイルの「MOKU」で設定されたタグから取得した属性値、または cfg ファイル

の「MOKU」に設定された属性値 

9 YOTO cfg ファイルの「YOTO」で設定されたタグから取得した属性値、または cfg ファイル

の「YOTO」に設定された属性値 

10 REF_YEAR cfg ファイルの「REF_YEAR」で設定されたタグから取得した属性値、または cfgフ

ァイルの「REF_YEAR」に設定された属性値 

11 ZONE cfg ファイルの「ZONE」で設定されたタグから取得した属性値、または cfg ファイル

の「ZONE」に設定された属性値 

12 DAMAGE cfg ファイルの「DAMAGE」で設定されたタグから取得した属性値、または cfg ファ

イルの「DAMEGE」に設定された属性値 

13 REF_STORY cfg ファイルの「REF_STORY」で設定されたタグから取得した属性値、または cfgフ

ァイルの「REF_STORY」に設定された属性値 
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3) 【IF203】データ補完機能出力中間ファイル 

データ項目、形式は「【IF202】防火属性付加機能出力中間ファイル」と同一のため省略 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN004】【FN005】 

 

4) 【IF204】シミュレーション用データ変換機能設定ファイル 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN002】【FN006】 

 

{ 

"igmlpth": ["./plateau_ 入力 GML 収録パス 

"osmfrfn": "smfrdat. 出力火災シミュレーション用データファイル 

"oepsg": 出力座標 EPSG 番号(6669 6669～6687) 

"std_base_ height": 標準基礎高さ m 

"std_floor_height": 標準階高さ m 

"fuzoku_out": true 付属面の出力有無 true or false 

errlog_fn ":":"errlog. エラーログファイル名 

smplfy_angl ": 17 9.9 1 前後ノードとのなす角度が閾値以上 

smplfy_vdst 5.0e 3 2 前後ノード線分からの距離が閾値未満 # 1 かつ 2 の場合、ノードを削除す

る 

mltp lygn _out": true マルチ 複数 ポリゴンの出力有無 true or false 

} 
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5) 【IF205】3D 都市モデル（建築物 LOD1・2）防火属性付加済み（CityGML 形式） 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN005】【FN006】【FN007】 

 

表 4-17 3D 都市モデル（建築物 LOD1・2）防火属性付加済み（CityGML 形式）データ仕様 

階層 タグ名 型・定義域 説明 

<bldg:Building> 

<sim:cityFireSimulation> 

<sim:CityFireSimulation> 

  

 <sim:numnberOfOpening> 整数 開口部数 

<sim:fireproofStructureCityFi 

reSimulationType> 

分類番号（別途与えるテーブルの参

照番号（整数）） 

防耐火性の構造分類 

<sim:floorHeight> 実数 床高さ 

<sim:earthquakeType> 分類番号（別途与えるテーブルの参

照番号（整数）） 

地震被害分類 

<sim:numberOfSurface> 整数 付属面数 

<sim:numberOfFlat> 整数 平面形状種数 

<sim:districtsAndZonesCityFir 

eSimulationType> 

分類番号（別途与えるテーブルの参

照番号（整数）） 

防火地域・準防火地

域等 

<sim:buildingStructureCityFir 

eSimulationType> 

分類番号（別途与えるテーブルの参

照番号（整数）） 

木・非木造区分 

<sim:usageCityFireSimulation> 分類番号（別途与えるテーブルの参

照番号（整数）） 

用途 

<sim:igniteTimeSec> 整数 出火時刻[秒] 

<sim:burnoutTimeSec> 整数 鎮火時刻[秒] 

<bldg:WallSurface> 

<bldg:opening> 

<sim:Swindow> 

  

 <sim:lod2MultiSurface> ポリゴン（3D 座標列）の集合 窓の形状 

<sim:directionOfWindow> 実数 窓の設置角度 

<sim:materialReferenceType> 分類番号（別途与えるテーブルの参

照番号（整数）） 

面材参照番号 

※拡張データのみ記載 
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6) 【IF206】シミュレーション用建物・建物内部情報ファイル（テキスト 延焼シミュレーション独自形式） 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN006】【FN109】 

 

表 4-18 シミュレーション用建物情報ファイルデータ仕様 

項目名 フォーマット 終結文字 備考 

ヘッダー情報 文字列 リターン 座標系番号等 

建物数 int リターン 区画の数 

建
物
数
分
繰
り
返
す 

建物 ID 文字列 , 半角 63 文字まで 

床高さ double , 基準点からの床の高さ 

平面形状種数 int , 形状数 

付属面数 int , 屋根面等、付属面数 

開口部数 int , 開口部数 

構造 int , 構造分類による。定義しない場合は 0 

木・非木種別 int , 1：木造か、0：非木造かの区別（1,0

以外は非木造） 

用途 int , 建物用途分類による。定義しない場

合は 0 

建築年 int , 建築年の西暦表示（不明の場合は 0) 

防火地域 int , 建築当時の防火地域（0:不明、1:防火

地域、2:準防火地域、3:22 条地域、

4:無指定、5:その他） 

地震被害 int リターン 地震被害分類による。定義しない場

合は 0（無被害と同じ） 

平
面
形
状
種
数
分
繰
返
す 

頂点数 int , 平面形状ポリゴンの頂点数 

平面形状下端高さ double , - 

平面形状上端高さ double , - 

屋根部分高さ double , 屋根の無い場合は 0 

階数 int , 平面形状に含まれる階数。定義しな

い場合は 0 

材質 ID int リターン 表示用材質 ID 

頂点数分 

繰り返す 

座標 X double , 頂点座標（上から見て反時計回り順

で出力） 

 

上下 Z 座標値は表示時に使用する。

（計算時は平面形状上端高さを使

う） 

座標 Y double , 

下座標 Z double , 

上座標 Z double , 
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ループ開始フラグ int , ループ開始頂点は 1。その他は 0。最

初の頂点と 0 の場合は省略可能 

材質 ID int リターン 表示用材質 ID。省略可能。省略しな

い場合はループ開始フラグを省略不

可 

付
属
面
数
分
繰
返
す 

頂点数 int , 付属面ポリゴンの頂点数 

厚さ double , 付属面の厚さ 

材質 ID int リターン 表示用材質 ID 

頂点数分 

繰り返す 

座標 X double , 頂点座標（上から（垂直の場合は外

から）見て反時計回り順で出力） 座標 Y double , 

座標 Z double リターン 

合
計
開
口
部
数
分 

繰
返
す 

平面形状種番号 int , 開口部の所属する平面形状種 ID 

壁面番号 int , 開口部の所属する壁面 ID(屋根面の場

合は-1) 

材質 ID int , 表示用材質 ID 

垂直・水平 double , 0:水平開口、1:垂直開口、その他：傾

斜開口（法線と水平面との cos） 

座標 X1 double , 開口部の左下の座標 

座標 Y1 double , 

座標 Z1 double , 

座標 X2 double , 右下の x 

座標 Y2 double , 右下の y 

座標 Z2 double リターン 右上の z、ただし、水平開口の場合は

開口奥行き 
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表 4-19 シミュレーション用建物内部情報ファイルデータ仕様 

項目名 フォーマット 終結文字 備考 

ヘッダー情報 文字列 リターン 座標系番号、建物情報ファイル名等 

建
物
数
分
繰
り
返
す 

建物 ID 文字列 , 半角 63 文字まで 

区画数 int , - 

隔壁数 int , - 

開口部数 int リターン - 

区
画
数
分
繰
り
返
す 

区画 ID 文字列 , 半角 63 文字まで 

段数 double , 可燃物が何段に設置されているか（例：2 段の

押し入れは 2） 

床高さ double , 基準点からの床の高さ 

階高 double , 区画全体の高さ 

体積率 double , 実体積と区画ポリゴン面積×階高との比（小屋

裏は 0.5 等） 

内装 
int , 内装材（0：他、１：可燃、２：難燃、３：準

不燃、４：不燃、１１～：ユーザー設定値） 

躯体 

int , 躯体材料（０：他、１：木、２：Ｓ、３：ＲＣ

/ＳＲＣ、４：ＣＢ、１１～：ユーザー設定

値） 

隔壁以外の固定可燃物

重量 

double , 隔壁分を除く固定可燃物重量[kg] 

収納可燃物重量 double リターン 収納可燃物重量[kg] 

頂点数 int リターン 区画ポリゴンの頂点数 

頂点数分 

繰り返す 

座標 X double , 頂点座標（上から見て反時計回り順で出力） 

座標 Y double , 

ループ開始

フラグ 

int リターン ループ開始頂点は 1。その他は 0。最初の頂点

と 0 の場合は省略可能 

隔
壁
数
分
繰
り
返
す 

i 側区画 Index int , 区画番号（０から区画数-1 まで） 

i 側区画壁面 Index int , 壁面の場合：>=0、天井の場合：-1、床（屋

根）の場合：-2 

j 側区画 Index int , 外気の場合は-1、付属面の場合は-2 

j 側区画壁面 Index int , 壁面の場合：>=0、天井の場合：-1、床（屋

根）の場合：-2 

外気の場合は、平面形状の壁面 Index、付属面

の場合は、付属面番号 

面材参照番号 int , 面材リストデータの番号 
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面材の面の方向 

int , i 側区画の面が面材データの 0 面と同一かどう

かのフラグ。0:面材データと同方向,1:面材デー

タと逆方向 

平面形状種番号 int , 上下の平面形状の境界にある場合は、下側にあ

る平面形状種番号、最下層の隔壁の場合は-1 

隙間率 float , 隙間の見付け面積率 

部分フラグ int , 

0:当該隔壁データが面全体を表す、1:当該隔壁

データが面の一部を表す（i 側区画壁面と j 側区

画壁面の重なり部分の全体の場合は 0） 

i 側区画の j 側区画に対

する位置関係 

int , i 側区画の j 側区画に対する位置関係（1:水平、

2:下、3:上） 

隔壁座標１（部分フラ

グが 0 の場合省略可） 

double , 垂直隔壁の場合：隔壁の下端 z 座標 

水平隔壁の場合：隔壁中心の x 座標 

隔壁座標２（部分フラ

グが 0 の場合省略可） 

double , 垂直隔壁の場合：隔壁の上端 z 座標 

水平隔壁の場合：隔壁中心の y 座標 

隔壁面積（部分フラグ

が 0 の場合及び i 側区画

の j 側区画に対する位置

関係が 1 以外の場合省

略可） 

double リターン 隔壁の面積 

開
口
部
数
分
繰
り
返
す 

開口部の所属する隔壁

Index 

int , - 

開口部面材有無 int , 0:部材なし、1:部材あり 

開放率 double , 開口部の開放率 

面材参照番号 int , 面材リストデータの番号 

面の方向 

int , i 側区画の面が面材データの 0 面と同一かどう

かのフラグ。0:面材データと同方向,1:面材デー

タと逆方向 

開口部番号 
int , 外部に面した開口部の場合：開口部番号外部に

面していない開口部の場合：-1 

開口部上端高さ 

double , （以下、外部に面した開口部の場合はすべて

0） 

開口部下端高さ 

double , ただし、開口部角度が 0（水平）の場合は開口

部奥行き 

開口部幅 double , 

 

開口部角度 

double リターン 0:水平開口、1:垂直開口、その他（当面無

効）：傾斜開口（法線と水平面との cos） 
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7) 【IF207】条件設定支援ツール表示用建物データファイル（GeoJSON 形式） 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN007】【FN102】【FN103】【FN105】 

 

表 4-20 条件設定支援ツール表示用建物データファイルデータ仕様 

項目名 フォーマット 終結文字 備考 

type string   "FeatureCollection"固定 

features array     

建
物
数
分
繰
り
返
す 

type string   "Feature"固定 

properties object     

 

bldg_id string     

structure int   1～5 

story     階数 

geometry object     

 

type string   "Polygon"固定 

coordinates array     

頂
点 

数
分 

繰
返
す 

経度 double ,   

緯度 double     

 

  



uc25-08_技術検証レポート_火災延焼シミュレーションシステムの開発 

- 110 - 

8) 【IF208】地図表示用設定ファイル 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN101】【FN103】 

 

{ 

// 基礎データ 

"baseDataPath": "C:/test/", 

// 背景地図（1） 

"baseMapPath1": "https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/std/{z}/{x}/{y}.png", 

"baseMapName1": "地理院地図（標準地図）", 

// 背景地図（2） 

"baseMapPath2": "https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/pale/{z}/{x}/{y}.png", 

"baseMapName2": "地理院地図（淡色地図）", 

// 背景地図（3） 

"baseMapPath3": "https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/photo/{z}/{x}/{y}.png", 

"baseMapName3": "地理院地図（写真）", 

} 

 

 

 

9) 【IF209】シミュレーション用建物・建物内部情報ファイル（設定範囲の結合後） 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN109】【FN116】 

 

複数の【IF206】シミュレーション用建物・建物内部情報ファイル（テキスト 延焼シミュレーション独自形

式）を結合したファイルで、仕様は同一のため、省略 
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10) 【IF210】出火点ファイル（CSV 形式） 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN110】【FN116】 

 

表 4-21 出火点ファイルデータ仕様 

項目名 フォーマット 終結文字 備考 

出火点数 int リターン   

火
点
数
分 

繰
り
返
す 

メッシュ ID 文字列 , 出火点のあるメッシュ ID 

建物 ID 文字列 , 出火点のある建物 ID 

区画 ID 文字列 , 出火点のある区画 ID 

がれきの場合は、「:」（コロン）で区切られた二つ

の実数で x,y 座標を表す 

出火時刻 int リターン 出火時刻の計算開始時刻からの経過時間 

 

11) 【IF211】気象情報ファイル（CSV 形式） 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN111】【FN116】 

 

表 4-22 気象情報ファイルデータ仕様 

項目名 フォーマット 終結文字 備考 

風速データタグ 文字列 , 
"WindSpeed"に固定
（WeaterhDataBAse,StartPoint,StepMinute
が先に記述されている場合は当該タグ無効） 

風速データ数 int リターン   

風速データ数分繰返す 
時刻 double , 当該風速となる時刻[分] 

風速 double リターン m/s 

風向データタグ 文字列 , 
"WindAngle"に固定
（WeaterhDataBAse,StartPoint,StepMinute
が先に記述されている場合は当該タグ無効） 

風向データ数 int リターン   

風向データ数分繰り返す 
時刻 double , 当該風向となる時刻[分] 

風向 double リターン 西風：0、南風 90、東風：180、北風：270 

気温データタグ 文字列 , 
"Temperature"に固定
（WeaterhDataBAse,StartPoint,StepMinute
が先に記述されている場合は当該タグ無効） 

気温 double リターン 摂氏温度+273 

取得開始日時タグ 文字列 , 

"StartPoint"に固定
（WindSpeed,WindAngle,Temperature が有
効に先に記述されている場合は当該タグ無
効） 

取得開始年 int ,:/ データベースからデータを取得開始する日
時。 
終結文字は"," ":" "/"のいずれか１つ。 
（注）" "（スペース文字）は不可。 

取得開始月 int ,:/ 

取得開始日 int ,:/ 

取得開始時 int ,:/ 

取得開始分 int リターン 
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12) 【IF212】条件設定ファイル（ini ファイル） 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN112】【FN116】 

 

表 4-23 条件設定ファイルデータ仕様（1/3） 

項目名 型 デフォルト値 範囲 

[MAIN] 
 

exeStep 整数型 1 0：データ生成ツール； 1：延焼シミュレーション 

LogFile 文字列型 simfire.log ログファイル名 

NumThreads 整数型 0 0：全コア使用； 0<：並列計算スレッド数； 0>：

不使用コア数 

[OUTFLAG] 
 

OutdataFlag 整数型 1 0：簡易； 1：標準； 2：詳細； 9：テスト用 

OutOpDataFlg 整数型 1 0：出力しない； 1：出力する 

OutPDataFlg 整数型 0 0：出力しない； 1：出力する 

OutRoomDataFlg 整数型 1 0：出力しない； 1：出力する 

OutPartDataFlg 整数型 0 0：出力しない； 1：出力する 

OutVentDataFlg 整数型 0 0：出力しない； 1：出力する 

OutConvectionDataFlg 整数型 0 0：出力しない； 1：出力する 

OutKMLFlg  整数型 0 0：出力しない； 1：出力する 

OutInterval 整数型 1 >=1 
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表 4-24 条件設定ファイルデータ仕様（2/3） 

項目名 型 デフォルト値 範囲 

[CALCULATE] 
 

OutbreakSelectFlg 整数型 0 0:Ignitefile 固定; 1:全建物出火; 2:ランダムに選択 

OutbreakNum 整数型 1 出火建物数 

WeatherSelectFlg 整数型 0 0:Weatherfile 指定（直接指定）;  

1:Weatherfile 指定（気象 DB 参照日時指定）;  

2:全風向風速;  

3:気象 DB からランダムに選択; 

WeatherPeriod 文字列型 - 気象 DB 参照期間（yyyymmdd-yyyymmdd） 

WindAngleClass 整数型 8 全風向計算時の風向階級数 

WindSpeedClass 実数,整数 1,  5 全風速計算時の風速階級数と風速階級幅[m/s] 

AttemptNum 整数型 1 計算回数 

ProbExceed 実数型 0.95 超過確率 

RandomSeed 整数型 -1 乱数生成時のシード値。0 未満はシード値自動生

成 

InPath 文字列型 map 入力データフォルダ名 

OutPath 文字列型 outdata 出力データフォルダ名 

UseMesh 整数型 0 0：使用しない； 1：使用する 

Meshfile 文字列型 mesh.dat メッシュデータファイル名（UseMesh=1 時のみ

有効） 

Buildfile 文字列型 builds.dat 建物データファイル名 

Roomfile 文字列型 rooms.dat 建物内部データファイル名 

Hedgefile 文字列型 hedges.dat 塀柵樹木データファイル名 

Cribfile 文字列型 crib.dat クリブデータファイル名 

CheckPointfile 文字列型 checkPoint.dat 受熱流束計測点データファイル名 

Outfile 文字列型 out.dat 火災性状データファイル名 

IgOutfile 文字列型 igout.dat 出火時刻リストデータファイル名 

Firepathfile 文字列型 firepath.dat 延焼経路データファイル名 
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表 4-25 条件設定ファイルデータ仕様（3/3） 

項目名 型 デフォルト値 範囲 

[GRID] 

 
 

GridDataPath 文字列型 FireEnvRoot グリッドデータフォルダ名 

GridFormat 整数型 0 グリッドデータ形式 

OutQrGridFlg 整数型 0 受熱流束グリッド出力フラグ 

OutTcGridFlg 整数型 0 熱気流グリッド出力フラグ 

OutSmokeGridFlg 整数型 0 煙濃度グリッド出力フラグ 

OutFireBrandGridFlg 整数型 0 火の粉グリッド出力フラグ 

[FIREBRAND] 
 

FirebrandFlg 整数型 1 飛び火計算実行フラグ 

CoeffFirebrand 実数型 0.0001 飛び火延焼係数 

[Condition] 

 
 

ConditionPath 文字列型 map 条件データフォルダ名 

Partfile 文字列型 parts.dat 隔壁部材データファイル名 

Materialfile 文字列型 materials.dat 材料データファイル名 

Hisaifile 文字列型 hisai.dat 被災区分定義ファイル名 

Constfile 文字列型 const.dat 定数データファイル名 

Weatherfile 文字列型 weather.dat 気象条件設定ファイル名 

WeatherDataBasefile 文字列型 weatherDB.csv 気象データベースファイル名 

WindDBStepTime 整数型 0 気象 DB 参照時間間隔[min] 

WindDistributionfile 文字列型 weatherprob.dat 風向風速分布定義ファイル名 

Ignitefile 文字列型 ignite.dat 出火点データファイル名 

SimTime 整数型 60 >=0[min] 

StepTime 整数型 60 >0[sec] 
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13) 【IF213】火災性状情報（CSV ファイル） 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN115】【FN116】 

 

表 4-26 火災性状情報データ仕様 

項目名 フォーマット 終結文字 備考 

ヘッダー情報 文字列 リターン 座標系番号等 

計
算
時
刻
分
繰
り
返
す 

延焼時刻 [TIME=int] , シミュレーション開始からの経過時間 

焼損棟数 int , - 

燃え尽き棟数 int , - 

受熱棟数 int , - 

焼損面積 double , - 

火面周長 double , 火面周長[m]。ver1 では NULL 

鎮火周長 double リターン 火面周長のうち、鎮火済みの周長[m] 

 

14) 【IF214】建物延焼情報（CSV ファイル） 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN116】【FN117】 

 

表 4-27 建物延焼情報データ仕様 

項目名 フォーマット 終結文字 備考 

ヘッダー情報 文字列 リターン 座標系番号等 

建
物
数
分
繰
り
返
す 

メッシュ番号 int , メッシュを使用しない場合は 0 

建物番号 int , 入力建物情報ファイル内の番号、0～ 

建物 ID 文字列 , 半角 63 文字まで 

出火時刻 int , - 

燃え尽き時刻 int リターン - 
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15) 【IF215】延焼経路情報（CSV ファイル） 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN116】【FN117】 

 

表 4-28 延焼経路情報データ仕様 

項目名 フォーマット 終結文字 備考 

ヘッダー情報 文字列 リターン 座標系番号等 

区
画
の
延
焼
経
路
数
分
繰
り
返
す 

延焼時刻 int , 延焼時刻 

加害側建物メッシュ番号 int , メッシュを使用しない場合は 0 

加害側建物番号 int , 入力建物情報ファイル内の番号、

0～ 

加害側区画番号 int , 入力建物内部情報ファイル内の番

号、0～ 

受害側建物メッシュ番号 int , メッシュを使用しない場合は 0 

受害側建物番号 int , 入力建物情報ファイル内の番号、

0～ 

受害側区画番号 int , 入力建物内部情報ファイル内の番

号、0～ 

加害側建物 ID 文字列 , 半角 63 文字まで 

加害側区画 ID 文字列 , 半角 63 文字まで 

受害側建物 ID 文字列 , 半角 63 文字まで 

受害側区画 ID 文字列 , 半角 63 文字まで 

加害側代表点座標 座標 X double , - 

座標 Y double , - 

座標 Z double , - 

受害側代表点座標 座標 X double , - 

座標 Y double , - 

座標 Z double , - 

延焼出火種別 int , 延焼出火種別フラグ：1:初期設

定、2:内部延焼、3:自出火後の外

部加熱、4:外部延焼、5:飛び火出

火 

受熱流束 double リターン 延焼出火種別が 3 又は 4 場合は

受熱流束。その他は 0 
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2. メモリ上のデータによる内部連携 

1) 【IF231】3D 都市モデル（建築物）ファイル・フォルダパス 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN001】【FN002】 

 

表 4-29 3D 都市モデル（建築物）ファイル・フォルダパスデータ仕様 

項目 データ型 例 

ファイルパス 文字列 "C:\test_gml\udx\bldg\53395313_bldg_6697_op.gml" 

フォルダパス 文字列 "C:\test_gml\udx\bldg" 

 

2) 【IF232】出力ファイル保存先フォルダパス 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN001】【FN002】 

 

表 4-30 出力ファイル保存先フォルダパスデータ仕様 

項目 データ型 例 

フォルダパス 文字列 "C:\test_gml\out" 

 

3) 【IF233】平面直角座標系の系 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN002】【FN005】 

 

表 4-31 平面直角座標系の系 

項目 データ型 例 

平面直角座標系の系 数値 9 

 

4) 【IF234】木造建物の防火構造 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN003】【FN005】 

 

表 4-32 木造建物の防火構造 

項目 データ型 例 

防火構造 数値 3 
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5) 【IF235】高度な変換処理採否 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN004】【FN005】 

 

表 4-33 木造建物の防火構造 

項目 データ型 例 

高度な変換 数値 0 

 

6) 【IF236】3 次メッシュ頂点座標データ 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN102】【FN103】 

 

表 4-34 3 次メッシュ頂点座標データ 

項目 データ型 例 

緯度 1（南側頂点） 数値 35.725 

緯度 2（北側頂点） 数値 35.7333333333333 

経度 1（東側頂点) 数値 139.2 

経度 2（西側頂点) 数値 139.2125 

 

7) 【IF237】選択したメッシュ番号 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN104】【FN109】 

 

表 4-35 選択したメッシュ番号データ 

項目 データ型 例 

メッシュ番号 文字列 53392545 

 

8) 【IF238】風速・風向・時間 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN106】【FN111】 

 

表 4-36 風速・風向・時間 

項目 データ型 例 

風速（m/s） 数値 8 

風向（0~360） 数値 90 

時間（0～2939 分） 数値 0 
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9) 【IF239】シミュレーション時間 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN107】【FN112】 

 

表 4-37 シミュレーション時間 

項目 データ型 例 

シミュレーション時間 数値 120 

 

10) 【IF240】GIS データ形式 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN108】【FN112】【FN114】 

 

表 4-38 シミュレーション時間 

項目 データ型 例 

KML BOOL True 

CZML BOOL True 

建物 BOOL True 

延焼経路 BOOL True 

高さ情報 数値 1 

フォルダパス 文字列 "C:\test \out" 

 

11) 【IF241】出火建物 ID・出火階・出火時間 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN105】【FN110】 

 

表 4-39 出火建物 ID・出火階・出火時間データ 

項目 データ型 例 

建物 ID 文字列 bldg_bbc5a7c1-6021-4c41-b3f4-b33f1c6c1ba9 

出火階 数値 3 

出火時間 数値 120 
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12) 【IF242】座標値（平面直角 XYZ） 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN117】【FN118】 

 

表 4-40 座標値（平面直角 XYZ）データ 

項目 データ型 例 

X 数値 -46726.273569 

Y 数値 -44735.207266 

Z 数値 39.47387115961899 

 

13) 【IF243】座標値（緯度・経度・標高） 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN118】【FN119】 

 

表 4-41 座標値（緯度・経度・標高） 

項目 データ型 例 

緯度 数値 138.2839817085188 

経度 数値 37.12378643088312 

標高 数値 39.47387115961899 

 

14) 【IF244】座標値（緯度・経度・楕円体高） 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN117】【FN119】 

 

表 4-42 座標値（緯度・経度・楕円体高）データ 

項目 データ型 例 

緯度 数値 138.2839817085188 

経度 数値 37.12378643088312 

楕円体高 数値 152.775 
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4-4-4. 外部連携インタフェース 

1) 地理院タイル 

① 【IF301】背景地図データ 

⚫ インタフェースの概要 

➢ 国土地理院が配信するタイル状の地図データ 

➢ 国土地理院のサーバーから配信されたタイル状に分割された地図データ地図利用者のブラウザやア

プリ等（クライアント）の画面上に敷き詰められて表示されることで、利用者は地図を見ることが可

能 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN103】 

 

 

図 4-36 地理院タイルの説明（1/3）1 

  

 

1 国土地理院 HP「地理院タイルについて」:https://maps.gsi.go.jp/development/siyou.html 
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図 4-37 地理院タイルの説明（2/3）1 

 

 

図 4-38 地理院タイルの説明（3/3）1 
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4-5. 実証に用いたデータ 

4-5-1. 利用したデータの一覧 

 

1) 利用した 3D 都市モデル 

⚫ 年度：2024 年度（西暦） 

⚫ 都市名：埼玉県所沢市 

⚫ ファイル名： 11208_tokorozawa-shi_pref_2024_citygml_1_op 

⚫ メッシュ番号：53395372、53395373、53395361、53395362、53395363（インデックスマップで黄色囲

みの箇所） 

 

 

図 4-39 インデックスマップ（所沢市） 
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⚫ 年度：2025 年度（西暦） 

⚫ 都市名：埼玉県寄居町 

⚫ ファイル名： 114081_yorii-machi_pref_2025_citygml_1_op 

⚫ メッシュ番号：54391144、54391145、54391146、54391134、54391135、54391136（インデックスマ

ップで黄色囲みの箇所） 

 

  

図 4-40 インデックスマップ（寄居町） 
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表 4-43 利用した 3D 都市モデル 

地物 地物型 属性区分 属性名 内容 データを利用し

た機能（ID） 

建築物

LOD2 

bldg:Building 空間属性 bldg:lod2Solid 建物形状 FN003 

bldg:lod0FootPrint 建物形状 FN003 

主題属性 bldg:Building gml:id 建物 ID FN003 

bldg:measuredHeight 建物高さ FN003 

uro:fireproofStructureType 建物耐火構造 FN003 

uro:buildingStructureType 建物構造 FN003 

bldg:usage 建物用途 FN003 

bldg:yearOfConstruction" 建築年 FN003 

uro:districtsAndZonesType 地域地区 FN003 

bldg:storeysAboveGround 地上階数 FN003 

建築物

LOD1 

bldg:Building 空間属性 bldg:lod0FootPrint 建物形状 FN003 

主題属性 bldg:Building gml:id 建物 ID FN003 

bldg:measuredHeight 建物高さ FN003 

uro:fireproofStructureType 建物耐火構造 FN003 

uro:buildingStructureType 建物構造 FN003 

bldg:usage 建物用途 FN003 

bldg:yearOfConstruction" 建築年 FN003 

uro:districtsAndZonesType 地域地区 FN003 

bldg:storeysAboveGround 地上階数 FN003 

 

2) 利用したその他のデータ 

利用したその他のデータなし 
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4-5-2. 生成・変換するデータ 

 

1) 生成・変換したデータ 

1. データ一覧 

 

表 4-5 生成・変換したデータ（一覧） 

ID システムに入

力するデータ 

（データ形式） 

用途 処理内容 デ ー タ 処 理 ソ フ ト

ウェア 

活用データ 

（データ形式） 

データを利用

した機能（ID） 

DT201 延焼結果建物

ファイル

（KML 形式） 

シミュレー

ション結果

の表示のた

め 

⚫ 3D 都市モ

デルの建物

外形に延焼

しシミュレ

ーション結

果を付与し

て KML 形

式で出力 

ファイル作成ツー

ル（SW001）、条件

設定支援ツール

（SW002） 

シミュレーション

エンジンツール

（SW003） 

3D 都市モデル 

（CityGML 形

式） 

FN101～

FN116 

DT202 建物延焼情報

ファイル

（CZML ファ

イル） 

シミュレー

ション結果

の表示のた

め 

⚫ 3D 都市モ

デルの建物

外形に延焼

しシミュレ

ーション結

果を付与し

て CZML

形式で出力 

 

ファイル作成ツー

ル（SW001）、条件

設定支援ツール

（SW002） 

シミュレーション

エンジン

（SW003） 

GIS データ変換ツー

ル（SW004） 

3D 都市モデル 

（CityGML 形

式） 

FN101～

FN119 

DT203 建物延焼経路

情報ファイル

（CZML ファ

イル） 

シミュレー

ション結果

の表示のた

め 

⚫ 3D 都市モ

デルの建物

重心に延焼

しシミュレ

ーション結

果を付与し

て CZML

形式で出力 

ファイル作成ツー

ル（SW001）、条件

設定支援ツール

（SW002） 

シミュレーション

エンジン

（SW003） 

GIS データ変換ツー

ル（SW004） 

3D 都市モデル 

（CityGML 形

式） 

FN101～

FN119 
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4-6. ユーザーインタフェース 

4-6-1. 画面一覧 

 

1) 【HW001】PC 用画面 

 

表 4-44 1)【HW001】PC 用画面一覧 

ID 連携（ID） 画面名 説明 画面を表示し

た機能（ID） 

SC001 - メイン画面（ファ

イル作成ツール） 

⚫ 延焼シミュレーション用データに変換したい

3D 都市モデルが格納されているフォルダを選

択するためのフォルダ選択ボタンと変換ボタン

が配置されている画面 

- 

SC101 - メイン画面（条件

設定支援ツール） 

⚫ 主に範囲・出火点を設定する地図表示部とシミ

ュレーション時間・風向・風速等を設定するボタ

ン部から構成されている画面 

- 
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4-6-2. 画面遷移図 

 

1) 【SW001】ファイル作成ツール用画面 

 

  

図 4-41 【HW001】PC 用画面遷移図 

 

  

【001】
メイン画面（ファイル作成ツール）

・フォルダ/ファイル選択

・平面直角座標系選択

・平面直角座標系詳細確認

・防火構造選択

・防火構造詳細確認

・変換

・高度な変換
・中間ファイルの出力

・変換の実行

【002】
ファイル・

フォルダ選択

【003】
座標系詳細

【004】
防火構造詳細

【006】
完了通知

【005】
進捗状況表示
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2) 【SW002】条件設定支援ツール用画面 

 

 

図 4-42 【SW002】条件設定支援ツール用画面遷移図 

 

  

【101】
メイン画面（条件設定支援ツール）

・フォルダ・ファイル選択

・地図表示部
・シミュレーション範囲の指定
・出火点の設定

・条件設定部
・シミュレーション時間の設定
・風向・風速の設定
・出力GISデータの設定
・シミュレーション実行

【102】
フォルダ選択

【104】
進捗状況表示

【103】
風向設定
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4-6-3. 各画面仕様詳細 

 

1) 【SW001】ファイル作成ツール用画面 

1. 【SC001】メイン画面（ファイル作成ツール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-43 メイン画面（左：高度な変換チェック無し 右：高度な変換チェック有り） 

 

⚫ 本画面の目的 

➢ 3D 都市モデル（建築物）が格納されているファイル・フォルダを選択する 

➢ 平面直角座標系の系を選択する 

➢ 木造建物の防火構造を選択する 

➢ 変換後の延焼シミュレーション用データが出力されるフォルダを選択する 

➢ 防火属性付加ツール、データ補完機能、ファイル作成ツールを呼出し、変換を実行する 

⚫ 本画面から利用できる機能 

➢ 【FN001】ファイル・フォルダ選択 

➢ 【FN002】平面直角座標系の系の選択 

➢ 【FN003】木造建物の防火構造の選択 

➢ 【FN004】高度な変換 

➢ 【FN005】防火属性付加機能・シミュレーション用データ変換機能呼出し 
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2. 【SC002】ファイル・フォルダ選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-44 ファイル選択ダイアログ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-45 フォルダ選択ダイアログ 

 

⚫ 本画面の目的 

➢ 3D 都市モデル建築物ファイル／3D 都市モデル格納先フォルダ、変換後データの格納先を選択する

ためのダイアログ 

➢ OS 標準のダイアログを利用する 

⚫ 本画面から利用できる機能 

➢ 【FN001】ファイル・フォルダ選択 
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3. 【SC003】座標系詳細 

 

図 4-46 座標系詳細ウインドウ 

 

⚫ 本画面の目的 

➢ 平面直角座標系の系を選択する際に、どの系を選択するか平面直角座標系の説明を表示する 

⚫ 本画面から利用できる機能 

➢ 【FN002】平面直角座標系の系の選択 
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4. 【SC004】防火構造詳細 

 

図 4-47 防火構造詳細ウインドウ 

 

⚫ 本画面の目的 

➢ 防火構造の種類を「防火造」「準防火造」「裸木造」から選択する際に参考となる情報を表示する 

⚫ 本画面から利用できる機能 

➢ 参考資料表示のみのため機能との対応関係はなし 

 

  



uc25-08_技術検証レポート_火災延焼シミュレーションシステムの開発 

- 134 - 

5. 【SC003】完了通知 

 

図 4-48 完了通知ウインドウ 

 

⚫ 本画面の目的 

➢ 処理の進捗が分かるよう、プログレスバー、処理中のファイル名、実行中の処理を表示する 

⚫ 本画面から利用できる機能 

➢ 表示のみのため機能との対応関係はなし 

 

6. 【SC003】完了通知 

 

図 4-49 完了通知ウインドウ 

 

⚫ 本画面の目的 

➢ 変換処理が完了した旨をユーザーに通知する 

⚫ 本画面から利用できる機能 

➢ 通知のみのため機能との対応関係はなし 
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2) 【SW002】条件設定支援ツール 

1. 【SC001】メイン画面（条件設定支援ツール） 

 

 

図 4-50 メイン画面（条件設定支援ツール） 

 

⚫ 本画面の目的 

➢ GUI 上でシミュレーションの与条件、出力 GIS 設定を行う 

➢ シミュレーションエンジンを呼出し、シミュレーションを実行、シミュレーション結果データを出

力する 

⚫ 本画面から利用できる機能 

➢ 【FN101】フォルダの選択機能 

➢ 【FN102】範囲指定用メッシュ生成機能 

➢ 【FN103】背景地図表示機能 

➢ 【FN104】シミュレーションの範囲設定機能 

➢ 【FN105】出火点の設定機能 

➢ 【FN106】風速・風向の設定機能 

➢ 【FN107】シミュレーション時間の設定機能 

➢ 【FN108】出力 GIS データの設定機能 

➢ 【FN113】シミュレーションエンジンの呼出し機能 
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2. 【SC102】フォルダの選択 

 

 

図 4-51 フォルダ選択ダイアログ 

 

⚫ 本画面の目的 

➢ シミュレーション用データ格納フォルダを選択するためのダイアログ 

➢ OS 標準のダイアログを利用する 

⚫ 本画面から利用できる機能 

➢ 【FN101】フォルダの選択機能 
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3. 【SC103】風向設定 

 

 

図 4-52 風向設定ダイアログ 

 

⚫ 本画面の目的 

➢ 風向を設定するためのダイアログ 

⚫ 本画面から利用できる機能 

➢ 【FN106】風速・風向の設定機能 
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4. 【SC104】進捗状況表示 

 

 

図 4-53 進捗状況表示ダイアログ（シミュレーション実行中） 

 

図 4-54 進捗状況表示ダイアログ（シミュレーション完了後） 

 

⚫ 本画面の目的 

➢ シミュレーションの【FN109】から【FN114】までのどの段階の処理をしているかを条件設定支援ツ

ールの GUI 上に表示する機能 

➢ 【FN113】シミュレーションエンジンの呼出し機能がシミュレーションエンジンを実行している間

は、エンジンがシミュレーション途中で出力する「火災性状情報ファイル」を定期的に確認し、シミ

ュレーションエンジンの進捗処理を確認する 

⚫ 本画面から利用できる機能 

➢ 【FN115】シミュレーション進捗状況表示機能 
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4-7. 実証システムの利用手順 

4-7-1. 実証システムの利用フロー 

 

 

図 4-55 システムの利用フロー（ファイル作成ツール） 

 

⚫ 延焼シミュレーションで使用したい 3D 都市モデル（建築物）を選択し、延焼シミュレーション用デー

タへの変換を実施する 

 

図 4-56 システムの利用フロー（条件設定支援ツール） 

 

⚫ ファイル作成ツールで作成した延焼シミュレーション用データを選択し、シミュレーションを実行した

い範囲、出火点、シミュレーション時間、風向・風速等の与条件を設定、出力 GIS データを設定し、シミ

ュレーションを実行する 
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4-7-2. 各画面操作方法 

 

1) ファイル作成ツール 

1. 入力フォルダ・ファイル選択 

① フォルダ選択・ファイル選択のいずれかを選択する 

② 参照ボタンからフォルダ・ファイル選択ダイアログを開き、3D 都市モデルを選択する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-57 入力フォルダ・ファイル選択の操作方法 

 

2. 地域選択 

① 【地域の選択】にあるプルダウンメニューをクリックする 

② 対象の地域が含まれる系（例：「IX 系：東京都...」など）を選択する 

③ 地域の系番号が不明な場合は、「詳細を確認して選択」のリンクをクリックして、正しい系をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-58 平面直角座標系の系の選択の操作方法 

②  ①  

②  ①  
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図 4-59 地域（平面直角座標系）の詳細の操作方法 

 

3. 木造建物の防火構造の選択 

① 「防火構造」のプルダウンメニューをクリックする 

② 「防火造」「準防火造」「裸木造」の中から、適用したいものを 1 つ選択する 

③  各選択肢の詳細が不明な場合は、「防火構造の詳細を確認」のリンクを参照する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-60 木造建物の防火構造の選択の操作方法 

  

③  

③  

①  

②  
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図 4-61 防火構造の詳細の表示 

 

4. 出力先フォルダ選択 

① 参照ボタンからフォルダ選択ダイアログを開き、データを出力したいフォルダを選択する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-62 出力先フォルダ選択の操作方法 

 

  

①  
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5. 変換実行 

① 変換ボタンを押下し、変換を実行する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-63 変換実行の操作方法 

 

6. 変換完了 

① 延焼シミュレーション用ファイルが作成される 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-64 変換完了の通知 

  

①  
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7. 高度な変換 

1. 画面にある 「高度な変換」チェックボックス にチェックを入れる 

2. 【1.中間ファイル出力】の「出力」 ボタンをクリックする 

3. 【2.中間ファイルの編集】の「テキストボックス」に記載されているフォルダに、防火属性設定用の中

間 CSV ファイルが出力される 

4. 出力された中間 CSV ファイルを、テキストエディタや表計算ソフト（Excel など）で編集する 

5. 【3.変換の実行】の「変換」ボタンをクリックする 

6. 変換処理が行われる 

 

 

  

①  

②  

⑤  
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2) 条件設定支援ツール 

1. 入力フォルダ選択 

① 参照ボタンから延焼シミュレーション用データが格納されたフォルダを選択する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-65 入力フォルダの操作方法 

 

② 選択フォルダ内に含まれるシミュレーション用データの範囲に地図が移動する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-66 データ範囲の移動  

①  
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2. 範囲指定 

① 範囲指定ボタンを押下する 

⇒範囲指定ボタンが「確定」、「キャンセル」ボタンに変化する 

② 地図上の 3 次メッシュを押下して選択する 

③ 選択した 3 次メッシュが着色される 

④ 範囲指定がすんだら、「確定」を押下する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-67 範囲指定の操作方法（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-68 範囲指定の操作方法（2/2）  

③  ②  

①  

④  
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⑤ 選択したメッシュのみが表示される 

⇒「確定」、「キャンセル」ボタンが範囲指定ボタンに戻る 

⇒ここで再度、範囲指定ボタンを押すと、③の選択メッシュが着色された状態に戻る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-69 指定した範囲の表示 

 

  

⑤  
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3. 出火点設定 

① 出火点ボタンを押下する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-70 出火点設定の操作方法（1/2） 

② 地図上の建物を押下して、出火建物を選択する（※複数選択可能） 

③ 各出火建物について出火時間、階数を設定する（※階数はプルダウンにより選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-71 出火点設定の操作方法（2/2）  

①  

③  

②  
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4. シミュレーション時間の設定 

① シミュレーション時間を入力する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-72 シミュレーション時間の設定の操作方法 

 

  

①  
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5. 風向・風速の設定 

① 表の右側にある[追加]ボタンをクリックする 

② 新しい行が追加されるので、「時間[分]」「風向[°]」「風速[m/s]」にそれぞれ数値を入力する 

③ 設定を削除したい場合は、対象の行の[削除]ボタンをクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-73 風向・風速の設定の操作方法（1/3） 

 

④ 風向の設定ボタンから風向の設定ダイアログを表示する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-74 風向・風速の設定の操作方法（2/3）  

④  

①  
②  

③  
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⑤ ダイアログの矢印を押下して風向を設定する 

⇒風向設定ダイアログでは、16 方位のみ設定可能 

⇒より詳細に設定したい場合、「風向・風速の設定」の数値（角度：北風を 0 度とした時計回り）を直

接入力する 

⑥ OK ボタンを押下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-75 風向・風速の設定の操作方法（3/3） 

 

6. 出力 GIS データの設定 

① 出力したい GIS データの形式を選択する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-76 出力 GIS データの設定の操作方法 

  

⑥  

⑤  

①  
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7. シミュレーション実行 

① シミュレーション実行ボタンを押下する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-77 シミュレーション実行の操作方法 

 

② 進捗状況に応じたメッセージが進捗状況ダイアログに表示される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-78 シミュレーション実行中の表示  

①  

②  
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③ シミュレーションが完了したら、「シミュレーション完了」のメッセージが進捗状況ダイアログに表示

される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-79 シミュレーション完了時の表示 

  

③  
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5. システムの非機能要件 

5-1. 社会実装に向けた非機能要件 

 

表 5-1 非機能要件一覧 

カテゴリ ID 項目 詳細 

性能 NR001 防火属性付加機

能の性能 

⚫ 防火属性付加機能の処理速度（実行時間）を計測し、ツール開発

後と既存ツールとで大幅な速度差が発生しないこと 

⚫ 速度差は、既存ツールの 2 倍以内を目標値とする。※既存ツー

ルの機能に加えて、データ補完の処理を行っていること 

NR002 シミュレーショ

ン用データ変換

機能の性能 

⚫ シミュレーション用データ変換機能の処理速度（実行時間）を

計測し、ツール開発後と既存ツールとで大幅な速度差が発生し

ないこと 

⚫ 速度差は、既存ツールの 1.5 倍以内を目標値とする。※既存ツ

ールの機能に加えて、エラー処理を行っているため 

精度 

 

NR003 条件設定の精度 ⚫ 条件設定支援ツールで設定した内容がシミュレーションエンジ

ンの設定ファイルに正しく反映されているかを評価する 

NR004 予測計算結果の

精度 

⚫ 今回整備したツールを用いた予測結果の妥当性を評価する 

可用性 NR005 連続稼働回数 ⚫ 条件設定支援ツールで、シミュレーションの条件設定を繰り返

し実施し、実利用に十分な回数、連続稼働できるかを評価する 

⚫ 実利用に十分な回数としては 20 回を想定する。結果の確認、与

条件の再検討などの時間を考慮すると、１日作業となる回数で

あり、実用上十分と考える 

NR006 連続稼働時間 ⚫ 条件設定支援ツールで、シミュレーションの条件設定を繰り返

し実施し、実利用に十分な時間、連続稼働できるかを評価する 

⚫ 実利用に十分な回数としては８時間を想定する。朝から夕方ま

で稼働し続けられるため、実用上十分と考える 

操作性 NR007 使いやすさ ⚫ UI の使いやすさについて、プロトタイプを用いた操作体験の実

施から評価する 

拡張性 NR008 多様な 3D 都市

モデルへの対応 

⚫ 都市ごとにデータの整備状況が異なる 3D 都市モデルについて、

データ作成ツールが対応可能か等を検証する 

保守性 NR009 復 旧 作 業 の 時

間・手順 

⚫ プログラムの予期せぬ動作終了などが発生した際に、ユーザー

が多くの時間・作業手順を掛けることなく復旧できるかを評価

する 

有用性 NR010 利活用の目的 ⚫ 本延焼シミュレーションがどのような場面・目的で活用が期待

できるかを評価する 
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表 5-1 技術実証観点一覧 

No. 観点 技術実証観点の記載場所 

1 性能 8-2 で記載 

2 精度 7 で記載 

3 可用性 8-2 で記載 

4 操作性 9-5 で記載 

5 拡張性 8-2 で記載 

6 保守性 8-2 で記載 

7 有用性 9-5 で記載 

 

1) 【NR001】防火属性付加機能の性能 

⚫ 要件詳細 

➢ 防火属性付加機能の処理速度（実行時間）を計測する 

⚫ 本非機能要件の対象となるソフトウェア 

➢ 【SW001】ファイル作成ツール 

⚫ 設定理由 

➢ 3D 都市モデルを延焼シミュレーションで利用するためには、防火属性付加機能によるデータの加工

が必要となる 

➢ 防火属性付加機能は国総研市街地延焼シミュレーションプログラムの周辺機能として既に開発済み

のものを使用するが、今回の実証実験で専門知識等がなくとも利用可能となるよう改良する予定と

している 

➢ 上記の改良によって、処理速度に大幅な遅延が発生しないことを確認する 

⚫ 評価方法 

➢ 特定の 3D 都市モデルに対して、防火属性付加機能の実行時間を計測する 

➢ 防火属性付加機能の改良前後で実行時間を比較し、大幅な遅延が発生しないことを確認する 

➢ 速度差は、既存の防火属性付加ツールの 2 倍以内を目標値とする 

➢ 目標値の設定理由は、既存の防火属性付加ツールと同様の処理をするため 1 倍、データ補完の処理、

処理結果の再度のファイル出力実施 0.5 倍、ファイル作成ツールから呼び出すことによる 0.5 倍を

想定した 

➢ 既存の防火属性付加ツールを基にした開発が前提のため、既存の防火属性付加ツールの速度もユー

ザーが許容できる速度であることを前提とし、２倍以内であればユーザーの PC スペック等で変動

する範囲であること、ファイル作成ツールは１度実施すると 3D 都市モデルが更新されるまで再度

実施は不要であることから、UX に大きく影響するものでないと判断した 
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2) 【NR002】シミュレーション用データ変換機能の性能 

⚫ 要件詳細 

➢ シミュレーション用データ変換機能の処理速度（実行時間）を計測する 

⚫ 本非機能要件の対象となるソフトウェア 

➢ 【SW001】ファイル作成ツール 

⚫ 設定理由 

➢ 3D 都市モデルを延焼シミュレーションで利用するためには、シミュレーション用データ変換機能に

よるデータの加工が必要となる 

➢ シミュレーション用データ変換機能は国総研市街地延焼シミュレーションプログラムの周辺機能と

して既に開発済みのものを使用するが、今回の実証実験で専門知識等がなくとも利用可能となるよ

う改良する予定としている 

➢ 上記の改良によって、処理速度に大幅な遅延が発生しないことを確認する 

⚫ 評価方法 

➢ 特定の 3D 都市モデルに対して、シミュレーション用データ変換機能の実行時間を計測する 

➢ シミュレーション用データ変換機能の改良前後で実行時間を比較し、大幅な遅延が発生しないこと

を確認する 

➢ 速度差は、既存ツールの 1.5 倍以内を目標値とする 

➢ 目標値の設定理由は、既存のシミュレーション用データ変換ツールと同様の処理をするため 1 倍、

エラー処理の追加、ファイル作成ツールから呼び出すことによる 0.5 倍を想定した 

➢ 既存のシミュレーション用データ変換ツールを基にした開発が前提のため、既存のシミュレーショ

ン用データ変換ツールの速度もユーザーが許容できる速度であることを前提とし、1.5 倍以内であれ

ばユーザーの PC スペック等で変動する範囲であること、ファイル作成ツールは１度実施すると 3D

都市モデルが更新されるまで再度実施は不要であることから、UX に大きく影響するものでないと判

断した 
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3) 【NR003】条件設定の精度 

⚫ 要件詳細 

➢ 条件設定支援ツールで設定した内容がシミュレーションエンジンの設定ファイルに正しく反映され

ているかを評価する 

⚫ 本非機能要件の対象となるソフトウェア 

➢ 【SW002】条件設定支援ツール 

⚫ 設定理由 

➢ 延焼シミュレーションを実行するためには、「1.シミュレーション用の条件設定ファイルを更新する」

「2.シミュレーションを実行する」の手順が必要である 

➢ 条件設定支援ツールは、「1.シミュレーション用の条件設定ファイルを更新する」ためのツールであ

る 

➢ 「1.シミュレーション用の条件設定ファイルを更新する」が条件設定ファイルの仕様どおりに実施

されていることを確認する 

⚫ 評価方法 

➢ 条件設定支援ツールの GUI 上でシミュレーションの与条件を入力し、出力される条件設定ファイル

（テキスト形式）をテキストエディタ上で確認し、仕様通りの出力であることを確認する 

 

4) 【NR004】予測計算結果の精度 

⚫ 要件詳細 

➢ 今回整備したツールを用いた予測結果の妥当性を評価する 

⚫ 本非機能要件の対象となるソフトウェア 

➢ 【SW002】条件設定支援ツール 

⚫ 設定理由 

➢ 延焼シミュレーションを実行するためには、「1.シミュレーション用の条件設定ファイルを更新する」

「2.シミュレーションを実行する」の手順が必要である 

➢ 条件設定支援ツールは、「1.シミュレーション用の条件設定ファイルを更新する」ためのツールであ

る 

➢ 「1.シミュレーション用の条件設定ファイルを更新する」、「2.シミュレーションを実行する」が、条

件設定支援ツールで出力されたファイルを用いて実施できることを確認する 

⚫ 評価方法 

➢ 条件設定支援ツールの GUI 上でシミュレーションの与条件を入力して、シミュレーションを実行し、

出力されるシミュレーション結果が、条件設定ファイル（テキスト形式）をテキストエディタ等で作

成した場合の結果と同一であることを確認する 
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5) 【NR005】連続稼働回数 

⚫ 要件詳細 

➢ 条件設定支援ツールで、シミュレーションの条件設定を繰り返し実施し、実利用に十分な回数、連続

稼働できるかを評価する 

⚫ 本非機能要件の対象となるソフトウェア 

➢ 【SW002】条件設定支援ツール 

⚫ 設定理由 

➢ 延焼シミュレーションは、与条件を変更しながら繰り返し実施することが考えられる 

➢ ツールが上記の繰り返し実施に耐えられるものとなっているかを確認する 

⚫ 評価方法 

➢ 条件設定支援ツールの GUI 上でシミュレーションの与条件を変更し、繰り返しシミュレーションを

実行しても問題なく動作することを確認する 

➢ 実利用に十分な回数としては２０回を想定する。結果の確認、与条件の再検討などの時間を考慮す

ると、１日作業となる回数であり、実用上十分と考える 

 

6) 【NR006】連続稼働時間 

⚫ 要件詳細 

➢ 条件設定支援ツールでシミュレーションの条件設定を繰り返し実施し、実利用に十分な時間、連続

稼働できるかを評価する 

⚫ 本非機能要件の対象となるソフトウェア 

➢ 【SW002】条件設定支援ツール 

⚫ 設定理由 

➢ 延焼シミュレーションは、過去の火災などを参考にして与条件を検討・変更しながら、繰り返し実施

することが考えられる 

➢ 過去の火災時の条件を調査しながら使用する場合でも、ツールが長時間の使用に耐えられるものと

なっているか確認する 

⚫ 評価方法 

➢ 条件設定支援ツールを一定時間放置した場合でも、問題なく動作することを確認する 

➢ 実利用に十分な回数としては８時間を想定する。朝から夕方まで稼働し続けられるため、実用上十

分と考える 
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7) 【NR007】使いやすさ 

⚫ 要件詳細 

➢ UI の使いやすさについて、プロトタイプを用いた操作体験の実施によって評価する 

⚫ 本非機能要件の対象となるソフトウェア 

➢ 【SW002】条件設定支援ツール 

⚫ 設定理由 

➢ 延焼シミュレーションのユーザーと想定される地方公共団体職員にとって使いやすい UI となって

いるかを確認する 

⚫ 評価方法 

➢ 条件設定支援ツールを地方公共団体職員に操作いただく操作体験会を開催し、使いやすい UI となっ

ているかを確認する 

 

8) 【NR008】多様な 3D 都市モデルへの対応 

⚫ 要件詳細 

➢ 都市毎にデータの整備状況が異なる 3D 都市モデルについて、データ作成ツールが対応可能か等を

検証する 

⚫ 本非機能要件の対象となるソフトウェア 

➢ 【SW001】ファイル作成ツール 

⚫ 設定理由 

➢ 3D 都市モデルは同一形式（CityGML 形式）で整備されているが、属性データの格納状況は市町村毎

に異なる 

➢ どのような属性データの格納状況であれば、ファイル作成ツールが利用可能かを確認する 

⚫ 評価方法 

➢ 属性データの格納状況の異なる複数都市の 3D 都市モデルを用いてファイル作成ツールを実行し、

データ変換の可否条件を確認する 
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9) 【NR009】復旧作業の時間・手順 

⚫ 要件詳細 

➢ プログラムの予期せぬ動作終了等が発生した際に、ユーザーが多くの時間・作業手順をかけること

なく復旧できるかを評価する 

⚫ 本非機能要件の対象となるソフトウェア 

➢ 【SW001】ファイル作成ツール 

➢ 【SW002】条件設定支援ツール 

⚫ 設定理由 

➢ 他のプログラムとの同時使用などにより、プログラムに予期せぬ動作終了等が発生する可能性があ

る 

➢ その際に、プログラムを問題なく再起動できることを確認する 

⚫ 評価方法 

➢ プログラムを使用中に強制終了し、再起動時に問題なく動作を再開できるかを確認する 

 

10) 【NR010】利活用の目的 

⚫ 要件詳細 

➢ 本延焼シミュレーションがどのような場面・目的で活用が期待できるかを評価する 

⚫ 本非機能要件の対象となるソフトウェア 

➢ 【SW001】ファイル作成ツール 

➢ 【SW002】条件設定支援ツール 

⚫ 設定理由 

➢ 今後、延焼シミュレーションを普及させるに当たって、どのような利用方法が考えられるかを確認

する 

⚫ 評価方法 

➢ 地方公共団体職員に操作いただく操作体験会を開催し、どのような利用方法が考えられるかを確認

する 
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6. 品質 

6-1. 機能要件の品質担保 

 

表 6-1 機能要件の品質担保方針 

対象システム 試験項目 確認内容 試験期間 アクティビティ 

ファイル作成

ツール 

国総研延焼シミュ

レーション用デー

タ 

⚫ ツールから延焼シミュレーション

用の入力ファイル（建物情報、建

物内部情報）が仕様通り出力され

るか確認する 

⚫ ツールから出力されたファイルを

延焼シミュレーションの入力デー

タとして使用し、問題なく動作す

るかを確認する 

2025 年 

9～10 月 

※ 単体テスト 

※ 延焼シミュ

レーション

実施による

検証 

条件設定支援

ツール 

シミュレーション

設定 

⚫ ツールから延焼シミュレーション

用の入力ファイル（与条件ファイ

ル）が仕様通り出力されるか確認

する 

⚫ ツールから出力されたファイルを

延焼シミュレーションの入力デー

タとして使用し、問題なく動作す

るか確認する 

2025 年 

10～11 月 

※ 単体テスト 

※ 延焼シミュ

レーション

実施による

検証 

GIS データ変

換ツール 

3D 表示用データ

（CZML ファイ

ル） 

⚫ ツールから CZML ファイルが仕様

通り出力されるか確認する 

⚫ 出力された CZML ファイルが 3D

ビューアで閲覧可能か確認する 

2025 年 

10～11 月 

※ 単体テスト 

※ 3D ビューア

による検証 
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6-2. 非機能要件の品質担保 

 

表 6-2 非機能要件の品質担保方針 

対象システム 試験項目 確認内容 試験期間 アクティビティ 

ファイル作成

ツール 

防火属性付加機

能の性能 

⚫ 防火属性付加機能の処理速度（実行時間）

を計測し、ツール開発後と既存ツールと

で大幅な速度差が発生しないこと 

⚫ 速度差は、既存ツールの 2 倍以内を目標

値とする。※既存ツールの機能に加えて、

データ補完の処理を行っているため 

2025 年 

9～10 月 

※ システムテ

ストによる

検証 

シミュレーショ

ン用データ変換

機能の性能 

⚫ シミュレーション用データ変換機能の処

理速度（実行時間）を計測し、ツール開発

後と既存ツールとで大幅な速度差が発生

しないこと 

⚫ 速度差は、既存ツールの 1.5 倍以内を目標

値とする。※既存ツールの機能に加えて、

エラー処理を行っているため 

2025 年 

9～10 月 

※ システムテ

ストによる

検証 

条件設定支援

ツール 

条件設定の精度 ⚫ ツールから出力される条件設定ファイル

（テキスト形式）が、仕様通りの出力かど

うか 

2025 年 

10～11 月 

※ システムテ

ストによる

検証 

予測計算結果の

精度 

⚫ ツールから出力される条件設定ファイル

（テキスト形式）でシミュレーションが

実行可能か 

2025 年 

10～11 月 

※ システムテ

ストによる

検証 

連続稼働回数 ⚫ 条件設定支援ツールで、シミュレーショ

ンの条件設定を繰り返し実施し、実利用

に十分な回数、連続稼働できるかを評価

する 

⚫ 実利用に十分な回数としては２０回を想

定する。結果の確認、与条件の再検討など

の時間を考慮すると、１日作業となる回

数であり、実用上十分と考える 

2025 年 

10～11 月 

※ システムテ

ストによる

検証 

連続稼働時間 ⚫ 条件設定支援ツールで、シミュレーショ

ンの条件設定を繰り返し実施し、実利用

に十分な時間、連続稼働できるかを評価

する 

⚫ 実利用に十分な回数としては８時間を想

定する。朝から夕方まで稼働し続けられ

るため、実用上十分と考える 
 

2025 年 

10～11 月 

※ システムテ

ストによる

検証 

条件設定支援 使いやすさ ⚫ ユーザーにとって使いやすいツールとな 2025 年 ※ 操作体験会
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ツール 

 

っているか 9～10 月 による検証 

ファイル作成

ツール 

多様な 3D 都市

モデルへの対応 

⚫ データの格納状況の異なる複数都市の 3D

都市モデルで、ファイル作成ツールが実

行可能か 

2025 年 

9～10 月 

※ システムテ

ストによる

検証 

ファイル作成

ツール 

条件設定支援

ツール 

復 旧 作 業 の 時

間・手順 

⚫ 予期せぬ動作終了等が発生した場合に、

プログラムを問題なく再起動できるか 

2025 年 

9～10 月 

※ システムテ

ストによる

検証 

ファイル作成

ツール 

条件設定支援

ツール 

利活用の目的 ⚫ どのような利用方法が考えられるか 2025 年 

9～10 月 

※ 操作体験会

による検証 
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7. 実証技術の機能要件の検証 

7-1. ファイル作成ツールの検証 

7-1-1. 検証目的（ツール共通） 

 

今回開発するツールを使用した場合と、従来通り、国総研延焼シミュレーション及び周辺ツールを使用した場

合で同一の結果が出力されることを確認する。 

（※今回、開発するツールによりデータ補完を行った場合を除く） 

 

7-1-2. KPI 

 

表 7-1 KPI 一覧 

No. 評価指標・KPI 目標値 目標値の設定理由 検証方法 

1 ファイル仕様準拠率 100% ⚫ 本ツールが延焼シミュレー

ション用の入力ファイルと

して動作するには、延焼シミ

ュレーションの仕様に準拠

したデータであることが必

須である 

⚫ ツールから延焼シミュレーショ

ン用の入力ファイル（建物情報、

建物内部情報）が仕様どおり出力

されるかを確認する 

2 ファイル誤差率 0% ⚫ データ補完等を行わない場

合は本ツール、既存ツールの

いずれを使用しても同一の

ファイルが出力されると想

定されるため 

⚫ ツールから出力された延焼シミ

ュレーション用の入力ファイル

（建物情報、建物内部情報）が、

既存の「防火属性付加ツール」及

び「シミュレーション用データ変

換ツール」を用いて生成されるフ

ァイルと同一なのかを確認する 

3 

 

シミュレーション実

行 

正常 

終了 

⚫ ファイル差分ツール等では、

同一と認識されるファイル

であっても、制御文字の違い

などでシミュレーション用

の入力ファイルとして動作

することを確認するため 

⚫ ツールから出力されたファイル

を延焼シミュレーションの入力

データとして使用し、問題なく動

作するかを確認する 

4 シミュレーション結

果誤差率 

0% ⚫ ファイル差分ツール等では

同一と認識されるファイル

であっても、制御文字の違い

などでシミュレーション用

の入力ファイルとして予期

せぬ挙動をしていないこと

を確認するため 

⚫ ツールから出力されたファイル

を入力データとした場合と、既存

ツールを用いて生成されるファ

イルを使用した場合とで、延焼シ

ミュレーション結果が同一とな

ることを確認する 
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7-1-3. 検証方法と検証シナリオ 

 

a. ファイル仕様準拠率 

➢ 本ツールで生成したファイルが「シミュレーション用建物情報ファイルデータ仕様」及び「シミュレ

ーション用建物内部情報ファイルデータ仕様」に沿った形式で作成されていることを確認する 

➢ 仕様との整合確認は目視で実施し、全仕様（100％）を満たしていることを確認する 

➢ 建物 5 棟程度をサンプルとして選択し、実施する 

 

b. ファイル誤差率 

➢ 本ツールが生成したファイルと既存の「防火属性付加ツール」及び「シミュレーション用データ変換

ツール」を用いて生成したファイルを比較する 

➢ 同一の 3D 都市モデル（建築物）を入力データとするため、同一のファイル（誤差率 0％）が生成さ

れることが想定される 

➢ 同一ファイルであるかどうかを、ファイル差分ツールを用いて確認する 

➢ 2 自治体（実証エリアである所沢市の 2 ファイル程度の 3D 都市モデル（建築物）の CityGML ファ

イルを入力データとして確認する 

 

c. シミュレーション実行 

➢ 本ツールが生成したファイルを入力データとし、延焼シミュレーションを実行、問題なくシミュレ

ーションが完了することを確認する 

➢ 2 自治体 2 ファイル程度の 3D 都市モデル（建築物）の CityGML ファイルを入力データとして確認

する 

 

d. シミュレーション結果誤差率 

➢ 本ツールが生成したファイルと既存の「防火属性付加ツール」及び「シミュレーション用データ変換

ツール」で成したファイルを用いて延焼シミュレーションを実行し、シミュレーション結果を比較

する 

➢ 同一の 3D 都市モデル（建築物）を入力データとして、シミュレーション結果も同一（誤差率 0％）

となることが想定される 

➢ 2 自治体 2 ファイル程度の 3D 都市モデル（建築物）の CityGML ファイルを入力データとして確認

する 

※上記の対象とする 3D 都市モデル（建築物）は、実証エリアである所沢市の狭山ヶ丘 2 丁目木造密集市街地

及び寄居町の寄居駅南口周辺地区を想定する 

 

表 7-2 検証シナリオ一覧 

No. 検証方法 エリア・建築物 範囲 

a ファイルの目視確認 所沢市狭山ヶ丘 2 丁目木造密集市街地 

寄居町寄居駅南口周辺地区 

建物 

b ファイルの差分確認（差分確認ツール） 建物 

c シミュレーション実行 建物 

d シミュレーション結果比較 建物 
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7-1-4. 検証結果 

 

本ツールで出力したシミュレーション用建物情報ファイル及びシミュレーション用建物内部情報ファイルが

仕様通りであることが確認された。また、ファイル差分ツールなどを用いても、既存の「防火属性付加ツー

ル」及び「シミュレーション用データ変換ツール」から生成されるファイルと同一であることが確認され

た。また、実際に同ファイルでシミュレーションを実行し、同一のシミュレーション結果となることが確認

された。 

 

表 7-3 検証結果サマリー 

赤セル：KPI 達成 青セル：KPI 未達 

 

評価指標・ 

KPI 

検証内容 目標値 結果 示唆 

項目 評価値 

フ ァ イ ル 仕

様準拠率 

ツールから延焼シミ

ュレーション用の入

力ファイル（建物情

報、建物内部情報）が

仕様通り出力される

かを確認する 

100％ シミュレーシ

ョン用建物情

報ファイル 

100％ ⚫ ツールから延焼シミュレーシ

ョン用の入力ファイルが仕様

通りであることを確認した。 

シミュレーシ

ョン用建物内

部情報ファイ

ル 

100％ 

フ ァ イ ル 誤

差率 

ツールから出力され

た延焼シミュレーシ

ョン用の入力ファイ

ル（建物情報、建物内

部情報）が、既存の「防

火属性付加ツール」及

び「シミュレーション

用データ変換ツール」

を用いて生成される

ファイルと同一なの

かを確認する 

 

0％ シミュレーシ

ョン用建物情

報ファイル 

0％ ⚫ ツールから出力された延焼シ

ミュレーション用の入力ファ

イルが、既存の「防火属性付加

ツール」及び「シミュレーショ

ン用データ変換ツール」を用い

て生成されるファイルと同一

であることを確認した。 

※既存の「防火属性付加ツール」及

び「シミュレーション用データ変換

ツール」を用いて生成されるファイ

ルは、データ補完がなされないため、

本検証で用いる 3D 都市モデルでは、

延焼シミュレーション用の入力ファ

イルとして不完全なものとなる。本

検証に当たっては、既存の「防火属

性付加ツール」及び「シミュレーシ

ョン用データ変換ツール」で作成す

るファイルにも、本ツールのデータ

シミュレーシ

ョン用建物内

部情報ファイ

ル 

0％ 
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補完と同じ処理を行った。 

シ ミ ュ レ ー

ション実行 

ツールから出力され

たファイルを延焼シ

ミュレーションの入

力データとして使用

し、問題なく動作する

かを確認する 

正常 

終了 

シミュレーシ

ョン用建物情

報ファイル 

正常 

終了 

ツールから出力された延焼シミュレ

ーション用の入力ファイルを用い

て、延焼シミュレーションが実行で

きることを確認した。 シミュレーシ

ョン用建物内

部情報ファイ

ル 

正常 

終了 

シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン 結 果

誤差率 

ツールから出力され

たファイルを入力デ

ータとした場合と、既

存ツールを用いて生

成されるファイルを

使用した場合とで、延

焼シミュレーション

結果が同一となるこ

とを確認する 

0％ シミュレーシ

ョン用建物情

報ファイル 

0％ ツールから出力されたファイルを入

力データとした場合と、既存ツール

を用いて生成されるファイルを使用

した場合とで、同一の延焼シミュレ

ーション結果が出力されることを確

認した。 

シミュレーシ

ョン用建物内

部情報ファイ

ル 

0％ 
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7-2. 条件設定支援ツールの検証 

7-2-1. 検証目的（ツール共通・再掲） 

 

今回、開発するツールを使用した場合と、従来通り、国総研延焼シミュレーション及び周辺ツールを使用した

場合で同一の結果が出力されることを確認する。 

（※今回、開発するツールによりデータ補完を行った場合を除く） 

 

7-2-2. KPI 

 

表 7-4 KPI 一覧 

No. 評価指標・KPI 目標値 目標値の設定理由 検証方法 

1 ファイル仕様準拠

率 

100% ⚫ 本ツールから出力されるフ

ァイルが延焼シミュレーシ

ョン用の入力ファイルとし

て動作するには、延焼シミュ

レーションの仕様に準拠し

たデータであることが必須

であるため 

⚫ 本ツールから延焼シミュレーシ

ョン用の入力ファイル（出火点フ

ァイル、気象情報ファイル、条件

設定ファイル）が仕様通り出力さ

れるかを確認する 

2 入力内容の反映率 100% ⚫ 本ツールの GUI 上で設定し

た内容とシミュレーション

用の与条件ファイルの内容

が整合していることを確認

するため 

⚫ 本ツールの GUI 上で設定した内

容がシミュレーション用の与条

件ファイルに反映されているこ

とを確認する 

3 シミュレーション

実行 

正常 

終了 

⚫ 本ツールで作成したファイ

ルがシミュレーション用の

入力ファイルとして動作す

ることを確認するため 

⚫ ツールから出力されたファイル

を延焼シミュレーションの入力

データとして使用し、問題なく動

作するかを確認する 

4 シミュレーション

結果誤差率 

0% ⚫ 本ツールで作成したファイ

ルがシミュレーション用の

入力ファイルとして予期せ

ぬ挙動をしないことを確認

するため 

⚫ ツールから出力されたファイル

を入力データとした場合と、ツー

ルを用いずに作成したファイル

を使用した場合に、延焼シミュレ

ーション結果が同一となること

を確認する 
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7-2-3. 検証方法と検証シナリオ 

 

a. ファイル仕様準拠率 

➢ 本ツールから生成される以下のファイルが、仕様に沿った形式で作成されていることを確認する 

 出火点ファイル 

 気象情報ファイル 

 条件設定ファイル 

➢ 仕様との整合確認は目視で実施し、全仕様（100％）を満たしていることを確認する 

➢ 二つのケース程度をサンプルとして実施する 

 

b. 入力内容の反映率 

➢ 本ツールから生成される以下のファイルに、条件設定支援ツールの UI で入力した内容が反映されて

いることを確認する 

 出火点ファイル 

 気象情報ファイル 

 条件設定ファイル 

➢ 確認は目視で実施し、全項目が反映（100％）されていることを確認する 

➢ 二つのケース程度をサンプルとして実施する 

 

c. シミュレーション実行 

➢ 本ツールから生成されるファイルを用いて、条件設定支援ツールからシミュレーションエンジンを

呼出し、シミュレーション実行が完了することを確認する 

➢ 二つのケース程度をサンプルとして実施する 

 

d. シミュレーション結果誤差率 

➢ 本ツールを用いてシミュレーションを実行した場合と、本ツールを用いずにシミュレーションを実

行した場合とで、同一の結果が出力されることを確認する 

➢ 二つのケース程度をサンプルとして実施する 

 

表 7-5 検証シナリオ一覧 

No. 検証方法 エリア・建築物 範囲 

a ファイルの目視確認 所沢市狭山ヶ丘 2 丁目木造密

集市街地 

寄居町寄居駅南口周辺地区 

建物 

b ファイルの目視確認 建物 

c シミュレーション実行 建物 

d シミュレーション結果比較 建物 
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7-2-4. 検証結果 

 

本ツールで出力した出火点ファイル、気象情報ファイル及び条件設定ファイルが仕様通りであることが確認

された。また、条件設定支援ツールで、出火点や風向、風速、シミュレーション時間等を変更すると、出火

点ファイル、気象情報ファイル、条件設定ファイルに反映されることが確認された。同ファイルを用いて、

シミュレーションを実行したところ、手作業でファイルを作成した場合と、同一のシミュレーション結果と

なることが確認された。 

 

表 7-6 検証結果サマリー 

赤セル：KPI 達成 青セル：KPI 未達 

 

評価指標・ 

KPI 

検証内容 目標値 結果 示唆 

項目 評価値 

フ ァ イ ル 仕

様準拠率 

本ツールから延焼シ

ミュレーション用の

入力ファイル（出火点

ファイル、気象情報フ

ァイル、条件設定ファ

イル）が仕様通り出力

されるかを確認する 

100％ 出火点ファイ

ル 

100％ ⚫ ツールから延焼シミュレーシ

ョン用の入力ファイルが仕様

通りであることを確認した 
気象情報ファ

イル 

100％ 

条件設定ファ

イル 

100％ 

入 力 内 容 の

反映率 

本ツールの GUI 上で

設定した内容がシミ

ュレーション用の与

条件ファイルに反映

されていることを確

認する 

100％ 出火点ファイ

ル 

100％ ⚫ ツールから出力された延焼シ

ミュレーション用の入力ファ

イルが、GUI 上で設定した内容

を反映したものとなっている

ことを確認した 

気象情報ファ

イル 

100％ 

条件設定ファ

イル 

100％ 

シ ミ ュ レ ー

ション実行 

ツールから出力され

たファイルを延焼シ

ミュレーションの入

力データとして使用

し、問題なく動作する

かを確認する 

正常 

終了 

出火点ファイ

ル 

正常 

終了 

⚫ ツールから出力された延焼シ

ミュレーション用の入力ファ

イルを用いて、延焼シミュレー

ションが実行できることを確

認した 

気象情報ファ

イル 

正常 

終了 

条件設定ファ

イル 

正常 

終了 

シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン 結 果

ツールから出力され

たファイルを入力デ

0％ 出火点ファイ

ル 

0％ ⚫ ツールから出力されたファイ

ルを入力データとした場合と、
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誤差率 ータとした場合と、ツ

ールを用いずに作成

したファイルを使用

した場合に、延焼シミ

ュレーション結果が

同一となることを確

認する 

気象情報ファ

イル 

0％ 既存ツールを用いて生成され

るファイルを使用した場合と

で、同一の延焼シミュレーショ

ン結果が出力されることを確

認した 

条件設定ファ

イル 

0％ 
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7-3. GIS データ変換ツール 

7-3-1. 検証目的（ツール共通・再掲） 

 

今回、開発するツールを使用した場合と、従来通り、国総研延焼シミュレーション及び周辺ツールを使用した

場合で同一の結果が出力されることを確認する。 

（※今回、開発するツールによりデータ補完を行った場合を除く） 

 

7-3-2. KPI 

 

表 7-7 KPI 一覧 

No. 評価指標・KPI 目標値 目標値の設定理由 検証方法 

1 ファイル仕様準

拠率 

100% ⚫ 本ツールが出力する CZML

ファイルが 3D ビューアで閲

覧可能な仕様に準拠したデ

ータであることが必須であ

るため 

⚫ 本ツールから出力される CZML

ファイルが仕様通りであるかを

確認する 

2 3D ビューアで

閲覧 

可能 ⚫ 本ツールが出力する CZML

ファイルが 3D ビューアで閲

覧可能であることを確認す

る 

⚫ 本ツールから出力される CZML

ファイルが 3D ビューア上で閲覧

可能かを確認する 

 

7-3-3. 検証方法と検証シナリオ 

 

a. ファイル仕様準拠率 

➢ 本ツールから生成される CZML ファイルが、仕様に沿った形式で作成されていることを確認する 

➢ 仕様との整合確認は目視で実施し、全仕様（100％）を満たしていることを確認する 

➢ 出火した建物５棟程度をサンプルとして実施する 

b. 3D ビューアで閲覧 

➢ 本ツールから生成される CZML ファイルが、3D ビューアで閲覧可能であることを確認する 

➢ ２ケース程度をサンプルとして実施する 

➢ 3D ビューアは、PLATEAU View 及び Cesium Viewer を使用する 

 

表 7-8 検証シナリオ一覧 

No. 検証方法 エリア・建築物 範囲 

a ファイルの目視確認 所沢市狭山ヶ丘 2 丁目木造密集市街地 

寄居町寄居駅南口周辺地区 

建物 

b 3D ビューアで閲覧 建物 
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7-3-4. 検証結果 

 

本ツールで出力した出火点ファイル、気象情報ファイル及び条件設定ファイルが仕様通りであることが確認

された。また、条件設定支援ツールで、出火点や風向、風速、シミュレーション時間等を変更すると、出火

点ファイル、気象情報ファイル、条件設定ファイルに反映されることが確認された。同ファイルを用いて、

シミュレーションを実行したところ、手作業でファイルを作成した場合と、同一のシミュレーション結果と

なることが確認された。 

 

表 7-9 検証結果サマリー 

赤セル：KPI 達成 青セル：KPI 未達 

 

評価指標・

KPI 

検証内容 目標値 結果 示唆 

項目 評価値 

ファイル仕

様準拠率 

本ツールから出

力される CZML

ファイルが仕様

通りであるかを

確認する 

100％ 建物延焼情報（CZML

ファイル） 

100％ ⚫ ツールから出力されたファ

イルが仕様通りであること

を確認した。 
延焼経路情報ファイル 

（CZML ファイル） 

100％ 

入力内容の

反映率 

3D ビューアで閲

覧する 

可能 PLATEAU View 可能 ⚫ ツールから出力された延焼

シミュレーション用の入力

ファイルが、GUI 上で設定

した内容を反映したものと

なっていることを確認し

た。 

CesiumViewer 可能 
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8. 実証技術の非機能要件の検証 

8-1. 検証目的 

 

性能、可用性、拡張性、保守性の面からシステムの検証を行い、ユーザビリティを保つ 

 

8-2. KPI 

 

表 8-1 非機能要件の一覧 

カテゴリ ID 項目 要件詳細 

性能 NR001 防火属性付加機能

の性能 

⚫ 防火属性付加機能の処理速度（実行時間）を計測し、ツー

ル開発後と既存ツールとで大幅な速度差が発生しないこと 

⚫ 速度差は、既存ツールの 2 倍以内を目標値とする。 

⚫ 目標値の設定理由は、既存の防火属性付加ツールと同様の

処理をするため 1 倍、データ補完の処理、処理結果の再度

のファイル出力実施 0.5 倍、ファイル作成ツールから呼び

出すことによる 0.5 倍を想定した 

⚫ 既存の防火属性付加ツールを基にした開発が前提のため、

既存の防火属性付加ツールの速度もユーザーが許容できる

速度であることを前提とし、２倍以内であればユーザーの

PC スペック等で変動する範囲であること、ファイル作成

ツールは１度実施すると 3D 都市モデルが更新されるまで

再度実施は不要であることから、UX に大きく影響するも

のでないと判断した 

NR002 シミュレーション

用データ変換機能

の性能 

⚫ シミュレーション用データ変換機能の処理速度（実行時

間）を計測し、ツール開発後と既存ツールとで大幅な速度

差が発生しないこと 

⚫ 速度差は、既存ツールの 1.5 倍以内を目標値とする 

⚫ 目標値の設定理由は、既存のシミュレーション用データ変

換ツールと同様の処理をするため 1 倍、エラー処理の追

加、ファイル作成ツールから呼び出すことによる 0.5 倍を

想定した 

⚫ 既存のシミュレーション用データ変換ツールを基にした開

発が前提のため、既存のシミュレーション用データ変換ツ

ールの速度もユーザーが許容できる速度であることを前提

とし、1.5 倍以内であればユーザーの PC スペック等で変

動する範囲であること、ファイル作成ツールは１度実施す

ると 3D 都市モデルが更新されるまで再度実施は不要であ

ることから、UX に大きく影響するものでないと判断した 
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可用性 NR005 連続稼働回数 ⚫ 条件設定支援ツールで、シミュレーションの条件設定を繰

り返し実施し、実利用に十分な回数、連続稼働できるかを

評価する 

⚫ 実利用に十分な回数としては 20 回を想定する。結果の確

認、与条件の再検討などの時間を考慮すると、１日作業と

なる回数であり、実用上十分と考える 

NR006 連続稼働時間 ⚫ 条件設定支援ツールで、シミュレーションの条件設定を繰

り返し実施し、実利用に十分な時間、連続稼働できるかを

評価する 

⚫ 実利用に十分な回数としては８時間を想定する。朝から夕

方まで稼働し続けられるため、実用上十分と考える 

拡張性 NR008 多様な 3D 都市モ

デルへの対応 

⚫ 都市ごとにデータの整備状況が異なる 3D 都市モデルにつ

いて、ファイル作成ツールが対応可能か等を検証する 

保守性 NR009 復旧作業の時間・

手順 

⚫ プログラムの予期せぬ動作終了等が発生した際に、ユーザ

ーが多くの時間・作業手順を掛けることなく復旧できるか

を評価する 
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8-2-1. 検証方法と検証シナリオ 

 

表 8-2 非機能要件の検証方法 

対象システム 試験項目 確認内容 試験期間 アクティビティ 

ファイル作成

ツール 

  

【性能】防火

属性付加機能

の性能 

⚫ 既存ツール実行時と比べて、大幅な遅

延がないか 

2025 年 10～

11 月  

⚫ 運 用 テ ス ト

による検証  

【性能】シミ

ュレーション

用データ変換

機能の性能 

⚫ 既存ツール実行時と比べて、大幅な遅

延がないか 

⚫ 既存ツールの機能に加えて、エラー処

理を行っているため、遅延は、既存ツー

ルの 1.5 倍以内を目標値とする 

2025 年 10～

11 月  

⚫ 運 用 テ ス ト

による検証  

【拡張性】多

様な 3D 都市モ

デルへの対応 

⚫ 都市ごとにデータの整備状況が異なる

3D 都市モデルについて、ファイル作成

ツールが対応可能か等を検証する 

2025 年 10～

11 月  

⚫ 運 用 テ ス ト

による検証  

【保守性】復

旧作業の時

間・手順 

⚫ プログラムの予期せぬ動作終了等が発

生した際に、ユーザーが多くの時間・作

業手順を掛けることなく復旧できるか 

2025 年 10～

11 月  

⚫ 運 用 テ ス ト

による検証  

条件設定支援

ツール 

【可用性】連

続稼働回数 

⚫ 実利用に十分な回数、シミュレーショ

ンの条件設定を繰り返し実施し、連続

稼働できるか 

2025 年 10～

11 月  

⚫ 運 用 テ ス ト

による検証  

【可用性】連続

稼働時間 

⚫ 実利用に十分な時間、シミュレーショ

ンの条件設定を繰り返し実施し、連続

稼働できるか 

2025 年 10～

11 月  

⚫ 運 用 テ ス ト

による検証  

【保守性】復

旧作業の時

間・手順 

⚫ プログラムの予期せぬ動作終了等が発

生した際に、ユーザーが多くの時間・作

業手順を掛けることなく復旧できるか 

2025 年 10～

11 月  

⚫ 運 用 テ ス ト

による検証  

GIS データ変

換ツール 

【保守性】復

旧作業の時

間・手順 

⚫ プログラムの予期せぬ動作終了等が発

生した際に、ユーザーが多くの時間・作

業手順を掛けることなく復旧できるか 

2025 年 10～

11 月  

⚫ 運 用 テ ス ト

による検証  
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8-2-2. 検証結果 

 

防火属性付加機能の性能、シミュレーション用データ変換機能の性能は、既存ツールに追加の機能があるため、

既存ツールより時間を要すると想定していたが、プログラムを更新したことやバックグラウンドで実行してい

ることにより、既存ツールで実施するより高速化した。拡張性としては、各地方から一つの自治体程度を選出

し、データ変換を実施、問題なく変換可能なことを確認した。可用性として、条件設定支援ツールは、ほぼ１

日（朝から夕方まで）使用し続けられる程度の連続稼働が可能であることを確認した。保守性としては、プロ

グラムを強制終了しても、通常の手順で問題なく起動することが確認された。 

 

表 8-3 検証結果サマリー 

赤セル：KPI 達成 青セル：KPI 未達 

 

対象シス

テム 

試験項目 確認内容 目標値 結果 示唆 

評価値 

ファイル

作成ツー

ル 

 

【性能】防

火属性付加

機能の性能 

既 存 ツ ー ル 実 行

時と比べて、大幅

な遅延がないか 

2 倍以内 達成： 

開発：0.062 秒 

既存：2.142 秒 

既存ツールの

0.03 倍 

⚫ データ補完を追加したにもか

かわらず左記の通り大幅に高

速化している 

⚫ 本システムでは、既存の「防

火属性付加ツール」と同様の

機能を構築し直した。これに

より、機能が増えているにも

関わらず高速化した 

【性能】シ

ミュレーシ

ョン用デー

タ変換機能

の性能 

1.5 倍以内 達成： 

開発：2.996 秒 

既存：4.101 秒 

既存ツールの 0. 

73 倍 

⚫ 既存ツールを実行する際は、

コマンドプロンプト上に進捗

が表示される。本ツールから

の実行時は、バックグラウン

ドで実行しているため、本ツ

ール上で実行した方が高速化

した 

【拡張性】

多様な 3D

都市モデル

への対応 

都 市 ご と に デ ー

タ の 整 備 状 況 が

異なる 3D 都市モ

デルについて、フ

ァ イ ル 作 成 ツ ー

ル が 対 応 可 能 か

等を検証する 

- 問題なし ⚫ 以下の自治体の 3D 都市モデ

ルでファイル作成ツールによ

り、延焼シミュレーション用

のデータが生成可能であるこ

とを確認した 

札幌市、宮古市、所沢市、寄居

町、豊橋市、長浜市、臼杵市 

※各地方から一つの自治体程

度を選出 



uc25-08_技術検証レポート_火災延焼シミュレーションシステムの開発 

- 178 - 

【保守性】

復旧作業の

時間・手順 

プ ロ グ ラ ム の 予

期 せ ぬ 動 作 終 了

等 が 発 生 し た 際

に、ユーザーが多

くの時間・作業手

順 を 掛 け る こ と

な く 復 旧 で き る

か 

- 問題なし ⚫ ファイル作成ツールをタスク

マネージャーから強制終了

後、通常の起動手順で問題な

く再起動することを確認した 

条件設定

支援ツー

ル 

【可用性】

連続稼働回

数 

実 利 用 に 十 分 な

回数、シミュレー

シ ョ ン の 条 件 設

定 を 繰 り 返 し 実

施し、連続稼働で

きるか 

20 回 20 回 ⚫ シミュレーション条件（シミ

ュレーション時間・風向・風

速・出火点）を変更しながら、

20 回シミュレーションを実

施し、連続動作可能であるこ

とを確認した 

【可用性】

連続稼働時

間 

実 利 用 に 十 分 な

時間、シミュレー

シ ョ ン の 条 件 設

定 を 繰 り 返 し 実

施し、連続稼働で

きるか 

８時間 ８時間 ⚫ 起動から８時間経過後、シミ

ュレーション条件の設定、シ

ミュレーション実行が可能で

あることを確認した 

【保守性】

復旧作業の

時間・手順 

プ ロ グ ラ ム の 予

期 せ ぬ 動 作 終 了

等 が 発 生 し た 際

に、ユーザーが多

くの時間・作業手

順 を 掛 け る こ と

な く 復 旧 で き る

か 

- 問題なし ⚫ 条件設定支援ツールをタスク

マネージャーから強制終了

後、通常の起動手順で問題な

く再起動することを確認した 

GIS デー

タ変換ツ

ール 

【保守性】

復旧作業の

時間・手順 

プ ロ グ ラ ム の 予

期 せ ぬ 動 作 終 了

等 が 発 生 し た 際

に、ユーザーが多

くの時間・作業手

順 を 掛 け る こ と

な く 復 旧 で き る

か 

- 問題なし ⚫ GIS データ変換ツールをタス

クマネージャーから強制終了

後、通常の起動手順で問題な

く再起動することを確認した 

※条件設定支援ツールから GIS デ

ータ変換ツールを再度、呼び出す

ことにより確認した 
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9. 公共政策面での有用性検証 

9-1. 検証目的 

 

実証仮説に基づき、以下の検証目的を設定する。 

 

【関係ステークホルダーとの合意形成の円滑化】 

⚫ 汎用性が高く非専門家でも取扱いやすい UI/UX を備えたシステムの実現と、ファイル作成ツール・条件

設定支援ツール・GIS データ変換ツールの開発により、地方公共団体職員がすぐに利用可能なシミュレー

タとして、施策検討業務において、特に組織内部、関係機関、住民といった関係者との合意形成の円滑化

を実現するか 

【政策への活用】 

⚫ 都市計画部局職員の計画策定業務について、延焼シミュレーションを活用することで従来の防火地域指

定・建築規制検討手法と比較して品質が向上するか 

⚫ シミュレーション結果を、地図を基に直感的に表示し、複数の条件設定が可能となることで防災部局が策

定する防災計画に活用しやすくなり、具体的な施策立案や、住民の防災意識の普及・啓発に活用につなが

るか 

 

地方公共団体職員への操作体験会及びヒアリングにより、以下の観点について検証を行う。 

 

【ユーザビリティ】 

➢ 本システムにおける UI/UX の分かりやすさ・使いやすさを確認する 

➢ システムの実行に必要なデータの生成や設定するパラメータの視覚的なわかりやすさを確認する 

➢ マニュアルの整備による操作のわかりやすさを確認する 

【関係ステークホルダーとの合意形成の円滑化】 

➢ システム活用によって、施策検討業務が円滑に実施できるようになるかを確認する 

➢ 課内での合意形成に活用できるかを確認する 

【政策への活用】 

➢ 都市計画策定時の防火地域指定の適切性が向上するかを確認する 

➢ 政策における施策検討のエビデンスとしての活用や住民説明資料等での利用など、有用性を確認す

る 
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9-2. 検証方法 

 

被験者（地方公共団体職員）に対して本システムの操作体験をしてもらい、本システム活用による業務遂行上

の利点や円滑化への期待、本システムの使いやすさや分かりやすさへの満足度等に関するアンケートやヒアリ

ングを実施する。 

 

アンケート・ヒアリングの実施方法 

⚫ 会場：埼玉県庁付近 会議室など 

⚫ 機材：体験・デモ用に以下のノート PC を用意する 

➢ CPU： Core(TM) i5 以上 

➢ メモリ：8.0 GB 以上 

➢ OS：Windows 11 以降 

➢ 通信環境： Wi-Fi（モバイルネットワーク） 

⚫ スケジュール 

➢ 8 月中旬：事前打ち合わせ 

➢ 10 月中旬：本検証 

➢ 12 月上旬：成果報告 

⚫ 検証方法：システム操作体験を開催し、ヒアリング・アンケートを通してシステムに関するフィードバッ

クを得る（実施方法の詳細は「9-4.ヒアリング・アンケートの詳細」において記載） 
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9-3. 被験者 

 

本ユースケースでは、延焼シミュレーションを行うユーザーとして地方公共団体職員をターゲットとしてい

る。なかでも、県・市町村の都市計画部局・消防防災部局の職員はそれぞれの業務目的に応じて延焼シミュ

レーションを活用する場面があると想定される。 

本実証実験では、県下の市町村全体の状況を確認する立場にある埼玉県、延焼シミュレーションの活用に関

心を示した所沢市、寄居町の職員を対象として、都市計画部局・消防防災部局に所属する以下の方々にヒア

リングやアンケート調査を行い、本システムの有用性・操作性を検証する。 

 

表 9-1 被験者リスト 

分類 具体名称 部署 役職 担当業務 

地方公共団

体職員 
 

埼玉県 都市計画課 主任・主査 都市計画 

消防防災部局 主査 消防広域担当 

埼玉県所沢市 都市計画課 主査・技師 都市計画 

消防防災部局 主査 警防 

埼玉県寄居町 街づくり整備課 主幹 都市計画 
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9-4. ヒアリング・アンケートの詳細 

9-4-1. アジェンダ・タイムテーブル 

 

表 9-2 事前打ち合わせアジェンダ・タイムテーブル 

No. アジェンダ 所要時間 

1 目的・全体スケジュールの説明 10 分 

2 延焼シミュレーションの説明・操作イメージの共有 20 分 

3 ヒアリング・質疑応答・次回へ向けた依頼事項 20 分 

4 閉会 10 分 

 合計 60 分 

 

表 9-3 本検証アジェンダ・タイムテーブル 

No. アジェンダ 所要時間 

1 目的・システムについての説明 30 分 

2 操作の体験①（システムの機能を説明しながら一通り操作） 30 分 

3 操作の体験②（被験者が自由に操作） 30 分 

4 ヒアリング・質疑応答 20 分 

5 閉会・アンケート回答 10 分 

 合計 120 分 

 

表 9-4 成果報告アジェンダ・タイムテーブル 

No. アジェンダ 所要時間 

1 目的・システムについての説明 15 分 

2 システムの主な変更点 15 分 

3 次年度以降の予定（成果公開予定） 10 分 

4 意見交換・質疑応答 15 分 

5 閉会・協力のお礼 5 分 

 合計 60 分 
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9-4-2. アジェンダの詳細 

 

表 9-5 事前打ち合わせアジェンダの詳細 

No アジェンダ（再掲） 内容 

1 目的・全体スケジュールの説明 ⚫ 本日の概要 

⚫ アプローチする課題や背景 

⚫ 本実証実験の目的 

⚫ 全体スケジュール 

2 延焼シミュレーションの説明・操作イメージの

共有 

⚫ 延焼シミュレーションとは 

⚫ システムの全体像の説明 

⚫ システム操作イメージの共有 

3 ヒアリング・質疑応答・次回へ向けた依頼事項 ⚫ 操作イメージはわかりやすいか 

⚫ 画面表示はわかりやすいか 

⚫ これまでの延焼シミュレーションの活用経験 

⚫ 本システムを活用可能と想定される場面 

⚫ その他・本システムへのご意見等 

4 閉会 ⚫ 閉会 

 

  



uc25-08_技術検証レポート_火災延焼シミュレーションシステムの開発 

- 184 - 

表 9-6 本検証アジェンダの詳細 

No アジェンダ（再掲） 内容 

1 目的・システムについての

説明 

⚫ 本日の概要 

⚫ アプローチする課題や背景 

⚫ 本実証実験の目的 

⚫ 全体スケジュール 

⚫ 延焼シミュレーションとは 

⚫ システムの全体像の説明 

2 操作の体験①（システムの

機能を説明しながら一通り

操作） 

⚫ 運営者によるシステムの機能・操作説明に沿って、被験者にシステム

を操作していただく 

3 操作の体験②（被験者が自

由に操作） 

⚫ 体験①を踏まえて、被験者に与条件の設定からシミュレーション実行、

ビューアでの確認の操作を、操作マニュアルを見ながら自由に行って

いただく 

⚫ 運営者は、被験者の様子を確認しながら、操作につまずいた箇所等を

記録し、適宜、操作についての補助を行う 

4 ヒアリング・質疑応答 ⚫ 操作イメージはわかりやすいか 

⚫ 画面表示はわかりやすいか 

⚫ 操作マニュアルはわかりやすいか 

⚫ これまでの延焼シミュレーションの活用経験 

⚫ 本システムを活用可能と想定される場面 

⚫ その他・本システムへのご意見等 

5 閉会・アンケート回答 ⚫ アンケート回答を依頼し、その場で回答（10 分）、回答終了者から随

時解散 

 

表 9-7 成果報告アジェンダの詳細 

No アジェンダ（再掲） 内容 

1 目的・システムについての

説明 

⚫ 本日の概要 

⚫ アプローチする課題や背景 

⚫ 本実証実験の目的 

⚫ 全体スケジュール 

2 システムの主な変更点 ⚫ 本検証の結果を踏まえたシステムの修正点 

3 次年度以降の予定（成果公

開予定） 

⚫ システムの公開予定 

4 意見交換・質疑応答 ⚫ システムに対する意見交換・質疑応答 

⚫ 次年度以降の長期的な展開について 

 閉会・協力のお礼 ⚫ 閉会・協力のお礼 
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9-4-3. 検証項目と評価方法 

 

事前打ち合わせ、本検証及び成果報告について検証項目と評価方法を整理した。 

 

表 9-8 検証項目と評価方法（事前打ち合わせ） 

検証ポイント No 検証項目 定量評価 定性評価 

1) ユーザビリティ

（操作性）の評価 

1 操作イメージはわかりやすいか - ⚫ 操作イメージ共有後のヒアリン

グ・質疑応答で、以下を確認 

➢ 操作イメージ・画面表示が分か

りやすいか、要望があるか確認

する 

2 画面表示はわかりやすいか 

2) 関係ステークホル

ダーとの合意形成

の円滑化 

3 これまでの延焼シミュレーショ

ンの活用経験の有無 

- ⚫ 操作イメージ共有後のヒアリン

グ・質疑応答にて、以下を確認 

➢ これまでに延焼シミュレーショ

ンを業務内で活用した経験があ

るか、ある場合、どのような場

面で延焼シミュレーションが役

に立ったかを確認する（回答

例：〇〇の業務で活用した。特

に住民説明で役に立った） 

➢ 本システムが、どのような場面

で活用可能と想定されるか、活

用したいと感じたかを確認する

（回答例：〇〇の業務で活用し

たい。特に課内の合意形成がス

ムーズになると考える） 

4 担当業務の中で延焼シミュレー

ションが役立った場面 

- 

3) 政策への活用 5 本システムを活用可能と想定さ

れる場面 

- 
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表 9-9 検証項目と評価方法（本検証） 

検証ポイント No 検証項目 定量評価 定性評価 

1) ユーザビリティ（操作

性）の評価 

1 操作はわかりや

すいか 

⚫ 操作体験後、アンケートを

実施 

⚫ システムの各 UI について

操作イメージ・画面表示の

わかりやすさを確認 

⚫ 選択肢は「わかりやすい」

を 1、「わかりにくい」を 5

とした 5 段階で設定 

⚫ 回答を集計し、各設問で過

半数が 2 以下の回答を目標 

⚫ 操作体験後のヒアリン

グ・質疑応答・アンケー

トで以下を確認 

➢ 操作・画面表示につ

いての感想、要望を

確認する 

2 画面表示はわか

りやすいか 

3 操作マニュアル

はわかりやすい

か 

⚫ 操作体験後、アンケートを

実施 

⚫ 操作マニュアルのわかりや

すさを確認 

⚫ 選択肢は「わかりやすい」

を 1、「わかりにくい」を 5

とした 5 段階で設定 

⚫ 回答を集計し、各設問で過

半数が 2 以下の回答を目標 

⚫ 操作体験後のヒアリン

グ・質疑応答・アンケー

トで、以下を確認 

➢ 操作マニュアルにつ

いての感想、要望を

確認する 

2) 関係ステークホルダー

との合意形成の円滑化 

 

4 本システムを活

用可能と想定さ

れる場面 

⚫ 操作体験後、アンケートを

実施 

⚫ 本システムがどのように活

用可能か、活用することで

どのような業務の改善につ

ながるかを、以下の選択肢

で確認 

➢ システム活用によって

施策検討業務に要する

工数が削減されるか 

➢ 課内での合意形成に活

用できるか 

➢ 都市計画策定時の防火

地域指定の適切性が向

上するか 

➢ 政策における設置位置

検討のエビデンスとし

ての活用や住民説明資

料等での利用は可能か 

⚫ 操作イメージ共有後の

ヒアリング・質疑応答

で、以下を確認 

➢ 本システムが、どの

ような場面で活用可

能と想定されるか、

活用したいと感じた

かを確認する（回答

例：〇〇の業務で活

用したい。特に課内

の合意形成がスムー

ズになると考える） 

3) 政策への活用 
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表 9-10 ヒアリング時の質問内容（事前打ち合わせ） 

検証ポイント No 検証項目 ヒアリング（質問）内容 

1) ユーザビリティ（操作

性）の評価 

1 操作イメージはわかりや

すいか 

⚫ 本システムの操作・画面表示について、不明

な点・質問・要望等はございますか？ 

2 画面表示はわかりやすい

か 

2) 関係ステークホルダー

との合意形成の円滑化 

3 これまでの延焼シミュレ

ーションの活用経験の有

無 

⚫ 本システムと同種・類似のシミュレーション

を業務内で活用した経験はございますか？ 

⚫ ある場合、そのシミュレーションが役に立っ

たのは、どのような業務で、どのような場面

でしょうか？（回答例：〇〇の業務で活用し

た。特に住民説明で役に立った） 

⚫ 本システムの説明を踏まえて、本システムを

活用可能・活用したいと感じた業務や場面は

ございますか？（回答例：〇〇の業務で活用

したい。特に課内の合意形成がスムーズにな

ると考える） 

⚫ 本システムを活用するために、追加してほし

いと感じる機能はございますか？ 

※上記について、その場での回答が難しい場合、

本検証までの宿題とする 

4 担当業務の中で延焼シミ

ュレーションが役立った

場面 

3) 政策への活用 5 本システムを活用可能と

想定される場面 
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表 9-11 ヒアリング時の質問内容（本検証） 

検証ポイント No 検証項目 ヒアリング（質問）内容 

1) ユーザビリティ（操

作性）の評価 

1 操作イメージはわか

りやすいか 

⚫ 本システムを操作してみて、操作が分かりにくか

った点、こうなっていれば良いといった要望はご

ざいますか？ 

⚫ 本システムの操作中、〇〇箇所の操作に戸惑って

いた方がいらっしゃいましたが、いかがでしょう

か？ こうなっていればわかりやすいのでは？ 

といった要望はございますか？ 

（※運営者が、被験者の操作中につまずいた箇所

に気がついた場合） 

2 画面表示はわかりや

すいか 

3 操作マニュアルはわ

かりやすいか 

⚫ 本システムの操作マニュアルについて、分かりや

すい/分かりにくい等のご所感を伺えますか？ 

⚫ 自分一人でマニュアルを見れば操作できそうで

すか？記載が分かりにくかった点、追記してほし

い事項はございますか？ 

2) 関係ステークホルダ

ーとの合意形成の円

滑化 

4 これまでの延焼シミ

ュレーションの活用

経験の有無 

【事前打ち合わせと同じ内容：操作体験を踏まえて、

改めて確認】 

⚫ 本システムと同種・類似のシミュレーションを業

務内で活用した経験はございますか？ 

⚫ ある場合、そのシミュレーションが役に立ったの

は、どのような業務で、どのような場面でしょう

か？  

（回答例：〇〇の業務で活用した。特に住民説明

で役に立った） 

⚫ 本システムの操作を踏まえて、本システムを活用

可能・活用したいと感じた業務や場面はございま

すか？ 

（回答例：〇〇の業務で活用したい。特に課内の

合意形成がスムーズになると考える） 

⚫ 本システムを活用するために、追加してほしいと

感じる機能はございますか？ 

5 担当業務の中で延焼

シミュレーションが

役立った場面 

3) 政策への活用 6 本システムを活用可

能と想定される場面 
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表 9-12 アンケートの質問内容（本検証） 

検証ポイント No 検証項目 アンケート質問内容 

1) ユ ー ザ ビ リ テ ィ

（操作性）の評価 

1 操作イメージは

わかりやすいか 

⚫ 本システムの各操作イメージ・画面表示について、

「1.わかりやすい」「5.分かりにくい」の 5 段階で評

価してください 

① ファイル作成ツール 

1. 入力フォルダ・ファイル選択 

・5 段階評価（1・2・3・4・5） 

2. 出力先フォルダ選択 

・5 段階評価（1・2・3・4・5） 

3. 変換・完了通知 

・5 段階評価（1・2・3・4・5） 

   4. ファイル作成ツール全体として 

・5 段階評価（1・2・3・4・5） 

ファイル作成ツール全体についての 

コメント・要望等（自由記述） 

② 条件設定支援ツール 

1. フォルダ選択 

・5 段階評価（1・2・3・4・5）    

2. シミュレーション範囲の指定 

・5 段階評価（1・2・3・4・5）  

3. 出火点の設定 

・5 段階評価（1・2・3・4・5） 

4. シミュレーション時間の設定 

・5 段階評価（1・2・3・4・5） 

5. 風向・風速の設定 

・5 段階評価（1・2・3・4・5） 

6. 出力 GIS データの設定 

・5 段階評価（1・2・3・4・5） 

7. シミュレーション実行・完了通知 

・5 段階評価（1・2・3・4・5） 

8. 条件設定支援ツール全体として 

・5 段階評価（1・2・3・4・5） 

条件設定支援ツール全体についての 

   コメント・要望等（自由記述） 

2 画面表示はわか

りやすいか 

3 操作マニュアル

はわかりやすい

か 

⚫ 本システムの操作マニュアルの記載について自分

一人で操作できそうかを、「1.とてもそう思う」「5.

そう思わない」の 5 段階で評価してください 

① ファイル作成ツール 

以下、前項目と同様 
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2) 関係ステークホルダ

ーとの合意形成の円

滑化 

4 これまでの延焼

シミュレーショ

ンの活用経験の

有無 

⚫ 本システムと同種・類似のシミュレーションを業務

内で活用した経験がありますでしょうか？ 

1. 現在活用している 

2. 過去に活用したことがある 

3. 自分は活用したことがないが、関係部署等では

活用している／したことがある 

4. 活用したことがない 

⚫ 「1.~3.」と回答した方は、どのような業務において

活用している/したことがあるか教えて下さい 

⚫ 本システムを使用してみて、特にどのような業務に

役に立つと感じましたか？「1.とても役に立つ」「5.

役に立たない」の 5 段階で評価してください 

・都市計画の策定（1・2・3・4・5） 

・道路整備等・事業の不燃化効果の測定 

（1・2・3・4・5） 

・市街地の防火性能の評価（1・2・3・4・5） 

・防災訓練（1・2・3・4・5） 

・住民の防災意識の普及・啓発（1・2・3・4・5） 

  ・その他、役に立つと考えられる業務があれば教えて

下さい（自由記述） 

※上記選択肢は、事前打ち合わせを踏まえて修正 

⚫ 本システムを使用してみて、業務内のどのような場

面で役に立つと感じましたか？「1.とても役に立

つ」「5.役に立たない」の 5 段階で評価してくださ

い 

・組織内部での情報共有・合意形成の円滑化 

（1・2・3・4・5） 

・関係機関での情報共有・合意形成の円滑化 

（1・2・3・4・5） 

・住民との情報共有・合意形成の円滑化 

（1・2・3・4・5） 

・策定する計画等の精度向上（1・2・3・4・5） 

・施策実施時のエビデンス・根拠資料の提示 

（1・2・3・4・5） 

・その他、役に立つと考えられる場面があれば教えて

下さい（自由記述） 

⚫ その他、本システムについての意見・要望等があれ

ば教えて下さい（自由記述） 

5 担当業務の中で

延焼シミュレー

ションが役立っ

た場面 

3) 政策への活用 6 本システムを活

用可能と想定さ

れる場面 
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9-4-4. 実証実験の様子 

 

事前打ち合わせにて、スライドに沿って、目的・延焼シミュレーションの操作イメージなどを説明、説明を踏

まえて、質疑応答を行っている様子 

 

図 9-1 事前打ち合わせの様子 

 

事前打ち合わせ（日程の調整がつかなかった寄居町へのフォローアップ）の様子 

 

図 9-2 事前打ち合わせの様子（寄居町）  
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操作体験会にて、議事次第、目的、前回の振り返りなどの説明を実施している様子 

 

図 9-3 操作体験会の様子 

 

操作体験会にて、システムの操作方法の説明をしながら、被験者にも実際に操作してもらい、必要に応じて被

験者のフォローを実施している様子 

 

図 9-4 操作体験会の様子 
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操作体験会にて、被験者によるシミュレーションの実施、画面上で確認をしてもらった 

 

図 9-5 シミュレーション結果画面 

 

操作体験会にて、被験者に自由にシステムを操作していただき、操作に問題がないかを確認している様子 

 

図 9-6 操作体験会の様子 
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操作体験会後、システムについてのヒアリングを実施している様子。 

 

図 9-7 操作体験会の様子 

 

操作体験会（日程の調整がつかなかった埼玉西部消防局へのフォローアップ）の様子 

 

図 9-8 操作体験会の様子（埼玉西部消防局） 
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9-5. 検証結果 

 

検証の結果、自治体職員が自ら火災延焼予測を実施するには操作性に一定の障壁が残るものの、類似のシミ

ュレーションと比較して、実業務に耐えうる有用性と操作性を担保していることが明らかになった。具体的

には、「関係ステークホルダーとの合意形成」や「政策への活用」などの業務の効率化・高度化に向けて有益

なツールであることが確認された。 

「関係ステークホルダーとの合意形成の円滑化」については、組織内部、関係機関、住民など対象ごとにレ

ベルの違いはあるものの、総じて有用であるとの意見が挙がった。例えば、「誰との合意形成の円滑化に役立

つと感じているか」については、「組織内部での情報共有・合意形成の円滑化」は「とても役に立つ」「役に

立つ」と回答した割合はともに 4 割（８名中３名）程度だが、「関係機関での情報共有・合意形成の円滑化」

に「とても役に立つ」と回答した割合は 5 割を占める（８名中 4 名）一方で、「役に立つ」の回答は 1 割（８

名中 1 名程度）と少ないといったコメントを受領した。本延焼シミュレーションが利用できない状況では、

消防・防災に関する情報の可視化や共有が十分でなく、合意形成や住民説明に多くの時間を要していた点が

大きな業務課題となっていた。延焼シミュレーションを活用することで、高精度な予測と情報の可視化が可

能となり、こうした課題の解消に資するものとして評価されたからこそ、上記のような声が上がっているも

のと考えられる。 

「政策への活用」についても、延焼シミュレーション自体が、計画策定や住民の防災意識向上にそもそも有

用であり、今回のツール開発により高精度な延焼シミュレーションが容易に使用できるようになることは更

なる業務向上につながることが示唆された。計画策定については、都市計画の防火地域指定の検討、都市計

画道路や公園整備による延焼拡大阻止効果の掲示などに役立つとの意見を受領した。住民の防災意識向上に

ついては、延焼状況を 3D 可視化することが住民の防災意識向上につながる等の意見を受領した。このこと

から、検証精度の高さや 3D でのビジュアル化が、特に業務遂行に寄与すると考えられる。こうした評価を

得られたのは、本ツールの活用により、国総研市街地延焼シミュレーションプログラムを職員自ら利用でき

るようになったことによるものであり、今回開発した周辺ツールが、当初目的である「専門的な知識や手作

業が必要であるが故の、地方公共団体におけるシステムの導入・運用への障壁の取り崩し」に寄与している

と考え得る。 

 

一方で、今後の課題として、操作の難しさや活用用途を踏まえると機能が不十分であるといった点が明らか

になった。操作性については、5 段階評価のアンケートにおいて、システムの操作性・マニュアルの分かり

やすさについて、ほとんどの操作で「分かりやすい」又は「やや分かりやすい」の割合が 8 割以上を占める

ことが確認された。一方で、ファイルの入出力関連の操作について、「入力フォルダ・ファイル選択」は「分

かりやすい」又は「やや分かりやすい」の割合が 7 割、「出力先フォルダ選択」では６割と、ファイルやフォ

ルダ関連の PC 操作に慣れていないユーザーは難しさを感じていることが確認された。具体的には、「シミュ

レーションの実行後、ビューアへ切り替えるのが手間」などの意見を受領した。 

機能面については、「飛び火・延焼阻止線、独自データの追加など、組織に応じたニーズに対応した機能が必

要」といった意見があがった。これらの意見は、飛び火・延焼阻止線の設定や消防水利情報の参照といった

個別の機能追加・改善にとどまらず、延焼予測システムを現場判断や関連業務と一体的に活用したい意図と
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も読み取れる。関連する情報を同一環境で扱える利便性の向上や、周辺作業の連携・手作業の更なる削減を

図ることで、業務プロセスの中でより円滑に活用可能と考えられる。 

したがって、今後の普及には、操作が難しいと感じる部分についてのマニュアルの改善、独自ビューアの開

発による操作性向上、さらには、追加機能開発に向けて活用余地の収集・精査が必要であることが示唆され

た。 
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1) ユーザビリティ（操作性） 

アンケート調査には、操作説明会に参加した 10 名から回答を得た。 

システムの操作性、マニュアルの分かりやすさについて、「ファイル作成ツール」・「条件設定支援ツール」の

ほとんどの操作が、5 段階評価（1.分かりやすい～5.分かりにくい）で「分かりやすい」又は「やや分かりやす

い」の割合が 8 割以上を占め、おおむね問題ないと考えられる。 

一方で、ファイル作成ツールの「1.入力フォルダ・ファイル選択」、「2.出力先フォルダ選択」、条件設定支援ツ

ールの「1.フォルダ選択」「6.出力 GIS データの設定」の操作性及び操作マニュアルの記載については、「分か

りやすい」又は「やや分かりやすい」の割合が 6～7 割程度にとどまっており、ほかの操作に比べて分かりに

くいと感じたユーザーの割合が多い。 

ほかにも、「天気の設定」や「飛び火の設定」、「市で保有するデータの搭載」など、個別ユーザー毎に異なるニ

ーズや凡例の表示に対する改善の要望なども確認された。 

上記のとおり、ユーザビリティについては、一部の操作に課題や改善要望はあるものの、おおむね問題ないこ

とが確認された。 

 

 

図 9-9 ファイル作成ツールの操作性に関連するアンケート結果（n=10） 

 

図 9-10 条件設定支援ツールの操作性に関連するアンケート結果（n=10） 
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表 9-13 ユーザビリティ（操作性）に関連する定性コメント 

No 検証項目 関連する定性コメント 

1 フ ァ イ ル 作

成ツール 

【ヒアリング（事前説明）】 

⚫ 木造建物の防火構造設定（防火造、準防火造、裸木造）は、建物 1 個 1 個に対して

細かく設定できないか 

⚫ 住民説明会などで、特定の地域（例：木造密集地域）の状況をより現実に近い形で示

し、防火地域の指定による効果（建て替えが進んだ後の変化）を比較したい場合に、

地図上で建物の防火構造を個別に又は特定のエリアで変更できると使いやすい 

⚫ 市で保有するデータ（不燃領域率や木造戸建て数、延焼クラスタといった情報）を今

回の 3D モデル上で表示したり、出力したりする仕組みはあるか 

⚫ 道路や公園、広場といった空間情報をシステム内で認識し、延焼拡大に影響を与える

要素として扱える機能を有しているか。また、扱う予定はあるか 

【ヒアリング（操作体験会）】 

⚫ 「高度な変換」機能について、地図上で変換できないのか 

【アンケート（操作体験会）】 

⚫ 時間が掛かる 

⚫ 完了通知はもう少し大きくてもよいと感じた 

2 条 件 設 定 支

援ツール 

【ヒアリング（事前説明）】 

⚫ 出火点や風向・風速以外に、天気のような他の項目も設定できないか 

【操作体験中のコメント】 

⚫ 結果閲覧時に、延焼経路を示す赤い線は「どの家からこっちの家に燃え移ったか」と

いう経路を示しているのか 

【ヒアリング（操作体験会）】 

⚫ 範囲選択画面の色について、選択しているのか、していないのかが分かりにくい 

⚫ ファイル・フォルダの操作が分かりにくい 

⚫ シミュレーション実行後、ビューア画面を開き、ファイルをドラッグ＆ドロップする

手間が発生している。シミュレーション完了後にビューア画面へ自動的に切り替わ

り、結果がすぐに見られるようにしてほしい 

⚫ シミュレーション結果を表示する際、航空写真だとかえって場所が分かりにくい。地

名等が明確に入る 2D 地図の方が、資料化や幹部・他部隊との情報共有に適している 

⚫ 飛び火を考慮したり延焼阻止線を設定したり等はできないのか 

【アンケート（操作体験会）】 

⚫ 時間が掛かる 

⚫ 出力データの使い道(KML ファイル、CZML ファイルの違い等）があると適切な出力

ができるかと思う 

⚫ 建物の表示色について、耐火、準耐火の違いが分かりづらい。また、支援ツールの上

の画面に凡例があるとより良い 

⚫ 範囲指定の色はもう少し濃い方が良い 
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図 9-11 ファイル作成ツールの操作マニュアルに関連するアンケート結果（n=10） 

 

 

図 9-12 条件設定支援ツールの操作マニュアルに関連するアンケート結果（n=10） 

 

表 9-14 操作マニュアルに関連する定性コメント 

No 検証項目 関連する定性コメント 

1 フ ァ イ ル 作

成ツール 

【アンケート（操作体験会）】 

⚫ 「高度な変換」に関する記載していただけると幸いです 

2 条 件 設 定 支

援ツール 

【アンケート（操作体験会）】 

⚫ マニュアル上に画像を差し込んでいただけるとより分かりやすいかなと感じました 
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2) 関係ステークホルダーとの合意形成の円滑化 

「本システムを活用可能と想定される業務内の場面に関連するアンケート」の「組織内部での情報共有・合

意形成の円滑化」「関係機関での情報共有・合意形成の円滑化」「住民との情報共有・合意形成の円滑化」に

ついては、5 段階評価（1.とても役に立つ～5.役に立たない）で「とても役に立つ」又は「やや役に立つ」の

割合が６割以上を占め、一定程度、円滑化に資するシステムとなっていることが確認された。 

また、ヒアリングにおいても、「住民との合意形成に役立つ」「庁内における合意形成にも役立つ可能性があ

る」といった意見が挙げられ、延焼シミュレーションの導入により合意形成の円滑化への期待が確認され

た。 

一方で、「誰との合意形成の円滑化に役立つと感じているか」については、回答者によりばらつきがあること

も確認された。例えば、「組織内部での情報共有・合意形成の円滑化」は「とても役に立つ」「やや役に立

つ」と回答した割合は、ともに 3 割程度だが、「関係機関での情報共有・合意形成の円滑化」に「とても役に

立つ」と回答した割合は 5 割を占める一方で、「やや役に立つ」の回答は 1 割程度と少ない。 

上記のとおり、「誰との合意形成の円滑化に役立つと感じているか」についてのばらつきはあるが、全体とし

ては、一定程度、円滑化に資するシステムとなっていることが確認された。なお、アンケート結果について

は、「3)政策への活用」と併せて示す。 

 

3) 政策への活用 

延焼シミュレーションの利用経験については、参加全員が「現在活用している」「過去に活用したことがあ

る」「自分は活用したことがないが、関係部署等では活用している／したことがある」のいずれかであり、延

焼シミュレーション自体の利用ニーズは確認された。 

具体的には、シミュレーション結果を住民説明や県から市区町村への情報提供等に活用している事例が確認

された。一方で、データ精度の懸念から活用に至らなかった事例も確認された。 

延焼シミュレーションが活用可能と想定される業務としては、「都市計画の策定」については、5 段階評価

（1.とても役に立つ～5.役に立たない）で「とても役に立つ」又は「やや役に立つ」の割合が 5 割、「防災訓

練」は、5 段階評価で「とても役に立つ」又は「やや役に立つ」の割合が 2 割 5 分と比較的低くなっている

一方で、それ以外については、「とても役に立つ」又は「やや役に立つ」の割合が 7 割以上あり、各種政策へ

の活用が期待できることが確認された。具体的には、「3D シミュレーションで立体的に火災の広がる様子が

見えれば、住民の危機感を高め、防災意識向上に役立つ可能性」、「説明会等で、市民にビジュアルで説明す

る際に使用したい」などがコメントとして挙げられ、ビジュアル化することで政策への活用が見込まれるこ

とが確認された。また、「延焼シミュレーションが活用可能と想定される業務内の場面」としては「策定する

計画等の精度向上」「施策実施時のエビデンス・根拠資料の提示」で「とても役に立つ」又は「やや役に立

つ」の割合が 7 割を超えており、政策立案の精度向上やエビデンスへの期待が確認された。 

ヒアリングにおけるコメントとしても、「木造密集地域での延焼拡大状況の検証や、出動消防隊の災害対策計

画立案への活用を期待している。」「政策におけるエビデンスとしての活用、住民説明資料としての利用が想

定される」といった意見が確認された。 

上記より、従来ニーズがあった延焼シミュレーションについて、本ツールを用いることで、精度の高いシミ

ュレーション結果が３D で表示可能となったことにより、住民との合意形成や計画等の精度向上、施策実施

時のエビデンスとして、政策への活用への期待が見込まれることが確認された。  
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図 9-13 火災延焼シミュレーションシステムの利用経験に関連するアンケート結果（n=10） 

 

表 9-15 延焼シミュレーションの利用経験に関連する定性コメント 

No 検証項目 関連する定性コメント 

1 同 種 シ ミ ュ

レーション・

シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン 結 果

の活用経験 

【ヒアリング（事前説明）】 

⚫ 寄居町では過去に危険性調査を行い、住民説明会を紙ベースの平面図で行った経験

がある 

⚫ 過去に他機関のシミュレーションシステム（消防庁消防研究センターのシステム）を

災害対策計画に活用しようと検討したが、基礎データ（建物データ）の精度に懸念が

あり、実際には活用に至らなかった 

⚫ 県として、防災拠点の周辺や木造密集地域で独自にシミュレーションを行い、市区町

村に情報提供している 

【アンケート（操作体験会）】 

⚫ H24、H25 埼玉県地震被害想定調査を立適策提示に利用した 

⚫ 防火、準防火地域の指定促進に向けて、市区町村との打合せ等に活用している（愛媛

大学・2D 延焼シミュレーション） 

  

3 4 3 0

0% 50% 100%

延焼シミュレーションの活用

経験

構成比率
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図 9-14 本システムを活用可能と想定される業務に関連するアンケート結果（n=8 未回答：2 名） 

 

 

図 9-15 本システムの用途別の活用可能性に関するアンケート結果 

（n=8 未回答：2 名） 

 

  

2

4

1

4

0

0

2

4

4

2

2

5

4

0

3

2

5

2

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0% 50% 100%

都市計画の策定

防火・準防火地域の指定

道路整備等・事業の不燃化効果の測定

市街地の防火性能の評価

防災訓練

住民の防災意識の普及・啓発

構成比率

1.とても役に立つ 2 3 4 5.役に立たない

3

4

2

2

2

3

1

4

4

5

2

3

1

2

1

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0% 50% 100%

組織内部での情報共有・合意

形成の円滑化

関係機関での情報共有・合意

形成の円滑化

住民との情報共有・合意形成

の円滑化

策定する計画等の精度向上

施策実施時のエビデンス・根

拠資料の提示

構成比率

1.とても役に立つ 2 3 4 5.役に立たない



uc25-08_技術検証レポート_火災延焼シミュレーションシステムの開発 

- 203 - 

表 9-15 本システムを活用可能と想定される業務に関連する定性コメント 

No 検証項目 関連する定性コメント 

1 本システムを

活用可能と想

定される業務 

【ヒアリング（事前説明）】 

⚫ 今回の 3D シミュレーションで立体的に火災の広がる様子が見えれば、住民の危機感

を高め、防災意識向上に役立つ可能性があると考えている 

⚫ 住民説明以外に、計画への具体的な取り込みの可能性も検討できる 

⚫ 今回のシステムには、特に木造密集地域での延焼拡大状況の検証や、出動消防隊の災

害対策計画立案への活用を期待している 

⚫ 住民説明会での活用に期待している 

⚫ 都市計画道路や公園の整備が延焼拡大を阻止する効果があることを、2 次元の図面で

はなく、3D 都市モデルを活用したシミュレーションで示すことで、整備の必要性を

より説得力を持って伝えたい 

⚫ 都市計画策定時の防火地域指定の適切性向上、政策におけるエビデンスとしての活

用、住民説明資料としても利用可能と想定される 

【操作体験中のコメント】 

⚫ 都市計画策定時の防火地域指定の適切性向上、政策におけるエビデンスとしての活

用、住民説明資料としての利用可能と想定される 

⚫ 消防における部隊配備・指令管制の支援、震災時を想定した訓練や計画策定での活

用、住民ワークショップでの活用などが想定される 

【ヒアリング（操作体験会）】 

⚫ 消防については、予防課が都市計画系の部署と一体となって防火に関する計画を進

めている。本システムは予防課の計画策定にも活用可能かもしれない 

【アンケート（操作体験会）】 

⚫ 空き家対策 

⚫ 住民の合意形成のための説明会等で、市民にビジュアルで説明する際に使用したい 

2 本システムを

活用可能と想

定される業務

内の場面 

【ヒアリング（事前説明）】 

⚫ 住民説明会などで、現況と政策実施後の被害減少イメージを具体的に見せることで、

住民の合意形成を得やすくしたい 

⚫ 課内のみならず、庁内における合意形成にも役立つ可能性があると考える（庁内幹部

職員等への説明材料としての活用） 

⚫ 庁内でシステムの有用性が認められれば、住民への説明も進めやすくなると考えて

いる 

【ヒアリング（操作体験会）】 

⚫ 本システムが役に立つか正直、不安に思っていたが、操作をしてみて役に立つように

感じた。特に防火・準防火地域の指定について、部署内での合意形成や住民説明会に

使用できる 
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4) その他の意見 

上記以外にも、PLATEAU View でシミュレーション結果を表示する方法の確認、シミュレーション結果につ

いてのより詳細な説明に対するニーズ、本システムでは対応していないが、延焼シミュレーションエンジンで

は可能なことなど、延焼シミュレーションをさらに活用するための質問や意見があり、延焼シミュレーション

に対する更なるニーズが確認された。 

一方で、「どのように活用するか不明」「少々操作が難しい」といった意見も確認された。 

 

表 9-16 その他本システムに関連する定性コメント 

No 検証項目 関連する定性コメント 

1 その他コメン

ト 

【操作体験中のコメント】 

⚫ シミュレーション結果の CZML ファイルを、PLATEAU View で表示したいので、手

順などを教えてほしい 

【ヒアリング（操作体験会）】 

⚫ シミュレーション結果が何を示しているのか説明する補足資料が欲しい。イメージ

を分かりやすく伝え、火災発生時のリスクがどこまで及ぶかを住民に再認識しても

らうことが重要である。これにより、システムの結果の説得力が増し、見る人が多く

なると考えられる 

【アンケート（操作体験会）】 

⚫ どの様に活用するか不明なので、評価が分からない 

⚫ 現在の段階でも十分に使用・活用できると感じた。一方で、気温等についてもシステ

ム上は操作できるとのことだったので、拡張要素として提示できると、自治体ごとに

次のアクションが取りやすいと感じした 

⚫ PLATEAU を使用している人ならば使いやすいかもしれないが、少々操作が難しかっ

た。今回のワークショップ説明資料のような操作マニュアルが補足であると、分かり

やすいように思う 

⚫ 消防の視点としては、風向・風速以外に天候・気温の設定は必須だと感じています。

今回は飛び火等のシミュレーション（条件）が分からなかったので、体験してみたい

と思いました 
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10. 成果と課題 

10-1. 本実証で得られた成果 

10-1-1. 3D 都市モデルの技術面での優位性 

 

実証実験を通じて、以下のような 3D 都市モデルの技術面での優位性が示された。 

 

表 10-1 3D 都市モデルの技術面での優位性 

大項目 小項目 3D 都市モデルの技術面での優位性 

データフォーマッ

ト 

CityGML 形式 ⚫ これまで延焼シミュレーションの実施には、自治体によっ

て建物データの整備状況が異なり、複数データの統合が必

要であったが、CityGML 形式で作成される 3D 都市モデル

の整備により、データ整備上の課題は解決に向かっている 

3D 地形、建築物の高さや

属性等を考慮した延焼

シミュレーション 

⚫ 国総研市街地延焼シミュレーションプログラムは、地形、

建築物の高さや属性等を考慮した高度なモデルである。一

方で、3D 都市モデルが整備されるまでは、高さ方向の情報

を持つシミュレーションに活用可能なデータが少なかっ

た。3D 都市モデルが整備されたことにより、高さ方向の正

確な考慮が可能となった 

3D での可視化 ⚫ 3D 都市モデルにより、延焼シミュレーション結果を 3 次

元で時系列表示することが可能となる 

⚫ これにより、施策効果に対する直感的な理解が可能となる

ため、住民説明会等における合意形成の促進に寄与する 
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10-1-2. 3D 都市モデルのビジネス面での優位性 

 

表 10-2 3D 都市モデルのビジネス面での優位性 

大項目 小項目 3D 都市モデルのビジネス面での優位性 

サービス提供の

効率化 

CityGML 形式 ⚫ 従来は、自治体によって建物データ整備状況が異なり、複数デー

タの統合や個別のデータ変換が必要であったが、CityGML 形式で

整備されている 3D 都市モデルを用いることで、データ変換のプ

ロセスを共通化することが可能となった。これにより、延焼シミ

ュレーション実施のために必要となるデータ変換作業を効率的

に実施することが可能となった 
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10-1-3. 3D 都市モデルの公共政策面での優位性 

 

表 10-3 3D 都市モデルの公共政策面での優位性 

大項目 小項目 3D 都市モデルの公共政策面での優位性 

関係ステークホルダ

ーとの合意形成の円

滑化 

合意形成の円滑化 ⚫ 住民説明会などで、現況と政策実施後の被害減少イメージ

を具体的に見せることで、住民の合意形成を得やすくなる 

⚫ 防火・準防火地域の指定について、シミュレーション結果

が可視化されることにより、部署内での合意形成に使用で

きる 

政策への活用 精度の高いシミュレ

ーションのエビデン

スとしての活用 

⚫ 高さ方向を含めた正確な建物情報により、「火炎形状」、「放

射」、「接炎」の計算を精緻に実施し、精度の高いシミュレ

ーションができるため、より説得力のあるエビデンスとし

て政策検討に活用できる 

精度の高いシミュレ

ーションによる現場

対応への活用 

⚫ 高さ方向を考慮した精度の高いシミュレーションを実施で

きるため、消防活動等の現場での戦略立案の支援につなが

る 

⚫ また、飛び火等の追加機能を実装する際に、建物の高さ情

報により、火災状況に関する再現性を高めることができ、

更なるシミュレーションの精度向上につながると考えられ

る 

他組織の検討内容参

照による政策検討の

精度向上 

⚫ 3D 都市モデルは他自治体でも整備されているため、他組織

のシミュレーション結果やそれを踏まえた検討内容を参照

可能となれば、新たな政策の検討材料として活用し精度向

上に役立てることができると考えられる 

可視化による、住民

の防火意識向上 

⚫ 3D シミュレーションで立体的に火災の広がる様子が確認

でき、住民の危機感を高め、防災意識向上に寄与する 
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10-2. 実証実験で得られた課題と対応策 

 

表 10-4 実証実験で得られた課題 

大項目 小項目 実証実験で得られた課題 課題に対する対応策 

システム 

（機能） 

防 火 構 造 の 手 動

設定 

⚫ 特定の地域（例：木造密集地域）

の状況をより現実に近い形で示

し、防火地域の指定による効果

（建て替えが進んだ後の変化）を

比較したい場合に、地図上で建物

の防火構造を個別に又は特定の

エリアで変更できると使いやす

い 

⚫ 地図上で建物の防火属性を修正

する機能の追加 

⚫ 3D 都市モデル（建築物 LOD1・

2）防火属性付加済み（CityGML

形式）等、シミュレーションデー

タ変換の各段階で編集できる機

能の構築 

⚫ 【本業務内で対応済】テキストフ

ァイル上で防火属性を修正する

機能を追加 

飛び火・延焼阻止

線等の追加機能 

⚫ 飛び火・延焼阻止線、独自データ

の追加など、組織のニーズに対応

した機能の追加 

⚫ 都市計画・消防機関それぞれのニ

ーズに対応した機能の追加 

⚫ 機能追加に向けた、現行のシミュ

レーションエンジンが有する機

能の整理 

システム 

（ UI ・

UX） 

ファイル・フォル

ダの入出力 

⚫ ファイルの入出力関連の操作に

ついては、慣れていないユーザー

は、難しさを感じる 

⚫ 【本業務内で対応済】ファイル・

フォルダの入出力に関する部分

のマニュアルの見直し 

⚫ 【本業務内で対応済】3D 都市モ

デルや本システムの構成等、全体

像についての説明資料を GitHub

上に公開 

ビューア ⚫ シミュレーション実行後、ビュー

ア画面を開き、ファイルをドラッ

グ＆ドロップする手間が発生し

ている。シミュレーション完了後

にビューア画面へ自動的に切り

替わるのが理想である 

⚫ シミュレーション結果を表示す

る際、航空写真だと場所が分かり

にくい。地名などが明確に入る 2D

地図の方が、資料化や情報共有に

適している 

⚫ シミュレーション結果を閲覧す

るための本システム専用ビュー

アの開発 

色の調節 ⚫ 範囲選択画面の色について、選択 ⚫ 【本業務内で対応済】表示色の調
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しているのかが分かりにくい 

⚫ 建物の表示色について、耐火、準

耐火の違いが分かりづらい 

節を行う※建物の表示色は、エン

ジンの出力準拠のため変更しな

い 

凡例の追加 ⚫ マニュアルだけでなく、条件設定

支援ツールの上の画面にも防火

属性の凡例が欲しい 

⚫ 【本業務内で対応済】条件設定支

援ツールの上の画面にも防火属

性の凡例を追加 

アルゴリ

ズム 

処理時間 ⚫ ファイル作成ツールの処理、条件

設定支援ツールからのシミュレ

ーション実行、それぞれに時間が

掛かる 

⚫ プログラミング言語の変更や、ソ

ースコードの見直し等による高

速化 

（※データ変換、シミュレーショ

ン演算ともに計算量自体が多い

ため、劇的な改善は望めないもの

と想定される） 

⚫ 高性能 PC の使用 

システム

運用 

シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン結果の解説 

⚫ シミュレーション結果が何を示

しているのかを説明する補足資

料が欲しい。イメージを分かりや

すく伝え、火災発生時のリスクが

どこまで及ぶかを住民に再認識

してもらう必要がある 

⚫ 【本業務内で対応済】延焼シミュ

レーション結果についての解説

資料の作成 

エンジン OSS 化

までの運用 

⚫ 本プロジェクト内では、エンジン

の OSS 化対応は実施しないため、

エンジンについては、個別に国総

研へ連絡し、貸与してもらう必要

がある 

⚫ 【本業務内で対応済】エンジンの

貸与手順、貸与のための連絡先、

貸与後のシステムへの統合方法

についてのドキュメント化 

エンジン OSS 化 ⚫ エンジンの OSS 化に向けて、非

推奨関数の置き換え、収束演算の

改良、バグ抽出、演算の高速化、

開発環境のアップデートなどが

必要となっている 

⚫ プログラミング言語の変更など

を通した左記課題の対応 
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10-3. 今後の展望 

 

本プロジェクトで整備した周辺ツールを用いて構築した火災延焼シミュレーションシステムは、実証実験参

加者から総じて高い評価を得られ、業務遂行にあたって「組織内部、関係機関、住民との情報共有・合意形

成の円滑化」に有用であることを確認することができた。「3 次元でのビジュアル化による住民への意識啓

発」、「木造密集地域での延焼拡大状況の検証」や、「出動消防隊の災害対策計画立案への活用」、「政策におけ

るエビデンスとしての活用」といった政策への活用も期待されることが確認できた。 

確認された機能面の課題は、計画策定に関するもの、消防業務に関するもの、両者に共通するもの、の３つ

に大別される。 

計画策定にあたっては、防火構造を容易に編集する機能にニーズがあることが分かった。具体的には、「現状

の市街地のシミュレーションのみならず、将来（建て替えが進んだ後）の建物での延焼シミュレーションを

実施し、結果を比較したい。」とのコメントを受領した。これは、建て替えを進めて防火構造が変化した場合

に火災延焼にどのような影響が出るのかを検討するのに使用したい、という意図があると推察される。 

次に、消防現場での活用にあたっては、飛び火・延焼阻止線の設定機能へのニーズが存在していることが分

かった。具体的には、「飛び火や延焼阻止線といった条件を考慮したい」とのコメントを受領した。これは、

消防現場で活用するに当たってはより現場の再現度を高めたシミュレーションを実施したい、消防現場の作

戦の立案に活用したいという意図があると推察される。 

最後に、計画策定・消防の両者に共通のニーズとして、他 GIS データの重畳表示機能、専用のビューアの構

築があることが確認された。具体的には、「市が独自に保有したデータを合わせて閲覧したい」、「延焼シミュ

レーション結果を表示するための専用のビューアがあれば、より使いやすい」といった要望が挙げられた。

重畳表示については、延焼クラスタといった他のシミュレーション結果との比較、消防水利といった情報を

合わせて確認することにより、総合的に延焼リスクを確認したいものと推察される。専用ビューアについて

は、本プロジェクトでは開発対象外となっているが、汎用的なビューアだと、ファイルの入出力作業の手間

が必要となること、延焼面積や棟数なでの数値を合わせて確認したいという意図が推察される。 

 

今後は、上記のニーズについて、汎用的且つ業務高度化や効率化への有効性が高い機能を精査するととも

に、組織や立場ごとに異なるニーズに適合できるよう機能は拡充した上で、必要な機能のみ組み合わせ活用

ができる仕様とし、ニーズに応じた機能の採否が可能となることが望ましい。また、上記の要望を実現する

ためには、延焼拡大の予測計算を行うエンジンの修正が必要となる可能性もある。そのような場合に向けて

エンジンも合わせて OSS 化を進めることが望ましい。エンジンの OSS 化のためには、現行のエンジンが有

する非推奨関数の置き換え、収束演算の改良、バグ抽出、演算の高速化といった対応を実現する必要があ

る。 

将来的には、3D 都市モデルを整備した自治体が自らの手で必要な機能の取捨選択を行った上で、延焼シミュ

レーションを実施可能とすｒることが望ましい。また、その足掛かりとして、まずはエンジンが OSS 化され

ることが望ましい。 
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11. 用語集 

 

A) アルファベット順 

 

表 11-1 用語集（アルファベット順） 

No. 用語 説明 

1 3D 都市モデル PLATEAU の３次元都市モデルデータ  

2 CityGML 形式  3D 都市モデルデータを表現するための国際標準規格  

3 CSV 形式 カンマ（,）で項目を区切ったテキストファイル形式であり、行と列で構

成されるデータの記録に適している  

4 CZML Cesium での空間データの表現に適した JSON 形式のファイル  

5 GeoJSON 形式  JSON 形式の一種であり、地理空間データの記録に適している  

6 GUI  UI の一種であり、ソフトウェアの画面やボタン等の外観を指す場合に用

いられる  

7 KML  三次元地理空間情報の表示の管理などを目的としたフォーマット  

8 KPI  目標達成に向けた業績評価の指標  

9 LOD  Level of Detail の略称であり、本稿では 3D 都市モデルの詳細度を表す 

LOD の数値が上がるほど、詳細な建物モデルとなる  

10 OSS  利用者の目的を問わずソースコードを使用、調査、再利用、修正、拡張、

再配布が可能なソフトウェアの総称 

11 UI  サービスや製品とユーザーの接点となる部分  

12 UX サービスや製品を通してユーザーが得た体験  

13 インタフェース  異なるシステムやソフトウェア、ハードウェアなどを接続する接点  

14 メッシュ  地図上の地域を一定の規則で分割した区画（メッシュ）に、地理情報や

統計情報を収集したデータ  

15 ユーザビリティ 製品やサービスの使いやすさや効果、ユーザーの満足度を表す言葉  
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B) 五十音順 

 

表 11-2 用語集（五十音順） 

No. 用語 説明 

1 インタフェース  異なるシステムやソフトウェア、ハードウェアなどを接続する接点  

2 
LOD  

Level of Detail の略称であり、本稿では 3D 都市モデルの詳細度を表す 

LOD の数値が上がるほど、詳細な建物モデルとなる  

3 
OSS  

利用者の目的を問わずソースコードを使用、調査、再利用、修正、拡張、

再配布が可能なソフトウェアの総称 

4 KML  三次元地理空間情報の表示の管理などを目的としたフォーマット  

5 KPI  目標達成に向けた業績評価の指標  

6 
CSV 形式 

カンマ（,）で項目を区切ったテキストファイル形式であり、行と列で構

成されるデータの記録に適している  

7 CZML Cesium での空間データの表現に適した JSON 形式のファイル。  

8 CityGML 形式 3D 都市モデルデータを表現するための国際標準規格 

9 
GUI  

UI の一種であり、ソフトウェアの画面やボタン等の外観を指す場合に用

いられる  

10 GeoJSON 形式  JSON 形式の一種であり、地理空間データの記録に適している  

11 3D 都市モデル PLATEAU の３次元都市モデルデータ  

12 
メッシュ  

地図上の地域を一定の規則で分割した区画（メッシュ）に、地理情報や

統計情報を収集したデータ  

13 UI  サービスや製品とユーザーの接点となる部分  

14 UX サービスや製品を通してユーザーが得た体験  

15 ユーザビリティ 製品やサービスの使いやすさや効果、ユーザーの満足度を表す言葉  

 

 

以上 
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